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は し が き

デ ータバ ンク研究委員会 が,財 団法人 日本経営情報 開発協会 に設置 されたのは,1969年8

月 のこ とであ る;、それ以来広 く関係内外各 方面 の協力 を得て1971年6月 末現在 まで1年10

月 にわた り,鋭 意研 究調査を継続 してきた。

研 究調査は,理 論 及び実証 の両面 にわた り,ま た国内 のみならず,海 外に及び,特 にアメ リカ

には1970年3月 海 外調査団を派遣 し,さ らにそ の結果 に鑑み,内 外注 目の まとであ るカルフ

ォルニア州のデー タ ・バンクを精 しく調査す ることとし,同 州財務長官特別補佐 官M.F.マ ク

ドナル ド氏を煩わ して1970年10月 に 特 別の調査を委託 した。

当研究委員会の調査研 究の経過はすでに下記中間報告に順次発表 している。

〔1)デ ー タ ・パンク ・シンポジ ウム(1970年2月')

(2}ア メ リカのデー タ ・バン ク

ー情報 ネ ットワーク海 外調査団報告書(1970年6月)

(3)デ ー タ・パンク研 究に関す る中間報告書(1970年6月)

(4}ア メ リカのデ ータ ・パンクに関す る資料(1971年1月)

(5)カ ル フ ォルニア州のデー タ ・パン ク(1971年6月)

今 回の報告は,当 委員会の最終報 告書 であ り,内 容は三部 より構成 され ている。

第1部 データ ・バ ンク理論 で}ち まずデ ー タ ・バ ンクをめ ぐる諸概念の確立 ・把握から出発 し

データ論,フ ァイル構成 と探索,デ ータ処理技術,ネ ットワーク等,一 応 デー タ ・パンクにお い

て とりあぐべ き諸問題をすべ て,検 討 してあ る。

第2部 データ ・バ ンクの事例研 究}ち わが国及びア メリカのデー タ ・バ ンクの代表的な事例 に

つ いて,く わ しく検討 し㌔ 上記 カルフ ォル ニア州のパブ リック ・セクターにおけ るデータ ・ベ

ースのほか
,組 織内データ ・ベース,企 業性及び公共性 データ ・パンクにわけて考察を行 った。

第5部 隅 第1部 の理論的視座にお いて,第2部 の事例研 究を媒介 として,デ ータ ・パンクの

現状 を分析評価す る とともに,今 後 の進むぺき道についての論議 を展開 した ものであ る。

データ ・パ ンクはその重要性 力精 報化社会 の基 盤 として広 く認 識され ているにもかかわらず,

朱だ解明すべ き多 くの問題 が残 され て いる。 本報告書は2年 近 くにわたるわれわれ の努力の結果

ではあるが,こ の分野に立 ち向 うのには
,ま だ時間不足の憾みがあ り,上 記 各部門 の研究に}ち

いまだ論究 し磯明すべきことカ～ 多 く残 され ている
。 しか しデー タ ・パンクに対す る,わ が国に

おけ る草分け の研 究 として,何 らか のお役に立ち うるならぱ われわれ の幸いとする ζころであ

るo



この報告書 の内容は,精 粗一様でな い点 もあ り,ま ず大綱 を理 解 していただ くためには,第1

部 の基 礎概念 とデ ータ論 を読 まれ,直 ちに第2部 の事 例研 究に入 られ,第3部 の分析へ と進 まれ

最後 に第1部 の技 術論に立 ち帰 って御検討をいただ くのがよいか と思 う。

なおデー タ ・パ ンク研 究委員会 は下記の メンバーを もって構成 されたものである。

敏

哲

賢

太

三

照

寿

比

善

川

立

井

東

合

間

木

瀬

井

口

川

辺

越

久

谷

北

足

今

印

河

佐

鈴

高

中

野

長

堀

渡

馬

男

朗

郎

良

孝

康

保

浩

雄

彦

呂志

竜 雄

通

(九 州大学 ・教授)

(日本興業銀行 ・調査部調査役)

(一 ツ橋大学 ・助教授)

(慶 応義塾大学 ・救助)

(行 政管理庁 ・行政管理局長)

(電 力中央研究所 ・電子計算室総括課長)

(日 本開発銀行 ・設備投資研究所主任研究員)

(京都産業大学 ・教授)

(科 学技術情報センター・資料部主任情報員)

(興 和石油 ・専務取締役)

(日 本電信電話公社 ・データ通信本部 ・調査役)

(関 西電力 ・企画部付)

(通 産省 ・情報管理課総括班長)

(日本経営情報開発協会 ・理事)

この報告書は委員の協力により,再 三の討議を重ねた結果である。特に第1部 は中井浩委員の'

寄与によるところが多、bま た本報告書の作成に当ってはジス ト(日 本総合技術研究所)の 金成

洋治氏の御援助を得たことを附記 したい。

なお,こ の報告書は 日本自転車振興会の機械工業振興資金による旦経済統計データ・パンクに

関する基礎調査の昭和45年 度報終告"に 該当するものである。
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昭和46年6月

デ_タ ・パ ン ク研 究委 員会

委 員長 北 川 敏 男
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1デ ー タバ ンク の概 念

人間が社会を形成 し,秩 序を維持 し,文 化 を発展させてきたあ る意 味では輝か しく・あ る意味

では苦 しい,そ の長 い歴史 は,情 報 を創造 し,相 互に交換す る働 きによって支えられた ものであ

る。 この情報 の創造,伝 達,吸 収が,入 間社会 で行なわれ ている仕組みについて・深 く・理 論的

に,そ して実証的 た解明されていないことにわれわれが気づ いたのは・比較的最近 のことである。

知識産業,デ ータバ ンク,シ ン クタンク等,あ たか も新 しく起 って情報現 象であるか のよ うに言

われ るものは,現 象そ のものが新 しいのではな く,そ の現象を見 るわれわれ の視点 が新 し くな っ.

た ことと,そ の新 しい視点 を必要 とす る新 しい社会的要因があったこ とと,新 しい現象であるか

の ようにその現 象形態 を変革 させ る技術的進歩 があったこ とによ るものである。

当研 究会におい て,デ ータバンクを,理 論的に,そ して実証的に,日 本の社会の中で成立 し得

る可能性 の分析 を含めて研 究す るに当 り,デ ータバンクといわれ る情報現象を,古 くか らあ るも

のの新 しい視点か らの探求 とい う姿勢 を とった。

データバンクは,単 純に考え るとき,デ ータが何 らかの形 で集め られてお り,そ れを必要 とし

た人が,必 要な ものを引 き出せ る働 きを持 っている機関 であるよ うに思われ る。 その とき,デ ー

タとは何か,そ れ は如何 な る性格を もつ機 関なのか,そ れが如何な る場 面で働 らくのか,等 々を

分析 しよ うとす ると,あ まりにも多 くの様相を持つ ことに気づ くのであ 査

人間 のコ ミュニケ ーシ ョンの歴史 の中で発生 した情報を,い つで も取 り出せ るよ うに してお き

必要に応 じて流 して行 くとい う働 きは,文 字 や記録手段 の未発達な段 階では 「語部 」のよ うに口

からロへ の伝承 の形 ですでに存在 していた し,記 録手段の普及 と共 に図書館の形 での長い歴史 を

持 っている。 日常生活の中でも,値 入 メモ,帳 簿 ・帳票,資 料 フ ァイル,研 究ノー ト等の,多 く

の手段,多 くの形態 においてそれを行な ってい る。 そ してフ ィルムの出現,録 音技術あ出現,磁

気 記録 の出現によ って,新 しい様相 を生み出 している。 そ して人間 の社会活動 の中に滲 透するに

っれ て,enu'merate(rき な い程 の多くの変形を生 み出 してい るのであ 査

当研 究会には,デ ータとい う名 のもとに

「マニ ュアル または機械的に処理 ・伝送できる形に記号化されたあらゆる情報 」

を指 すこ とに し,そ れを 「いつ でも取 り出せ るよ うに編成 した もの」を,フ ァイル と呼ぶ こ とに

よって,デ ータバ ンクを,

「 あるコ ミュニテ ィにおいて,デ ータの発 生と利用が あるとき ・その中でデータ需要が起 っ

た ことに よリファイル と,そ れを処理す る仕組み と,フ ァイル間のネ 。トワーク を通 してデータ

を流通 させ る機 能を もつ もの 」
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という形で,情 報流通現象の中での機能の概念によって ・これ らの多 くの現象形態を包括的に把

え ようとした。

この考え方 は,他 の多 くの考 え方,例 えばOECD科 学 政 策委員会 で トーマス氏の言 う

「データバ ンクは,異 なるユ ーザ に有効 な情報 を与え る機能を もった組織,あ るいは組織のー

一部 であり,情 報の収集 ・選択,調 整,蓄 積,検 索,縮 集,お よび評価の機能 を持つ もので

ある。 これはMISと は完全に区別 す るべ きであ り,ま たデ ータ に対す る数学的 処理 にっい

ては,当 分の間除外 して考 える」 とい うもの と本質的な差はない。情報流通機能 である以上,

MISの 中 で働 くファイル(デ ータベ ース)の 機能は含めて もMIS自 身 とは区別 され るべ

きものである。 しか し後述 するよ うに,数 学的処理は,そ の回答編集機能 としてシステムの

中に組み込 まれてい るものは,吾 々の場合,一 応包含 してい るとみな してい る。 またニ ュー

ヨーク連邦銀行のG.ヘ イ ドン氏 の

「データバ ンク とは,1つ の総合デ ータ ・フ ァイル があり,そ れに対 し多 くのL－ ザが 自由

にアクセス できるものをい う。デ ータバ ンクその ものはデータの集積 にす ぎない が,そ れ に

含まれ る各デ ータは相 互に厳密 に整理 コン トロールされてお り,デ ータの重複防止,更 新 ・

訂正,機 密保授 などが効率的 に行 なわれ ることを前提 とする。

数 よりは,マ ルチ ・デ ータ ・ペース,ネ ットワ ークを考慮す る点 でよ り広 い もので ある。米国

の情報産業 社のR.M.マ ル チノ博士 に よる

「データバンクは,デ ータを自由 に預 け入れ ることも,と り出す こ ともで きる,組 織化され

た複数箇のフ ァイル であるo

は,わ れわれの場合,ネ ッ トワ ーク論 の所 でい う「倉庫型 ネ ットワー ク」を持つデ ータバンクの

み を指す ものであ る。 また,本 研 究会 に大 きい示唆 を与え たカリフォルニア州財務 長官特別 補佐

官,M.F.マ ク ドナル ド氏の報 告の中にあ る

「機能的 データベ ース とは,常 時接近可能な一群のデータファイル(デ ータ ・ライブラ リィ)『

のこ とであり,単 一の主要 な業務 と関 連をもつ数 多 くのサ ブシステムによって統合され た形

で利用 しうるものであ る。

デ ータバン クとは,数 多 くの異 な る機能 と係 るデー タ ・ライブラ リィの大規模 なプール であ

る。 これは計画立案 もしくは 日常業務 目的 のため に統合された形 で利用 し うるものであり,

また業務 とは独立 して存在 しうるものである。 」

に対 して,わ れわれ は,1つ の業務に附属 してあるフ ァイル と,多 目的 の利用 に対 してそ れち

とは独立 してあるファイルに群 とは,後 者 が前者の発展形態であ'るけれ ども,そ れ がデー タベー

ス とデ ータバンクの違 いではない と考 えている。 「フ ァイル」 とは,ア イテムの集 りか ら構成 さ
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れるレコ ードの集合 とい う,構 成要素か らみた もの を指 し,「 デ ータ ・ペ ース 」とはその ファイ

ルを利用の目的 からみた ときの呼称 であ り,デ ー タバン クはそ のフ ァイルとを処理 する仕組み,

ネ ットワークが形成 する 「流通機能」の レベ ルでみた ときに抱え られ るものなのである。 例えば

人事 ファイルは,人 事管理 の システムにおけ るデー タベ ースであ る。そ して,入 事 ファイルを通

して,必 要 とされた情報を,活 動的 に流通させ る働 きに関与す る組織構成要素の集 ま りがデ ータ

バン クな のである
。

そのよ うな概念規定の下に,デ ータバ ンク としてみ られ る諸事例を,理 論的 に,そ して実証的

に,そ の成立要 因,発 展過程を含めて研究 してきた のである。

しか し,こ の概念規定によれば,マ ニュアル操作 で処理 す るファイルも,流 通過程 に位置づけ

られ るか ぎり,デ ータバ ンクである。そ の様相のすべ てを把え ることをこの研 究会では意図 して

いない。

「今 后の社会 におけ るデータバン クのあり方」

を模索す るこ とに主 目的 をお く必要 がある。 そのために過去 を振 りかえることは,プ ロセス とし

ては必要 であるが,そ の発展過程からみた将来 を見通 す ことが必 要であ る。 データバンクの発展

は,デ ータ発生源の変化 社会 におけ るデ ータの需要 の,量 質におけ る変化によって起 るもので

あるとは言え,現 象形態 の急速 な変化を生ん だのは,技 術の進歩 である。 デ ータの需要は,潜 在 、

的 には常 に高度 なものを要求 してお り,そ れをみたす データの発生,供 給 があ った とき,需 要の

高度イヒが顕在的 になるもの である。 そしてデー タの発 生は,需 要の顕在化が契機 とな って,新 し

㌧、 よ り高度 なデータが生 まれ ㌔ そ のシーソー ・ゲームの中心 にあり,両 者 のレベル ・ア ップ

の原動力 とな っているもの がフ ァイル処理 やデータ伝送 の技術 である。

この意味におい て,今 後 のデータバンクのあり方を論ず るには,現 在の最 も高度な技術によ り

処理 されるファイル,す なわち,コ ンピュータライズされ,種 々の伝送技術によ って リンクされ

たファイルによるデータバンクを研 究の中心対象と したのである。
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皿 データに対する要求の変化 とデータ発生源の現状

U)デ ー タ の もつ 特 性

データは,人 間の知的な活動 と共 に常に造 られ,吸 収され,そ の相互の間で交換され る情報の

記録された形態である。情 報量 が,そ れを受け とる前 と後 で,確 率で把 えられ る受信者側の構造

変 化の負の対数 で測定され るよ うに,デ ータの効用 も,そ れを利用す ることによ って受信者側 に

起 る変 化の大きさが対応 する。 そのデータ利用によ る変 化が,そ の利用者 に何 を もた らすかが,

デ ー タの価値を律す ることにな る。

得 られ た情報は人間 においては何 らか の新 しい行動 を生み 出すため(意 志決定)に 用 いられ る。

直 ちに行動を生み 出さな い ときは,記 憶の中に止 まり,忘 れ去 られな い限 りは新 しい情報 と組み

合わされ て行動を生み 出す潜在 力 として貯え られ る。 そ して 「物」 と異な り,利 用頻度 の減 衰に

よる ライフ ・タイムはあ るが,廃 棄 ・忘却 されないか ぎり消滅す ることはない。 そ して情報 は人

間 の生産活動(或Nま 技術)を 通 して 「物」 の上 に体化(enbody)さ れ るとき,そ の 「物」 に

働 きを与 え る。 例えば部品の集 ま りに対 し,一 定 の手順 で秩序 を与え る(す なわち設計図 によ り

組みた てる)と き,「 物」 のレベルで しかなか った部品 の集 まりに・人間が制御 ・利用できる働

きを与 える。

また情報は,単 独の メッセージで利用され ることは,人 間の場 合には 少な、、 コンピュータに

おいては,単 一 のUADD"と い う命令 で演算操置 が作動す るが,人 間においては,他 の既知 の

情報 との組み合わせにおいて決定 を生み出す。 これは決定 の内容が,入 力 した メッセー ジよ りは

その入力前に持つ知 識によ り大 きく作用され ることを意 味す る。 む しろ入力 した メッセージは,

既知 の情報 の集 まりを働かせ る契機を造 るのである。 すなわ ち,デ ータのレコー ド当 りの効用は

蓄積された活動状態 にあ るデータの量 と共に高 まるものであ る。 しか し,こ れは無限 に増加す る

ものでな く,人 間の演算能力 と演算手段 の限界によって制限 を うける。 すなわち,処 理能力以上

の情報 蓄積は,効 用 を減 じは じめ る。 このことか ら,効 用 とデータ量の相関は,飽 和 曲線的に把

えるこ とができよ う。

このよ うな情報の持つ特性 からみて,情 報 が人間 にもた らす もの,す なわち価値 を定性 的に論

ず ることができる。

1.他 人 の知 らな いデータをより早 く入手す ることは,他 人がそれを知 るまでの間 に生み 出す

行動が もた らす相対的利益 をもって価値 を測定 できる。

2.よ り多 くのデータを入手す ることは,そ のデー タ蓄積の大 きさによ る,各 レコードの効用

の大 きさが もたらす相対的利益 によ り測定 できる。
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3.よ り良 いデータ

の入手は,そ れ が

呼び出 した既知 の

知 識の大きさ と,

そ の組み合わせ に

よ って得られ る行

動 がもた らす相対

的利益 によ って測

定 できる。

4.よ り正確な デー

タは,そ れが呼び

出す既知 の知 識に

おけ るノイズを減

↑

レ

コ
ー

ド

当

り

の

デ

ー

タ

の

効

用

第1.1図 デ ータの効用 と蓄積デー タ量 の相関

臨界点

蓄積データ量 →

ら し,誤 まった行動 を選択す る確率 を減らす ことによる損失 の減少の期待値に より測定 でき

る。

などであ る。 しか し,一 方の特性 と して情報 は,

1.プ ロセスを経 る度 に,何 らか の歪み(エ ントロピーの増加)を うけ 奄

2.情 報 は 「物」 と異な り,そ れ 自身が発散的であり,非 局所 的 である。

5.情 報 は,そ れ と同内容の既存 の知識がある とき効用はゼロであり,ま た新 しく代替情報が

発生 した とき,効 用 は激減す る。

な どを持ってい る。 これにより,秘 密 の保持 がむつか しく,ノ イズの発生 が実 に鋭敏(,少 しの不

注意で大誤報を まね くなど)で あり,デ マゴギーを生 じやす、、『また,知 的生産活動 の活溌化と

共に,ラ イフ ・サ イクル が極端に短か くなる。

社会は,人 間 の知的活動 によ って維持 されセいるもの であるか ら,知 的活動 の活発化において

情報 の伝達機能 の果 たす役割は きわ めて大 きいと同時に,そ の情 報 の流通過程 が供給主導型であ

るとき,そ の供 給に偏 より,故 意にせ よ不注意にせよ誤 まりがある とき,社 会の安 全をおびやか

す ものである。 このことは 「需要主 導型 」の流通機 構が,効 率よ く社会の中心に発達 しなければ

ならないこ とを示 してい る。 、

(2)デ ー タ 需 要 の 変 化

概念 規定 でも述べたよ うに,流 通過程の中 で機能的に働 くラァイルは,長 い人間の歴史 と共に
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常に存在 してい㌔ それ を,現 在 の時点 にお いて 「データバ ンク」 とい う比較的新 しい,ま だ成

熟 して いな い名 で呼び,新 しい情報現 象 であるか のよ うに扱 う必要性を考えてみ る必要 があろ う。

これ は,概 念規定におい て強調 した技 術の進歩 が間接的原因 ではあって も,そ れ のみ では説明で

きないものである。

これには,次 の問題 を指摘す るこ とができる。 従来,意 志決定の段階で,判 断材料 とす るもの

が少な くて も,そ れ を経験 によってカバ ーして決定 を行 な っても,危 険 が少なか った し,デ ータ

処理技 術も未熟 で,そ の経験 による判断 を乗 り越え るこ とができなか った。 しか し,

1.デ ー タ処理技 術の発展

2.競 争 の一般化 と共 に,誤 まった判断 のもたらす危険の増加。

3.商 品な技術 のライフ ・サ イクル の短縮 と共 に,判 断業務 の頻度 の増加 とそれに要す る時間

の短縮。

4.経 営 の長期見通 しの,Z)要性 から起 る判断 要素の増力凡

,5.諸 種 の業務の内部関連の増加 と,境 界的,或 いは多 くの業務 の横断面 を見通 す性質 の管理

業務 の増加。

とい うような要因が複合的 に作用 して決定過程が経験 には頼れない段 階 とな った。 そ して,特 に

社会現 象を解明 し,現 実的 な措置を急速 にとらな くゼはならぬ,多 くの問題 をかかえてい る場合

には,そ れが人間を含む現 象であるだけに,自 然科学的な 「実験 」は許 されなしbそ の実験 の失

敗によ って多 くの人間の不幸 をまね いてはならないか らである。

このよ うな場 面 では,

1・ あ らゆる可能性 を検討 し,

2あ らゆる可能な措置に対 し,そ の結果 を定量的 に予測 し,

3.シ ミュレーシ ョンにょって検証す る

とい う過程 を経 なけ れば,不 用意な決定 は してはな らな、b

このよ う.な立場 に立 つ とき,そ の決定に必要なデータの網羅的収集 が必要 であ る。そ のよ うな

社会的 インパク トが,デ ー タをLつ でも利用可能 にしてお くファイルを必要とす る方向を生む1

つ の要因 である。

しか し,こ の角度か らのみのデータ需要 の切り込み方は,本 研 究が例証す るよ うk,観 念 論的

誤まりを起す危険がある。 それ は,こ のよ うな需要 は,プ ラニ ング,決 定 レベルへ のデ ータであ

る。 この利用は極度 に加工度 が高 い抽象度の高いものである。 これに向か ってのデー タの完全な

供給は,一 挙には到達 できな ㌦ すなわち,到 達すべき地点 を示す 「旗印」ではあ っても,今 す

ぐ踏み込むべ き地点ではな、、 それは,そ のよ うなプラニングや決定 を支え る,オ ペ レー シ ョン
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・レベルの仕組み がなければな らないからであ る
。 そ のために,オ ペ レー ション ・レベルでの仕

事か ら発生 し,利 用され るデータの利用 システムから着実に,フ ァイル ・システムを組み上げな

いと,ド グマの深 い陥穽に陥入 りか ねないのである。 これが,M・F、 マク ドナル ドが,そ の長

いカ リフ ォルニア州での経験 を通 して述べた,彼 の言 う所の 「デ ータベースか らデータバンクへ」

な のであ るb

そ のよ うな視点に立 って,特 に社会現 象の中で,そ れを解明 した り,対 策を決定 するのに必要

なデータを振かえ ってみ ると,大 別 して次 の5種 のものがあ る。

1、 現在供給 されてお り,よ く利用されて いるもの。

これに対 してはデータバ ンクは成立 しやすい し,そ のファイルに構成 ・維持 のコス トと,

購 売力のバ ランスの中 で,企 業的 に成立す る条件 を もっている。 この中で,民 間で充分,商

業ペ ースで収集 し,供 給す るこ とので きるものであ りながら,官 庁がそれを行な っているも

のも数が少なくな㌦ これは情報産業の育成からみて・早 く民間に移行すべきである。

2現 在供給 されな がら,利 用されていないもの。

官公 庁の統計の中で,こ の種 のものが少な くな%こ れは,供 給の方法を変 え るか,早 く

廃 止すべきである。少 な くとも,こ の種 のものは,自 由競争の中 にある民間サ イ ドの事業 で

あれば,す でに陶太 されてい る性質の ものである。

5.発 生 は して いるが,供 給 されていない もの。

これ が企業や個人の秘密 に属す る.ことであれば,当 然 のことであ る。 しかし,官 公庁内発

生データの中 に,こ の種の ものが数 多くある。 官公庁が,何 かの 目的で利用 したあ と靡 きし

た り,ほ こりに埋 もれて収われ てい るデ ータの中に,例 えば,河 川 の水質調査や住民の健康

状 況のデー タな ど,今 ならば 「公害情報」 として必要な ものが無数にあ るのである。

これを流通過 程に乗せ るこ とは,公 共機 関の,そ れ自身 の業務のためにも,ま た民間 のデ

ータ需要 のため にも,大 きい責任 である。

4.必 要 であるとわか ってもプ発生す ら していltい 。

これ も官庁の統計な どの中に多 くの事例がみ られ る。 統計の記入 フォーマ ットの悪さや,

集 計法 のまずさによって,少 しの工夫 で集 まるべ きデ ータが集 まらないのはこのケースである。

また このケ ース の1つ として,最 近起 ってきた シンク ・タンクも,こ れを解決す るた めの

インパ クトか ら生 まれた もの といえよ う。

これらを通 して言 えることは,デ ータの発生 の仕組み,収 集の仕組みに対す る,基 本的反

省 が必要 であり,発 生そ の ものが,需 要 のレギュレーションを受 けるぺきこ とを示 レている。
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{3)公 共 財 デ ー タ の 発 生 と 流 通 の 現 状 と 問 題 点

以上 のよ うな需要の変化 と,需 要例からみたデータの発生 ・供給現状か ら,先 ず公共財デ ータ

の発生 ・流通を,事 例的 に概観 してみ よう。

(i)発 生 と流通の現状例

公共 財的性格 の情報 として,磁 気テープ化されているものに関す る調査結果 の代表例 として,

主要11省 庁におけ る約120種 類 のファイル(工 業技 術院,電 算機利用に関する技 術研究会一

フ ァイル研 究班,報 告書参照のこと)を み る と,大 部 分が,各 省庁個有業務処理 に当 った電算機

システムのデ ータ ・ベースその ものであ そb

これ らの ファイルは,極 く例外を除いては,フ ィジカルな条件 のコンバー トは可能にな ってお

り:ロ ジカル ・レコー ドの互換性につ いては,目 下,上 記 「利用研 」で検討 が進め られつつ あ駕

利用 に当 っては,こ のデータ ・ベ ース と,処 理 プ ログ ラムのコンビネーシ ョンによってこれ ら

の情報 の活用は,可 能であるので,デ ー タ ・ペ ース間の相互交換ネ ッ ト・ワーク形成 によって・

種 々のデータの組み合わせ も出来 るので,.こ の よ うな,個 有業務 のデ ータ ・ベー スと,各 デ ータ

・ベ ース間 のネ ットワークの形 成によ り,政 府機関 におけるデ ータバ ンク機能 は,成 立 できるわ

けであ り,電 算機 および通信関係 の現在の技 術の延長線上 に,こ のよ うなデ ータバ ンク機能成立

のためのボ トルネ ックに なる要因は見 当らな、b

ま た民間 との関係についても,各 個有業務 は,民 間情報 のインプットか ら出発 しているので,

ア ウトプ ットの面にオ ープン ・エンデ ッド考え方を とれば,民 間利用 も可能にな って くる。

例 として,政 府機関における電算機適用業務 に関す る調査(行 政管理 庁,管 理局調)を み ると

全体 の業務(170台,レ ンタル費85.6億 円)に 対 し,集 計計算型の適用が59.3%管 理 型の

適用 が55.6%,分 析予測型の適用 が10.6%,試 験 研究型の適用 が1415%に な ってお り,こ

の集計計算型 に使用され る年 間延べ のマ シン タイムは約25,600時 間 の多 きにのぼ っている。

この うち,デ ー タ交換が行われ てい るものは(情 報処理 開発セ)/タ ー調査46.2月),54例 も

あり(大 部 分が磁気テープによ るオフ ライン方式 であ る。),そ のサ イクルは月単位 と年単位 が

大 部分 であるが,1サ イクル当 りのデータの延件数 は,週 単位以下約2,718,000,月 単 位約

1,276,000,年 単 位約700,000と な って いる。 これ らの交換デー タは現 在 のところ,オ

ベレーシ ョナルなフ ァンクシ ョンに関す るものが大 部分であ るが,一 部 には,ブ ランニングフフ

クションに関するものも含 まれてお り,ネ ットワーク形成は,必 要 に応 じて徐々に進行 してい る

のが現実 であ る。

① 公共財情報 の問題点 ∵

以上あげたよ うに,公 共財的情報 の流通をさ またげ る要因 は,技 術的 には小さ いといえ るが,
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次 にかかげ るよ うな,デ ー タそのものを中心 とす る問題点があり,今 後の課題にな ってい 奄

1.各 省 庁個有業務結果 の活用

個有業務 の電算化は,夫 々単独完結的 に最適条件 を追 究して行われて来た。 利用技術の標準化

を更に押 しすすめて,処 理結果 を流通 し易 くするこ とが,全 体 に対 する最適化へのアプローチの

第 一歩 である。

2.統 計 調査へ の柔軟性 の要請

統計は,本 来連続性 を重んずる上 から保 守性 をもつ こ とは,或 る程度 まぬがれ難 いが,同 時に

急速 に変化す る社会 ・経済現象に対 し,カ パ レイヂにお いて も,内 容 にお いて も対応性 がなけれ

ばならないであろ う.≠ 緬 に購 えられなか ・纈 域の拡大(娘 ば医薬微 関係),当 時

は非常 に詳細,正 確性を要求 された内容の変化(例 えば物 資関係)等 につき,対 応性が小 さい。

特 に,最 近は電算機 の各種業務適用 の拡大 に伴な って発生するインデ ィケータとの代替(労 働移

動 関係)の よ うな新たな現 象も出て来 てい る。 収集,利 用 の両面にわた り,技 術的に も制度的 に

も柔軟性 の不足が感 じられ る。

統計の多角利用については,調 査 の限点 か ら,デ ー タ,リ ンケー ジを可能にす るこ とが必要で

あ り,そ の基 盤 として,他 のレヂス トレーシ ョンか ら発生するインデ ィケーターと連接可能にす

る統計側か ら歩みよ りも必要であ り,そ れは必ず しも統計の中立性や調査対象 の秘密保 護を損 う

問題には ならな%

5.新 領 域 のインデ ィケー タの開発

需要 の側面において,今 後 の ビジ ョンとして,共 通 に指摘されたのは,産 業 の情報 化への指向

であ る。 企業間 の競争次元が,従 来 の技術力,資 本力の面 に加えて,新 しい システム化のための

ソフ トな技 術力を含む総合経営力の面を加え ることにな り,ま た,公 共部門 におい ても,社 会環'

境 問題 のクローズア ップによる単論理的 思考か ら多論理思考への シフ トが大 巾に行われ ることに

なろ う。

情報 需要は益 々多様 化し,未 開拓 の領域 のデ ータ開 発を強 く要求 してくるこ とにな り,従 来 の

価値 尺度 では,数 量化困難な現象に対す る新 メジャーによ る数量化技術,ア ンコンテニヤスなデ

ー タの評価技術等を開発す る必要があ る
。

4.ブ ラ ィパシーの確保

供給側 におけ る機能が高 まるに従って,各 省 庁個有業務や,統 計処理業務等 のデ ータベースで

留意されなけ ればならない ことは,個 人の秘密 に属 す る情報 の扱いである。 これは電算機 導入 に

よ る以前 と本質的 には,変 る ところがな く,当 事者 の職業 倫理 の問題である。 電算機利用 によ る

フ ァイル管理 のマニアルの完備 によ り,む しろ事故 の防止は,以 前よ りも容易にな るとい う考え
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方 で対処すべ きであるが,ブ ラィパシー問題から,と もす ると情報提供側 が定めた処理(例 えば

集計)の み によるサー ビスに限る傾向が,官 庁統計 になしとしないが,過 剰措置 は今後 の ビジ ョ

ンには なじまないo

⑩ 処理手法 とデ ータ供給

情報処理手法 の民間 におけ る適用状況の調査(68年 調査 約5,000対 象 ア ンケー トによ る)

に より,表1(現 状)受 表2(今 後 の予定)を 得 たが.統 計表 の作成に,統 計的分析な どの基礎

統計の処理は,こ なし終え て,LP,DP,QP,PERT,CPM,ス ケ ジューリング,シ ュ

ミレーシ ョンなどの数学的計 画法な どを用いた方法 に重点が移行 しよ うとしてお り,ま た リアル

タイム処理.イ ン フォメー ション ・リトリーバル(デ ータ ・バ ンク機能に対応)な どの情報処理

機能 の高度な手法 の導入 が,積 極的に予定され てい ることがわか る。

これに反 し,エ コノ メトリックス,サ イコメ トリックス,ソ シオ メトリックスな どの計量科学

的手法 の面では,今 後 も大 巾な採用予定 がなく,そ の理 由にモデル ビルデ ィングの困難 さ ととも

に,ソrシ ャルインデ ィケ一夕の不足をあげた ケースが多いことを見逃せ な、も

適用業務 は,生 産.販 売,輸 送,経 理等の定型業務か ら,調 査,情 報管理,管 理全般 が加え ら

れ る予定が目立ち,オ ペレーショナルファンクションの適用が進む につれて,プ ランニングファ

ンクションへ の拡張 が予定 され る傾向は明 白によみ とれ る。その後 の追跡調査が望 まれ るが,計

量科学的手法 の普及は,イ ンデ ィケータ不足 のために停滞 している とい う結果を予測 することは

難か しくないであろ う。

胸 情報処理 システムに要求され る特性

ω オーブン ・エンデ ィドな性質

オーガニゼイションの活動は,具 体的には形態が異 ってみえるが.基 礎的な機能 としては,1
`

つは,意 志決定に連な るプ ランニングの機能,一 つ は,こ の決定に従 った行動(リ ア ラ'イズ)と

統制(コ ン トロール)か ら成 り立 っているとみ ることができる。.

これ らの機能は,情 報 の伝達 と処理 とい う手段 を媒介 としてそ の機能を働かせ ている。

このよ うな情報機能 は,次 のよ うにブレイクダ ウンさせるこ とができよ う。

(a)資 料 の認識(内 部,外 部からの資料 のソースや入手ルー トの問題 含 フ ィードバ ッ

ク)

(b)資 料 の評価(受 信 の意味作用)

(c)情 報 の記憶(体 系化 の蓄積 含廃棄 検策)

ω 情報 の加工 ・分析 ・結果

(e)情 報 の伝達(含 社外 との交換)
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の条件をみたせば一義 的に定 りやす く,「 閉 じた」 システムとして考えることもできるが,ω ～

㊨ ま,一 一義的 に定める ことは極めて困難 であ り,マ ン ・マ シンイタラクシ ョンによってカバーさ

れなけれ ばな らない 「開いた」性質 のものもある。

(2〕 ス ケール メリットが保証 されない性質

大量,単 純な業務の機械 化 とい うケースに限 った電算機によ る情報処理は,定 型化可能な低次

の頭脳労働(一 種 の肉体労働 ともみ ることが できる。)の 場合 は,ス ケールメリットは期待 でき

るが,総 合経営 力の競争次元への参加や単理 論から多理論への思考のシフ トのよ うな場合 には,

プ ランニングフ ァンクションや コマン ドファンクシ ョンにおける情報処理 システムにスケールメ

リットは保証 され ないと考えるこ とができよ う。

受信 の意味作用は,第1図 のよ うに,情 報 の蓄積 ペースがあっては じめて成 り立つ ものである

が,受 信の意 味作用の深さ(情 報 の評価力)は,蓄 積情報量(過 去 の学 識経験)と 何 等かの相関

がある(一 説には積 分関係 で説明可能 ともいわれ ている)と 考えられ,シ ステム としての合 目的

な情報 が選択 され得 る。 しかし,や が て情報 の増加 が,シ ステムの容量に対 して飽和状 態に近 く

な ると,こ のよ うな受信作用には不消化現 象を生ず ることにな り,蓄 積情報 の棄却能力 を働かせ

るこ とを必要 とするこ とにな ってくる。

第1.2図 受 信 作 用 と情 報 蓄 積量 と の 関 係
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(注)情 報 処理機能 の自己発展 には最小必要情報量(OT,MQ)が 不 可欠 である。 そ の上

に受信作用 による消化情報 が蓄積される(QMN)。 しか しT,に な る とシステムと し

て飽和 点Nに 達 し,自 己発展 は とまる。 そ こでT、 か らT、T*S部 分だけの情報 を棄却

してい くと情報 の増加量 曲線は上方に シフ トし,T*で は,飽 和点はQ、 か らQ*に 移

行す る。 もしT1で 不要情報 を棄却 しない と増加量 曲線は不消化現象によりNP方 向 に

漸 滅し,シ ステム としての機能は減衰す る。

飽和点 と,棄 却につ いての一般論に関する研究は,な お続 けられているが,経 験的 には,図2

の よ うな,時 間経過 と,蓄 積情報 の価値 の減衰の相関が確認され ている。(図2は 防衛庁の戦略

情報 の場合で,有 効 蓄積期間は6年 にな っている。)

璃

、

「
」

'

第1.3図 有価 値 情 報 の 残 存 率 の推 移
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このよ うな結果 に,原 子力研究所,通 産省 デ ータセンターで も確認 され てお り,蓄 積,棄 却,

受 信 の意 味作用の関係か ら,シ ステムの発展方向 は,分 化,専 業化の度 合 いを強 める程,高 密度

化 し機能がよ くな るといえよ う。

従 って,オ ール ・オ ーバ ーな領域 を対象に した集中的 な システムは,極 めて非現実的 である と

考え られ る。

(3)ネ ッ ト・ワークの形成 の意義

個有業務毎 のデー タ・ベ ースの成立や,プ ランニングファンクションに連がる高密度 なデータ
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・パンク機能の分化,専 業化へ の展開 が現実 のものとすれば,こ れらの個有 システムのファイル

にアクセス可能 で,自 由にデータを組み合わせて活用出来 るよ うな,高 度の選択機 能を保証 でき

る情報 の流通機能が真のデータ ・バ ンクに外ならな㌦ このよ うな情報 のネ ット・ワークの持つ

意義を整理 してお く必要 があろ う。(純 技術的な問題は,第4章 で述べることにす る。) .

デ ー タ・パ ンクの理想は誰 でもが,何 時でも,ど こか らでも,欲 しい情報 を入手 出来 るとい う

条件を満たす こ とで あって,そ れは システムの内外を とわず誰でもが参加するこ とができ,情 報

の選択 ・流通 に不用の制限 を加え ないとい うこ とである。

情報の価値は,一 般的には,正 確性,速 報性,網 羅性等の条件によって定 まるが,加 工 ・分析

における知的創造力によって附加 される価値 が最 も大 きいことか ら,こ のよ うな知 的創造力を損

なう条件 がないことが望 ま しい。

このよ うな情報の選択 ・流通 の条件を満たすための情報 ファイル間の連接体 系には,ネ ットワ

ー ク体系が適切であろ う
。

現在,わ れわれは,マ ス コミニケーシ ョンのよ うな一方通行 の情報流通の体 系や,組 織機構上

の上 ・下 の関係に重 きをお いたコ ミニ ケー ション体 系に多くなじんでいるが,こ のよ うなツ リー

体系(ピ ラミッド構造 のよ うな)に,情 報 ファイルが入った場合は,限 られた条件(例 えば個有

業務)に 対 しては,能 率がよいが,参 加 ・選択の 自由度 は著 しく制約 されるこ とになり,多 彩な

情報の組み合わせによる知的創造性 の発 揮は難 しくな ってくる。

以上のよ うな意味で,情 報 のネ ットワークの持つ意義は,今 後 も各方面で充 分吟味されること

が望 まし、、

それは,国 全体 の中枢管理 機能に影響するよ うな組織原理につながる問題 であ り,思 想 的は,

合 理主義 より も経験主義を とり,技 術的には,能 率至上よ りも安全を指向 し,経 済的には,競 争

原理を大 巾にとり入 れ,組 織的には,ハ ー ド構造 からソフ ト構造'への転換 を意 味するか らである。
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璽 データめ収集の分析

データバ ンクの現状,将 来 を考え るに当って,デ ータの発生 と需要の高度化の シーソー ・ゲー

ムの支点 となる ものが,技 術の発展 であるとしたポそ の論点 に立脚 しで この節 につづ ぐい くつ

か の節 におい て,デ ータの収集'・分析 ・処理の技術を概観 し,問 題指摘 を行 な う。

データバ ンクの働 きを,コ ミュニケーションの技術 としてみ る と,

「時間的にも空間 的にも,ま たその意図する所 においてもランダムな多量 のデータ発生があ

り,一 方個 々のユーザーの利用 目的や要求 内容の異 なる需要 が時間的に もテンダムに多数存

在 するとき,そ の間を結ぶ コミュニケーション ・チ ャネル 」

と考え るこ とが できる。

この コミュニケ ーシ ョン ・チ ャネ ル の特性は,次 のよ うに把え るこ とができる。

川 従来 のコ ミュニケ 「 ション ・モデルのよ うに発信か ら受信 に一方的 に情報 が流れるのでは

な く,』 噛,

O情 報 とい う工程 を窓 口 として入 って来 る情報 と

○質問受付 とい う工程を窓口 として入って来 る情報 とを

○比較 ・照合 して情報 を選 別 し,質 問情報 の示す仕様 によって処理 して.回 答編集 とい う窓

口を通 して出力 する。.

とい う,2つ の入 口と1つ の出口をもつ。(第1.4図)

A

'c
'

第1.4図 デ ー タ バ ン ク の コ ミ ュ ニケ ー シ ョ ン ・チ ャネ ル と して の特 性
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(2)情 報 の発生時点 と要求 の発生時点に時間差(例 えば特許 資料は,有 効期間 が17年 で ある

が,期 間 をすぎた ものに対 する要求 も相当量 ある。)が あるため,フ ァイルを必要 とする。

この事か ら,こ のコミュニケーシ ョン ・チ ャネル の働 きは,次 のサ ブ ・フ ァンクションを持

つo
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1.フ ァイル構成 と維持

2.質 問 の分析 と構 成

5.質 問 をガイ ドとするファイル探索

4.回 答 の処理 と編集

5.情 報 の交換 と伝送

先ず最 初に,こ の中の収集 と分析の技術から概観を開始 しよ う。 なお,こ の章 を通 して多 くの

技 術用語が用 いられる。そ の用語 の解説 を,現 われる度 に行な うのは,記 述 を繁雑にさせ るので

この章 の終 りに定義を ま とめ てあるので,疑 問 と思 う用語の現われた ときはそ の定義を参照され

た い。

(1)収 集

フ ァイルを構成 する最初の工程は収集 である。 何らかの利用 目的にとって?フ ァイルがデー タ

・ベ ースと して有 用であるか否か の最 も明確 な判定基準は ,必 要 とするデ ータが収集 されている

か否か であ る。.こ の事は言 いかえれば,特 定のデー タを収集す るか否かの判定基準は,利 用目的

の方か ら定め られ るものであり,無 目的に収集 したデ ータ ・ファイルはそのま まではデ ータ ・ベ

ース とは なり得 ない し
,ま た,あ らゆる目的に適合す る1つ のデ ータ ・ベ ース も ・架空のことで

しかない。

収集 とい う工程は,フ ァイル構成側が,デ ータ源に対 して加え るオペレーシ ョンである。 デー

タ源は,能 動的デ ー タ源 とみな し得 る ものと受動的データ源 とみな し得 るもの とに大別できる。

能動的デー タ源:研 究論文や調査報告,定 期的に提出され る報告書,官 公 庁の登録業務を通

して提 出されるデータなど,自 発的 または制度 を背景 としてデ ータを供給す

るデータ観 これ に対 しては,受 動的収集オ〔くレーシ ョンが対応 する。

受動的データ源:ア ンケー ㌧ 面接,調 査員の巡回,調 査活動 など,能 動的収集 オペレ ーシ

ョンを加え ることによ ってデータが供給 されるよ うなデ ータ減 米国の信用

情報 のデータバ ンクでは,数 千人の調査員がデrタ 収集業務 にたずさわ って

いる。

収集工程は一般 に多額 のコス トと人的資源を必要 とする。 特に受動的なデー タ源に対する収集

工程にお いては,フ ァイル構成 コス トと労 力の大半が,収 集工 程に費やされる と考えてよ島

デー タ ・バン クが情報産業 の一分野 として成 立す るためには,収 集 コス『トプ労力の低減が最 も

大 きい課題であ る。 そ して現実 にデ ーータ ・バ ンクとして成立 し得ているものは1

ω 比較的収集 コス ト,労 力が少な くてすむ データの場 合
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(2〕 収集 コス トを越 して大 きい売上げの期待できる性質 のデー タの場合

(3)他 の仕事の副産物 としてデー タが収集 できるため,収 集 コス ト,労 力のすべてがデー タ ・

バンク側の負担 とならない場合

(4)公 共 的な資金によ って収集活動が行 なわれ,豊 富なデータが安価 に供給 され る場合

のどれかに属 している。

この収集 コス トと労力を低減 させ るための技術的 な問題点を列記 する と次 のよ うになる。

(1)フ ァイル構成者において留意 すべき点

1.フ ァイルの利用 目的(現 在ばか りでなく予測 できる将来 の目的を も含め て)を よ く分析

してレコー ドを構成 す るア イテムを選択 し,バ リューの抽 出基準 を立てるこ と。

2.各 デ ータ源について,そ れか ら得た レコー ドの利用頻度,有 用度の統計を とり,デ ータ

源の評価 を行 な うこと。

5.・デ ■タ発生即 デー タ収集(入 力)と なるよ うシステム設計 をす ること。 帳票設計におけ

るワン ・ライテ ィングは普及 しているが,原 始帳票へ の記入即 マシンリーダブルな入力 とい う方

式は まだ普及 していない。 これはMICR,OCRな どの・・一 ドウェアが普及 していないこ とに

も原因があるが,そ れ よりも,

(a)発 生 したデータは,必 ず ファイルを通 してのコミュニケーションに乗せ られ るべ き価

値 を持 っている ことに対す る認識 の不足。

(b)デ ータを発生させ た部局 では必ず しもマ シンリーダブルでなくてもよL場 合 も,必 ず

他の工程 において利用価値 を持 ってお り,そ のためにはマ シン リーダブルに してお くことが必要

'であると
い う認 識の不足。

(c)帳 票 の設計者 に,マ ークセンシングやOCRの 知 識が少な く,転 記(コ ピー パ ンチ

も含む)を 中心 としたコ ミュ三ケ ーシ ョンを前提 として設計するこ と。

などの方が,大 きいボ トル ・ネ ックである。

Oi)デ ー タ源において留意 すぺ き点

1.能 動 的デー タ源においては,デ ータを供給す る際に,そ のデータのより効率よい流通 に

留意すべ きであ る。例えば学 術論文 の著者は,そ の論文内容 をよ く表現 す る標 題 と,著 者抄録 と

検索タグ となるキーワー ドを必ずつける ことを習慣づけることなどは,こ の一例 である。

2.受 動 的 データ源にお いては,情 報社会の一員 として,情 報 が 「財」であることを よく認

識する と共に,そ の財を利用 し得 る権利を持つ と共に,そ れ を供給する社会的義務 をあわせ持 っ

てい ることを自覚すべ きであ る。
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⑩ 公共機関の責任

1.官 公 庁および公共 的性格を もつ機関は,そ の業務 を通 して,老 大なデ ータ発生源であ る。

しか し,わ が国においてはそのデータを,行 政等そ の直接業務 の目的にのみ使用 し,公 共的な

「財」 であるこ とを殆 ど意識 していないこ とは,極 め て残念 である。情報社会 における公共機関

として,そ の中 で発生す るデータを社会に供給 する責任を 自覚すべ きである。

2.官 公 庁は,民 間の情報産業 の育成 のためには,イ ニ シアル ・コス トや ランニング ・コス

トの負担,金 融措置ばか りでなく,そ れ よりも,民 間機関 ではコス トにおいても労力においても

負担す ることが困難 なデータ収集活動お よび公共財 としてのデータの永久保存を行 な うべ きであ

る。 必要 とあれば,デ ータ収集 ・供給 ・保管 のため の公共企業体 を設立すべ きである。

5.公 共 機関が,そ の持つデー タ源をもって,み ずからデータ'・パ ンク機能 を果 す ことは,

民間の情報産業を圧迫する危険 がある。 む しろ,各 省 庁や地方 自治体 で発生するデータに対 し,

ω 機密やプ ライバ シーに属 する ものは除 き,す べて国民の利用 し得 る財 として,印 刷物

および マ シン リーダブル形式で供給す るこ とを義務 づけ ること。

6)マ シン リーダブル形式で供給 する ときの,標 準フ ォーマ ットを設定すること。 現在,

米 国化学会 の下部機関であるChemiculAbstractsServiceで は,化 学関係の全世

界で発表され る論文 を紹介 する活動 を行 なってお り,そ の一部 をマ シンリーダブル形式で供給 し

ているが,そ れをすべてASCHコ ー ド(ISOの 勧 告 をベース とした,8ビ ッ ト構成 の,.米

国標準文字 セ ット)を 用 いたStandardDistributi・nF・rmatに よ って供給 する

ことに している。 そ してISOに 対 し,学 術文献のフ ァイルに対する国際的標準 フ ォーマ ッ トに

するよ う提案 している。JISに お い ても,文 字 セ ットばか りでなく,諸 種 のデ ータに対 して情

報交換 用の標準 フォーマ ットを設定すべ きである。

4.公 共 機関はデ ータ供給に当って,機 密や プライバ シーを損な う場合 を除いて,加 工や変

形を してはならな 罵 その理由は,

(a)公 共 機関で発生 したり収集 したデ ータは利用範囲が広 いため,特 定 目的 のために加工

するとそれ以外の目的 のための利 用者 にとって価値が減少す る。 できる限 り生 データである方が

望 ま しいb

(b)下 手 な変形 を行 な うと,デ ータに歪みが起 り,誤 まった判断を起 す危険 がある。

5.公 共 機関は,ど のデ ータに対 し,少 なくとも国内 のどこにそのデータ源があるかを調査

し,

ωWh・,where,What情 報 を供給す るこ と。 す なわち,ど この誰が,如 何 なる

データを発生 させ ているか を教え る機能を もつべ きである。
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(b)デ ー タ ・ファイルの所在情報 を供 給する こと。 す なわち,ど こにそ のデータの フ ァイ

ルがあるかを教 える機能 を持つべ きである。

(c)ス ウ ィッチ ング機能を持つべ きこ と。 デ ータを必要 とした とき,公 共窓 口に問合 わせ

ると,そ のデー タを供給す るバンクにスウ ィッチ し,そ のバ ンクか らデ ータが供給 され る仕組 み

を構成すべ きである。

ω 分 析
'、

データの分析は,収 集 についで,各 データをファイルに収納 するに当 りファイルに ア イテム

の値 を決定す る過程 である。 その各アイテム ・ヴ ァリ一一が後 の利用の対象 となるのであ るか ら

ファイルの品質 を決定す る大 きな要因である。

この分 析法は,多 くのデータにつ いて,技 術的 に確立 されている段階ではなく・各種データにつ

いて,伝 統 と経験 の中芯処理 されている。 学術的数値データについては,そ れぞれの学術分野 の

理論的背景に ょって分析法は一応確立されている とみられるが,'そ れ 以外につ いては,標 準 化さ

れたパターンはな、bこ のため,分 析過 程は人間によらざるを得ず,個 人差,人 為的な操作,錯

誤が起 り,品 質管理 が困難 となる。 これは センチ ソシアル ・デー タにおいて別特 に顕著である。

この現状 において考慮すべき点は次のよ うであ る。

1.分 析 にあた って,オ リジナル ・データに対 して忠実であ るこ と。

2.ユ ーザ側 の要請 ・フィードバックによって,分 析基 準が定 め られるべ きであって,フ ァイル

作成者側の主観 ・独断は 避け るべ きである。

5.各 種 データの分析能力を持つ人材を,社 会 の責任 におい て養成すべ きである。

4.各 種 デー タについ て,フ ァイル構成 のアイテム,お よびヴァリューの表記法 について,そ

のデータの発生 ・利用を含めた関係者 の間で標準 化を進め るべ きである。

5.情 報 関係者 の間で分析基準設定について の積極的協議 が起 るぺ きである。

6.各 種 デ ータの分析法,そ の自動化につ いて,基 礎 ・応用 の研究開発を,官 民の協 力によ っ

て公美的に促進すべ きである。

ス 実 際の分析 において,レ コードの有効利用をはか るため(分 析 コス トのパ ーフ ォーマンス

を高めるため),多 くの利用目的に向けて,分 析基準 を立 てる必要が ぎる。(Single-ana-

1'ysism・1tipl・-u・e)

この1お よび2に っ いては,次 の問題を併わせ て考 慮する必要があ る。それは

「デ ータの利用者 は,必 ず しも,そ の データの 作成者の作成意図,そ のデ ータがそれ 自身

で もっセい る意 味の通 りには利用 しない。 その利用の方法,.利 用 の内容は,利 用者によ っ

一22一

.レ
'

止

、

㎡



▲
t

・鳥

ム

、

・

て千差万別であり,そ れを供 給す る側では予測で きない」

とい うこ とで ある。 すなわち,デ ータ作成者 の意図は 「エンコ ーデ ィングにおけ る歪み」によっ

て,そ のデータ自身が持つ意 味(固 有の意 味)と は異な って来 る。

ア
ー

タ

の

固
有

の

意
味

の
部

分

的

抽

出

デ

ー

タ
内

レ
コ
ー

ド

連

デ

ー

タ

の

抽

出

記
憶

の
中

か

ら

関

また,そ れ を利用 する側にお いて

1.デ コーデ ィングの歪み

2.デ ー タ内容の1部 分のみを利用す る場 合のあること

5.そ のデ ータ と関連する既知 のデータ と組み合わせ,推 論すること

4.そ の得 られた結論 の中か ら,適 した ものを選択す ること

とい う過 程を経 て,そ のデ ータの受信者 に与 える意味(意 味作用)が 得られ る。 これは この1～

4の 過程 の差異 によ って,多 くの バライエティ ーがあり,予 測することはできな㌦ このため に,

分 析は,オ リジナル ・データに忠実 であり,余 分 な操作を加える ことは利 用者にとってノイズの

原因を造 るこ とに なるからである。

次に,フ ァイルの網ら性 メリットと,ス ケール ・デ メリットの問題がある。 利用者 にどって,

頻繁 に用 いるデータ ・ソース(こ れは ファイル内 レコー ドと言いかえてもよい)と あ まり用 いな

いもの とがある。 これを,利 用す る頻度 の多い ものか らつけた順位 と,頻 度の相関 をとる と,次

のグラフのよ うに なる。

これは,順 位が下がるにつれ,最 初 激しく減退 し,そ の後同程度の頻度の ものが数 多く続 く形

をとる。(大 体50g-10gで 直 線的)そ して,利 用者によって,デ ータ ・ソースの利用頻度 ・

-25一



第1.5図 データ ・ソースの利用頻度 とその順位 の相関 グラフ

↑

利

用

頻

度

順 位 →

順位は異 なる。 例えば化学関係の研究者 と電子工業者 では,ソ ースの利用が全 く異なる。 そ して

利用頻度 の高 いそ の専 門 分野 自身 のソース(例 えば学術雑誌)励10倍 以上 の他の分野 のソ

ースが,個 々の ソース当 りの利用頻度は少ないけれ ども,デ ー タを供給 している。 その傾 向は,

今 後増大するであろ う。

この とき,次 の2つ の問題が起 る。

1.サ ー ビス 対 象 を特 定 ユ ーザ ・グル ープに限定 す ると,そ れにデ ータを,利 用頻度は少 な

くと も供 給す る ソースを収集 し,分 析す る必要がある。 デー タ量 を拡大 する とき,利 用頻度 の

高 いものから(こ れは経験的 にわか るため)収 集 ・分析す る。 そ して漸 次 マ ージナ ルな効用の

もの に拡大 するため,収 集 ・分析 コス トが,利 用当 りで上昇す る。 このため,パ ーフォーマ ンス

当 りの コス トは,ス ケ ールを増 すにつれて上昇す るこ とになる。 これ を 「スケ ール ・デ メリット」

と表現 した。

2.し か し,サ ービス対象を拡大す ると,特 定のユーザ ・グループにおいてマージナルである

デー タ ・ソースが,他 のグル ープにお いて利 用頻度 が高 くなるこ とがあ る。 このことを 「網 ら性

メリット」 と表現 したo

これは,デ ータ量を増す ときに,マ ス ト・パ ーフ ォーマンスを落 さないため には,サ ービス対

象をも拡大する必要 のあ ることを示 してお り・運営政策 ・コス ト分析におい て重要 であり・ ファ

イル ・シェアを論ず る上 でもよ く議論す る必要 がある。
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Nフ ァイ ル の構成 と探 索

ファイルが情報の流通過程 の中で,デ ータ ・ペースとして活動的 に機能す るためには,次 のよ

うな性質を持たねばならな%

].そ の ファイルが対 象 とする個体 に関 し,新 しいデータが間断 な く発生す る とき,そ の属性

が時間 と共に変化して も,そ の値 をアイテム ・ヴァリューとしてファイル内に表現 できる構造を

もっているこ と0

2.質 問 に対 して ファイルが答え るためには,ザ ーチ ァブル ・デLタ とクェリー ・データとが

照合 できなければならない。 その照合を容易にするタグ記号の管理 システムをもつこ と。

3.新 しい1次 デ ータの入力 によって,フ ァイルが容易に更新 できること。

4.フ ァイルを管理す る責任 と権利が明 らかになってお り,そ の権利 または責任 を痔つ者以外

は ファイル更新 ができない管理 システムを もつ こも

(注2)
5.他 のフ ァイル とのデ ータ交換 が可能であるこ と。 このためには,レ コードのアイテム構成

と,各 アイテムにアイテム ・ヴァリューを与え る基準 についセの標準 化が必要である。 また,活

動中のファイルの間 でデー タ交換 を行な う場合の インターフ ェースにおいて,標 準的文字 セッ ト

と記録 コード,標 準的 ファイル ・フ ォーマッ トが設定されていれ ば多 くの,こ れ から起 るであろ

うファイル間データ交換 のインターフ エース設計,更 にそのネ ットワーク設計にお ひて,技 術的

問題 の大 きい部分が解決 で きる。

(注2)こ れ は,単 一の ジ ョブに 対 『U.て.のみ機能する孤立 した シングル ・デー タ ・ペ ース

の場合は必要 ではな已 しかし,情 報 の流通過程におい て活動的 に機能するためには

多 くのジ ョブに対 し,多 くのファイルがデ ータ ・ペ ース として働 くことが必要 である。

或 る時点 において,単 一 の ジョブにのみ働 くファイルであ っても,マ ルチ ・デ ータ ・

ペースの中 で機能する可能性 を秘 めている もの と考え ることが,常 に必要 である。

6.デ ータ管理 のシステムを考 える とき,デ ータ利用 の仕組み の変化(要 求そのものの変化,

回答の編集や演算 の仕組み の成長など)が 流動的であることを考え,現 在必要 な機能のみに対 し

て微視的効率を高め ることよりも,シ ステム全体 の生 長を も考慮 した巨視的な効率 を軸 として考

える必要 がある。特 に,シ ングル ・データ ・ペースからマルチ ・データ ・ペースへ,ま た 出力結

果 に更により複雑 な加工 ソフ トウェアが附加 され る可能性 などは,常 に起 って来る問題 であるか

らである。

一25一



Cl)フ ァ イ ル 構 成 の技 術

単一のフ ァイルを構成す る技術は,ア ル ファニ ューメリ』ック ・データに関す るか ぎりは,現 在

のバー ドウェア(す なわち第5世 代 といわれ る もの)に 関 しては,大 体整理が終 っている と考え

て よい。 センテ ンレアル ・デ ータは,そ のデータその もの の研究が まだ未熟 であ り,ア ナ ログ ・

データに関 してもその取扱 いにつ いての研究が進行中 であるため,本 質的 には多 くの問題がある

が,そ れを アルファニ ュー メリック化 した ものにつ いては,同 様 である。

(Dデ ー タ交換用 プアイル

先ず,.1つ の活動中の ファイルか ら他 のファイルヘデータを移動 するための,中 間媒体 となる

磁気テ ープ ・ファイル のフ ォーマ ットは,大 体 の所,ダ イレクトリー方式の可変長形式をもつ シ

リアル ・ファイルで,記 録 コードはISO勧 告 をベ ース とした標 準 コー ドによるものに向 う傾向

が強し、 これは,MTに よ る情報 の交換.販 売 の問題 であ り,従 来の出版形式に加 わる,強 力な

コミュニケーシ ョン手段 として,重 要 な問題 である。 最近の顕著な例 としては,学 術的2次 情報

サ ービスにおいて,印 刷物 と併行 した り,印 届1物に代わ ってMTに よ る供給(リ ース形式 が多い)

されるケ ースが多boこ の中には,デ ータの供給 のみ もあるが,ソ フ トウェア ・パ ッケ ージも併

わせ て供給 する所 も多、b

この分野 でも米国の主導性は歴然 としており,米 国内のデー タ交換 のた めの標 準化が進行 中で ・

ある。例えば コンピュータの利用者 の中 での標準化運動 が ある。ま た 米 国 の 発 言 に よ り国

際的標 準化への働さかけも活溌 であ る。 これ に対 し,わ が国では,記 録 コー ドに対するJISが

が あるのみで,標 準化の動 きが弱い ことは,デ ータ交換に対す るインパ クトが弱い ことを示 して

いるが,こ れは需要が弱い ことを意味 しては いない。潜在的需要が顕在的 なものになるための前

提条件 として,チ ャネルが設定され ていない ことによ るものであ り,情 報現象に直接関係 してい

る人達の間 での,デ ータ交換 問題に対す る態度が消極的 であることに大 きい原因 がある とみ るべ

きであろ う。

① 探索用フ ァイル

次 に探 索用フ ァイルにつ いては,L・ わゆ るIR(Inf・rmati・nRetrieval)の 初 期

において用いられた シーケ ンシャル ・メモリーに よるシ リアル ・ファイル時期 を脱 し,ラ ンダム

・メモ リーの実用期 となった
。 探索用ーファイルに要求され るフ ァクターは,

Oフ ァイル ・サイズの コンパ クさ'・ ・

O更 新に要す る時間の短縮

○質問 当りの応答時間の短縮

○ファイル構造 の改善,拡 張に対す る柔軟性
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○プログラミングの容易 さ

O質 問 頻度(特 に・ピーク時)に 対す る措置(プ ライオ リテ ィ,待 ち等)

Oハ ー ドウ ェア構成の コンパク トさ

などである。 これ らを充 たすために,フ ァイル技術 として,い くつかの工夫がなされている。

1.ダ イ レクト ・'ファイル構造のレ コー ドを シーケ ンシャルに配置 した もの。

これは最 も単純であ り,更 新,プ ログ ラミング,バ ー・ドウ ェア構 成におい ては有利 であるが,

応 答時間は長 く,小 規模の フ ァイル以外の実 用的 でない。

2.フ ァイルをインデ ックス部分とデータ部分に分け,デ ータ部分をダイレ クト・フ ァイル

構造 とし,イ ンデ ックス部分をタグ とデー タ部分のア ドレス から成 るインバーデ ッ ド・ファイル

で構成す るもの。

これは応 答時間 を可成 り短縮で きる。 しか し,更 新において インデ ックス部分の内容を全面的

に造 り変え る必 要がある。

5.イ ン デ ックス部分を リス ト構造 とす るもの。

タグ記号が櫛型表現で きる場 合には有効 である。 更新 も,ポ インターのお き方の工夫によ って

は容易にできる。

4.相 関 係数によるファイル分割法。

デ`タ 集合の中か ら,あ らゆ るデー一夕の対(pair)を とって相関係数 を求 め,相 関の高 いも

の同志を1つ の グループにまとめ る。 この とき,こ れによ って得 られ る各部分集合 の ものデータ

の数を大体等 しくな るよ うに分割 する。 各部分集合の図心値 を求め,そ れをその部分集合の呼び

出 しコー ドとする。 探索の ときは クエ リー ・データの値 と最 も近い図心値を持つ部分集合 を呼び

出し,そ の部分集合 内のみ をサ ーチする。 これは,フ ァイルが相当大きくても,サ ーチ対象を小

..さ くできる利 点があるが,デ ータの追加,削 除の激 しいときは,部 分集合(特 にこの図心値)が

安定 しないため,更 新がむつか し、も

これらの種々の ファイル技術についての説 明や効率比較にコ(てはこの章末の文献を参照されたレ㌔

ファイルの中 でこれ らの各レコー ドを メモ リーの中に位置づけ る方法 としては,

1.ア イ テム ・キーの配列規則(番 号順,ア ルフ ァベ ット順,ま たはマニュアルによって指

定 された順など)を 設定 してお き,そ の順に シーケン シャルに配置す る。

2.前 述 と同 じよ うに配列規 則に よって配列されたアイテム ・キーに対 しstレ コ ードの格納

番地(お よび レコード長,文 字 セットなど)を 示すダイレ クトリーによって配列位置 を明らか に

する。

5,ア イ テム ・キーを変換公式(中 央二乗法,折 りたたみ法,除 算法 など)に よって格納番

一27一



地 に変換 する。 このとき,す べ てのアイテム ・キーに異 なる番地が与 えられ るよ うに する。

4.ア イテム ・キーに対 して同様 に変換公式によって格納番地 を一与え るが,こ の とき,い く

つかのアイテム ・キーに対 して同 じ番地を与 えることを許九 この ときは,同 じ番地 を持つアイ

テ ム ・キー(こ れをシノニムとい う)の 中の1つ を正規 の番地に格納 し,他 は別の番地 に格納す

るが,そ の処理 には,

a各 ア イテムにチ ェイン ・フィール ドをとり,次 のシノニムの番地をチ ェインす る。

bシ ノニムを続 く番地 に格納 する。

cシ ノニムをすべ て1つ の バケ ットの中に格納 し,全 部を主 メモ リーに読 み込ん でサー

チする。

などの方法 がある。

(2}探 索

フ ァイルに対 して質問 を与え,求 め る回答を得 るには,次 の プロセスが必要であ る。

▲

ー
♪

質問入力 質問編集 プ アイル探索 回答編集 回答 出力

'

この中で,中 心的 な位置 にあ るファイル探索から現状 を概観 してみ よ う。

(1)フ ァイル探索の技 術

ファイル探 索には,5つ の部分があ る。

1.サ ー チ

後述 する質問編集 プ ロセスで作成 され た クエ リーー一・データに対 し,求 め るレコー ドが,U)あ る

か否か,(2}あ れば どこにあるかを知 るステ ップ

2.照 合

クエ リー ・データの ヴァ リュー と,タ グのバ リューとを比較 し参照 して一致を求 めるステッフ'

5.ク エ リー ・データの指定す る構造を求め るデータが充分か否かの判定

Aサ ー チ

サ ーチ には次の方法がある。

1.シ ーケ ンシャル ・サ ーチ

シーケ ンシ ャルに配置された レコー ドを,1つ1つ サーチする。 最も単 純 であるが,サ ーチ時

間 も最 も長V㌔
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2.2分 探 索法

アイテ ム ・キーの配 列順 序が定 まっている場合,全 アイテム ・キーの中央位置 を求め,ク エ リ

ー ・データのヴァ リューが中央位置 よ り大きい半分に属す るか小 さい半分に属するかを判定 し,

更 に該 当す る部分の中央位置 との比較 を繰返 して求 め るアイテム に到達 する。 シーチンシャル ・

サーチに比 して著 しくサーチ時間を短縮 できる。

,4

・4

シ ー チ ン シ ァル ・サ ー チ 2分 探 索 法
レ コ ー ド数

最 高 回数 平 均回数 最 高 回 数 平 均 回数

10 10 5 4 5

100 100 50 7 6

1,000 1,000 500 10 9

10,000 10,000 5,000 14 13

一
100,000 100,000 50,000 17 16

1,000,000 toOO刀00 500,000 20 19

亀

・

鯵、

5.ダ イ レク ト ・サ ーチ

クエ リー ・デー タの値 をその まま求め るレ・コードの格 納番地 としてサーチす る。 これは ファイ

ルの構造 または質問編集においてそれが可能 なよ うに準備 してお く必要がある。

4.イ ン ダイレクト ・サ ーチ

クエ リー ・デ ータの値を変換公式(フ ァイル構成時に用 いた ものと同 じ公式)に よって求 める

番地に変換 してサ ーチする。 この ときシノニムがあ るときは,そ の シノニム処理 に合わせたサー

チ手順を工夫する必要 がある。

B照 合

ヴァ リューとヴァ リューの一致を見 るのに次の2つ の方法がある。

1.完 全 一致法 ニ グァリュ;を 構成す る文字,数 値,ビ ットが,す べて完全 に対応 した

とき一致 と判 定する。

2.部 分 一致法:ク エ リー ・デ ータの ヴァ リューが,フ ァイルの中のデータのヴァリュ

ーの一部分 と対応 がつ いた とき,一 致 と判定す る。

完全一致法 のみ で判定す る場 合は,プ ログラム的には簡単 である。 しか し,数 値の場合 「頭句

桁 まで一致 すれば よい」 とか,文 字の場 合 「語幹のみ →致すれば よい」 とか,セ ンチ レスをその

ままファイルに収めた とき,「 特定の地名,ま たは人名,物 理名等が含まれていればよい」とい

う判定 を したい場合 には,部 分一致法 を必要 とする。 この場合,次 の5種 がある。
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t前 方 一致:「 頭何桁の文字b:一一致 すれ ばよ已 」 とい う場 合

2.後 方一致:「 デ ータの後何桁の文字 が一致すれば よ㌧b」 とい う場合

5.中 間 一致:「 データの最初 でも最後 でも,中 間 でも,指 定 す る文字 列があれば よい。」

とい う場合。 この場合,あ まり単純 で短かい文字 を指定す るとノイズが起 る。 例えば,集 積回路

に関 するデータを求め るため にUIC",同 位 元素に関するデータを求 めるため にttION"な

どを中間一致 で照合すると,romanticやc・mmunicatj・nな ど まで回答 され ることとな

るo

この部分一致において,一 致 の始 まるべ き桁数 を指定 することも可能 である。

C構 造適 合性の判断

今 質問 が,

日本 と米国 と西独の綿製品 と化繊製品につ いて1950年 か ら60年 ま での製法高 と輸

出高を統計資料別 に,資 料名 と数値 とを リス ト ・ア ップしてほ し、㌔ ただし,1955

年 のみは不要 である。

とい うもの であった とす る。 そ して ファイルの中には,収 録項 目のそれぞれ異 なる統計資料 が入

ってお り,中 には 日本だけのもの もあ り,米 国 と西独の ものもあ り,綿 製品だけの統計 もあ り,

綿 化繊の統計 もあるとしよ う。 このフ ァイルに対 して,こ の質問は,入 力前に次 のよ うに表現さ

れ るo

「tt対象国アイテム))の ヴ ァ リューは 巳米国"ま たはtt西 独"ま たはtt日 本"で あ り,

かつ,u製 品各 アイテム"の ヴ ァリューは 。綿製品'"ま たはq化 繊 製品s)で あ り,か つ

q年 次 アイテ
ム"の ヴァ リューは,1950よ り大 きく,か つ,1960よ り小さ く,

か つ,4955で は ない」 とい う条件 をみたす レコー ドのヴ ァリューがu綿 製品"で あ

る 。製品アイテム"に 続 くu生 産高 アイテム"の ヴァ リューとzath出 高 アイテム"の ヴ 』

アリュー,お よび,そ のヴ ァリューが 。化繊製品"で あるよ うなza製 品 名ア イテム"に

続 く 。生産高 アイテム"とu輸 出高 アイテム"の ヴ ァリューおよび資料 名アイテム"の

グ ァリューを帆資料名アイテム"の ヴ ァリューで ソー トして 出力せよ

この 「条件」に合 うか否 かが 「構造適合性」 であ る。 この判定には,次 のよ うな方法 がある。

1.論 理 検索(ブ ーレアン ・ロジ ックによ る集合算)

上 の質問の場合を単純に次のよ うに表現 しよ う。

(Aま た はBま たはc)主2(Dま た はE)」 ±≦2(F.11-12-2k21.S,」 ≡Gよ 一)

か つ(Hで は ない)

このアンダ ーラインの部分 を次の よ うに記号で表現 する。
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』

または:

かつ:

では ない:

よ り大 きい:

よ り小さい:

十(・r)

・(and)

～(n・t)

〉

<

これによ り,質 問 の構造判定条件 は

u(
A十B十C)・(D十E)・ 〉/F・ ≦≡G● ～HSJ

とい う論理式の形 を とる。 これは連言標準形 であるか ら,選 言標準形になおす と,

(A,D'/>F・x〈G・r'vH)十(A・E・ 〉1F・ ×〈G・ ～H)十(B・D・1>F・ ≦ミG

・～H)十(B・E・
一>F・ 〈xG・ ～H)十(C・D・/>F・ ≦三G・ ～H)十CC・E

・
/>F・ ≦(sG・～H)

となる。

判定は各デ三夕のレコー ド内容が,こ の構造 と一致 した ときu1"と し一致 しなか った とき

ttO"と い う2つ の値 をとると考え
,こ の値に対 してブーレアン代数を適用する。

1十1=1:1・1=1

1十 〇=L1:1・0=エ0

0十1-1:0・1=0

0十 〇=0:0・0=0

この結 果がu1"と なた とき,そ の レコー ドを回答編集へ転送す る。

これはL(A,B)をza1"とuOs'の 値 をもつ論理函数 とする とき結果 において,

L(A・B)=1:フ ァイルの中のAで 表わされる属性の値 を もつ個体の集合 とBで

表わされる属 性の値 を もつ個体 の集合 の共通部分集合 を とり出す

ことを示 している。

L(A+B)==1:同 じ くそれぞれAとBと で表わされ る属性の値 をもつ個体 の集合

同志の和集合を とり出すことを示 している。

L(～A)-1:Aで 表 わされる属性の値 をもつ個体の集合 の補集合 を とり出す こ

とを示 している。

。(〈〉 。)司:Aで 劾 され る属性の値 よりも大きい(小 さい)値 を もつ個体 の

集合 をとり出す ことを示 している。

2.重 みづ け検索

コン ピュータ処理 にお いて論理値計算 よ りも,加 減算の方が容易であるため,論 理検索 を代用
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す る目的 で用いられた り,単 なるブーレアン代数 でな く,質 問項 目に重みをつけて回答を制限 し

た り,重 みの高い順 に回答 を配列 して利用を便利 にする目的 で用 いられ る。

原理的 には,質 問式 の各アイテムに適当な数値 を重み として与えておき,フ ァイル内レコー ド

が一致 した項 目に対 し,and,・r.n・t,〉,<の いつれてあってもすでに重み を加算す る。

そ して,不 必要 なものを除外するために,加 算 した結果 に対 し,あ らか じめ下限値を設定 してお

き,そ れ以上 の値 を1つ レ コー ドのみを回答 と編収 に送 る。 回答 編集 では,重 みの高 い ものから

順 に回答 フ㍉ ン トする。 下限を設定 しなければ,重 み順 に出力されたものを利用者が,こ の利用

時 に重 みを参考 としながら用い る。

5.相 関係数 とす る親近率判定

原理的には,ク エ リー ・データとフ ァイル内データの相関係数 を計算 し,そ の値が しまい値以

上 ある ものを回答 として とり出す方法で ある。 まだ実験的段階を出ないが,SaltonのSMA

RTと い う完全 自動化を意図 した検索 システ ムの中で実用可能な手法 にま とめ られ てい る。

(D質 問 編 集

質問が.与え られた とき,そ の質問を入力 した あと,フ ァイル探 索に適 した形 に まとめ る過程 が

必要 である。 それは次のプロセスを含ん でい る。

1・ 入力 した質問のエ ラー ・チェ ックとプルーフ ・リス ト作成

2.質 問式の構成

3.質 問式の拡張 ・制限

4.出 力条件の指定

uは 一応常 識的 な ことであるか ら省略 する。

{2〕の質問式の構成は,次 の よ うな要素プ ロセスの組み合わせであ る。

↑ 質問 の中の タグ ・コー ドの桁数を数え て,レ ジス タに入れ る。

これは照合過程 で必要 である。

2.入 力 質問の論理式 を変形す る。

フ ァイル探索において標準形 に直 した り,～(A+B)を ド ・モルガンの定理 を用い

て～A・ ～Bに 変形 した方が都合のよい とき必要である。

3.タ グ ・コードを,フ ァイル内 レコー ドの配列規則に合わせ てソー トする。

サ ーチ手順を単純化 してサ ーチ時間を短縮 す るために必要

4.タ グ ・コー ドを,フ ァイル内に出現す る頻度(こ れはフ ァイル構成 時に,タ リー ・リ

ス トと して常 に統計を とっておく)順 に ソー トする。

質問式が連言標準形の ときは,頻 度の最 も小 さい ものか ら探 索を開始す るのが よ く,
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,4

心

選言標準形 の ときは,頻 度 の大 きい ものか ら探策を開始 するのがよい0

5.予 備 探索用質問式 を作成す る。

探索速度 を短か くするため,予 備探策 によ って該当レ コー ドの範囲を狭 めてか ら本探

索を行な う方法を とる場合,前 述 のタグ ・コードのファイル内使用頻度 によ り,予 備探

索用質問式を作成す る。例えば

o質 問式

(A・B)十(C・D)

O各 タグ ・コー ドのフ ァイル内使 用頻度

A:100

B:20,000

C:5,000

D .:500

とす ると

予備探策用賀開式

A十D

6.質 問式 の リス ト表現

探策時間を短縮す るため,質 問式 を リス ト構造 に表現す る。例えば

o質 問式:

A・(B十G十D)・(E十F)

o各 ア イテムの格納番地:

A:100

B:200

C:500

D:400

E:500

F:600

0リ ス ト構造 －

Aか ら順番にファイル内 レコー ドをサーチし,照 合 するに当って,一 致 をみた と

きと不一致 の ときの両方について,'次 にサーチすべき番地 を リス トで表現 する。
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サ ー チ す る コ ー ド 一 致 した と き 不 一 致 の と き

『A

'

100 200 Reject

B 200 500 300

C 500 500 400

D 400 500 Reject

E 500 Hit 600

F 600 Hit Reject

Hitは そ の レコー ドと回答編集に移す こ とを意 味 し,Rejとctぽ そ の レコー

ドが回答編集 に移され ない ことを示 すc

質 問式 の拡張 ・佑1限は,シ ソーラスや用語管理 システ ムなどの援助によ って,よ り広い意 味を

もつ タグ ・コー ドや,関 係 の深 いタグ ・コー ド,要 求す る数値 に許容範囲が ある場 合にその範囲

に質問を拡張 した り制限 した りす る必要 があるときの手続 きであ る。

U}代 入A・B→A'・B

② 追加A・B→(A+C+D)・B

(3)拡 張A→>B'<C

な どの組み合わせなる。 この とき,シ ソーラスや用語管理のシステム との,デ ータの受け渡 しや

データ処理 のインター ・フェースの充実が必要 であ る。

出力条件 の指定は,回 答編集の方法 がい くつかサブ ・システムとして組み込 まれ てい る とき,

そ のサブ ・システムを指定 するものである。

⑩ 回 答 編 集

同時に何 人かの利用者 から,そ れぞれい くつかの質問 を受けつける場合,フ ァイル探 索におい

てはサ ーチ照合 の時間を短縮す るため,同 じよ うな質問 はまとめて行 な うし,そ の順番 も必要 に

応 じて組 み変えて しま う。その ときは回答 のため に探 索出力を,利 用者毎 にソー トし,質 問番号

順 にソートす る必要 がある。 また重み順 に回答結果 を ソー トする必要 もある。 回答書のフ ォーマ

ットが幾 種類かあ るときは,指 定 されたフ ォーマ ットに合わせた 出力編集を行 な うことも必要 で

あ る。 更 に探 索によ って得 られた結果 に対 し,指 定された演算(合 計,平 均値のよ うに単純な も

のか ら,組 み込 まれた複雑な計算のサ ブ ・プ ログラムを呼び出 して結果を求め るよ うな場 合 もあ

る。)を 行ない,そ の結 果を編集 することも含まれ る。 その出力がLPの み でな く,漢 字 プ リン

ターとか,マ イクロ ・フ ィルム出力(COM)の よ うな場合 には,そ れぞれ の管理 システ ムヘデ

一夕を受け渡すための編集 であることもある
。
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データの出力におい て加工度が高 まるにつれて,回 答編集の システムは多 くのサ ブ ・システム

の複合 とな り,探 索 システム全体の管理 ソフ トウェア.を必要 とするよ うになる。

ρ、

・A

このデ ータ加工 において,フ ァイル側が守らねば ならぬ原則があ る。 それは

加工はユーザの要求 によ って行 な う『もので,ユ ーザの選択を保証 しなければならない。

ことである。 ファイル管理者がユーザの要求 によらず その意志によ って加工を石 な うことは,情

報管制につ なが るものであ り,情 報全体主義 による社 会のコントロールを生む危険があるか らで

あ る。

4

C3)プ ロ グ ラ ム 言 語

フ ァイルの構成や探索の アルゴ リズムはアルファ ・ニ ューメリ ック ・データに関 して♪現状 で

は概略 を述べて来た考 え方の組み合 わせ で表現 できる。 そのプログラ ミングに当って}よバ各機種.

毎 のアセンブラによ るもの と,COBOL,PL/1,FSRTRAN,な どが用いられ る。 ア

センブラによる ものは,微 視的効率はた しかに良いが,シ ステム全体が発展期にある場合 は,巨

視的に見て コンパイラによる方 が有利 である。 また,デ ータをプログラム.・パッケージをつけて

供給する場合,コ ンパイラの必要 がある。

しかし,現 実的問題 として,ア ルゴ リズム自身は あまり変らないのに,ハ ー ドウェアの発展や

データ量の増加 と共に機種 のスケール ・ア ップを必要 とした とき,ソ フ ドウェアの全面的書 き直

しを必要 とする場合があ る。 また,汎 用言語 で書かれてい ても,例 えば供給 を うけたものが

COBOL/65で,自 社 で用い るのがCOBOL/61で あ った りする こともあ る。..

このよ うな問題か ら

1、 基 本的 なアルゴ リズ ムは大体設定 されてい るのであ るから,そ れを最 も扱いやすい ファ

イル処理用の コンパイ ラの開発

2.基 本 アルゴ リズムから求め るプ ログ ラムを造 り出すゼネtZ-一夕の開発

が実際問題 と して要求され る。COBOLは,デ ータ ・デ ィビジ ョンの繁雑さ,文 字ス トリング

の処理や リス ト構造 の処理 などに難点があ り,SNOBOL,COMITは 文 字ス トリングの処

』
理はよいが他の機能が弱 く,LISPは リス ト構造には よいが他の機能が ない。 など,現 在の コ

ンパイラはフ ァイル処理 に難点 があ る。公共的 な技 術開発のテーマ としてと り上げ るべ きものの

1つ である。
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(4)オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム お よ び マ ル チ ・ベ ー ス の 管 理 問 題

日本では,バ ッチ処理 の探 索プログラムは実用段階に入 り,コ ンピュー タ ・メーカーも大体,

そ の機 種に合 った プログラム ・パ ッケージを持 っている。 しかし,オ ン ラインの探索 プログラム

は まだ開発段階 とみるこ とが できる。 この点,米 国では実用段 階に入 ってい るこ とからみて,数

年 の遅れがあるとみられ る。

ファイルの探 索をバ ッチ処理 で,し か も1回 の処理 で充分 な回答を得 ることは,フ ァイルの構

造や,質 問の内容が複雑 に なる と,実 際問題 としてむつか しい。 質問を分析 し,探 索式にす る過

程 で,よ ほ ど熟達 した人間 を必要 とする。 しか し,こ の人材の養成は,一 般情 報処理技 術者 訓練

の中で も,む つか しい部分 である。

このた めに,あ る程度 の基礎訓練 を うけれ ば,シ ステムの支持 を うけ て,試 行錯誤的に正 しい

回答が得 られるよ うに,フ ァイル処理の システムを造 ることが望 ましく,究 極的 には,フ ァイル

の利用者が,自 分でフ ァイルに直接 アクセス できるこ とが望 ましい。 しか し,

1.ハ ー ド的制約(探 索時間,フ ァイル ・サイズ)

2.通 信回線の制約(容 量,速 度,使 用料)

か らみて,す べ てバ ッチ探 索に代わる ものではなく,実 用可能性 には限界 があるとみるべ きであ

る。 そ の条件は,

1.フ ァイル ・サ イズが比較的 小さい こと。

2.レ スポンス時間 あた りのコス ト ・パ ーフ ォーマンスの良いこ と。

5.試 行 錯誤過程が有効 であること。

この点か らみて,

O後 述(§7の ネ ットワ ーク)す る倉庫 型データバンク

o有 線オンラインによる組織 内 システム(通 称インライン)

○質問式確定までを探 索や会話形式 で行 ない,簡 単な メッセージで表現 できる内容のみをオ

ンラインで回答 し,本 格的なフ ァイル内容の詳 しい 出力をオ フライ ンで別処理するかバ ッ

チ処理 に回わ し,詳 細 な回答 をあ とで送 るとい う併用 システ ム

などが実 用的 である。

(i)オ ン ライン ・システムの構成

オンラインでのフ ァイル処理 は,会 話形式を処理す るメイン ・プログ ラムと,そ れ にょ って呼

び 出されるい くつかのサ ブ ・プログ ラムか ら成 る。 メイン ・プ ログラムは,い くつかの タス クの

集合 と,そ の全体 の管理 プ ログ ラムか ら成 る。(第1.6図 参照)

メイン ・プログラムを構成 するタス クは,例 えば次のよ うなものである。
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1.ラ イ ン ・コ ン ト ロー ル

端 末 か ら 適 宜 入 っ て 来 る文 字 を,メ ッセ ー ジ に組 み 立 て る

2.イ ン プ ッ ト メ ッセ ー ジ処 理

この メッセ_ジ を内部 コー ドに変換 し,次 にどの タスクに送 るかを決定す る。

裾

・
亀

会 話(質 問)

メ ッセージ

会 話 処 理

メイン ・プログラム

答

ジーセツ

応

メ

'質'問 解 読 質 問 文 法 ジ
ャーナル フ ァイル 探索 回 答 編 集

チ ク 出力サ ブ ・

サブ・プログラム サフ・プログラム プログラム サブ ・プログラム サブ・プログラム

第1.6図JICSTの 実 験的オ ンライン探索 シス テムの構成

4

5.待 ち行 列 コン トロール

次 から次 と同 じタスクに メッセージが入 って来た とき,そ の各 タスク別に できる待 ち行

列をコ ントロールする。 この とき優先順位 も処理す る。

4.会 話 開始処理 『

入 力 したダ利用者 コー ド,仕 事の種類,等 をチェ ックし,探 索質問や回答 編集指示 など

を受付け る準備 をする。

5.質 問 文処理

入力 した質問 の文法チェ ックをそのサブ ・プログラムを呼び 出して行 な うための処理

6.プ ア イル探 索

質問文を解説 し,探 索指令を作成 し,フ ァイル探索を行 な うため,そ れぞれのサ ブ ・プ

ログ ラムを呼び出 して実 行させ,結 果 を ドラムなどに格納 する処理

Z回 答要求処 理

回答要求 のメ ッセージを文法 チェ ックし,探 索 タスクへ送 る処理

8.回 答 出力処理

回答を編集 し出力メッセージを造 る処理
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9.出 力 メッセージ処理'

メ ッセージを出力 コー ドに変換 し,そ れぞれの端末 に送 るための処理

1a時 間監視処理

これは あ くまで例示 であ り,シ ステムによって,そ れぞれ の工夫が こらされてい る。(第1・7

図参照)

(ii)会 話 の形式

会話 は,シ ステムによ って設定 されてい るい くつかの コマン ドのタイプ ・インと,シ ステムか

らの回答によ って行われ る。 コマン ドの数 と種類は,シ ステ ムによって異 なるが・大別すれは・

1.会 話 の開始や終了 に関する もの

2.探 索 に関す るもの

,質問式の入力,そ の拡張,定 義 に関 するものなど

3.回 答 要求 に関す るもの

回答 の種類の指示,出 力形式の指示 など

4.補 助 的 コマン ド

利用者が質問式決定のために必要 な情報 を出力 した り,会 話進行中 の途 中の結果 を記憶

させ,必 要 に応 じて出力させた りするのに用 いる。

この会話 の進行過程の例は第1・8図 を参照 されたい。

.亀

'β

◎

φ
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第1.7図

端 末 タ ィ ブ

ブ イ タ

JIσSTの 実 験的 オン ライン探 索システムのタス ク構成 一

端末 タイプ 端末 タイプ 端末 タイブ

フ イ タ フ イ タ フ イ タ

出力 メッセー ジ

処 理

ブ イ ン

コ ン ト ロ ール

端末 タイプ

フ イ タ

イ ン プ ッ ト ・メ プセ ー ジ処 理

待ち行列コン トロール

端末 タイブ

フ イ タ

質問文処理

時 間 監 視

回答要求処理

㍊
格

仲
.

本

方

端末 タィブ

フ イ タ

回答出力 ・

処 理

出力 メッセ

ー ジ処 理

詳細な回

答作成を
別処理 に

回す

・端 末 タ イ プ

フ イ

,タ
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第1.8図JISTの 実 験は オンライン探索ジステムの会話例

REQUEST .

DOO
,RS:

ロJ・C・Tオ ン ・ ・ ン ・Rシ ス テ ム71-02-0111:18:26"

nア ナ タ ノ コ ー ド ヲ イ レテ ク ダ サ イ

C595;

ロジ
ュ ン ビ ワ オ ワ リマ シ タn

ttコ マ ン ド ヲ イ レテ クダ サ イn

SEARCHAO1=LISP十SNOBOI、;-

nタ ン サ ク ヲ ハ ジ メマ シ タP 、,

nシ バ ラ4和 チ クダサ イn
、

"AO1ワ13ケ
ンデ ス ・

"コ マ ン ド ヲ イ レテ ク ダ サ イn'

1、AR、H,。2==。 、S;

・タンサ ク ラ.、 ジメマ シグ

eBO2ワ28ケ ン デ ス"

㌧ マンド ヲ ん テクダサイ・

SEARCHCO3ヨMARK-4;

日夕 ンサ ク ヲ ハ ジ メ マ シ 夕 日

・C。5ワ11ケ ンデ スn' .

Oコ マ ン ド ヲ イ レ テ ク ダ サ イn

DEFINCDO4
.=AO1*BO2

nDO .4ワ7ケ ン デ ス"

"コ マ ン ド ヲ イ レテ ク ダ サ

.dn

HEI、P;
エ の エ コ コ　 の 　 の 　 　 エ　 ロ　 　 　 コ　 　

「=ニザが;マ ンドとして何・濫 ・かを知・たい・き,説明つきで全・マン・を出力す・」

1ニ ド一二 三 病;「 一 ー 一=一 ー 一一 一 一

〇UTPU・TDO4,1,5;'

1≡ ∵;レ テ。:∵0755'807pOO47e

-40-一

^

'β

夢
・

β



・
4

MORE2;

n8・6・ ・5588・gP・175P

ttコ マ ン ド ヲ イ レ テ クダ サ イn

PRINTAO1,6,1ろ;・

1「コ マ ン ド ヲ イ レテ ク ダ サ イe

SAVEAO1;

ロコ マ ン ド ヲ イ レ・テ ク ダ サ イH

END;

ロペ ツノ シツモン ヲ ヅ ケ マスカ?'

NO;

nサ ヨ ナ ラ71 -02-0111:28:26n10MO ・OS,

05M4.7SO77MS
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Vセ ンチ ソ シア ル ・デ ー タお よび

ア ナ ログ ・デ ータの処理技術

アル フ ァニ ュー メ リック ・データについての技術を中心 に,フ ァイル処理技術の現状 を紹介

し㌔ これをみて もわか るよ うに,セ ンチソシアルな情報 も,現 在の所,「 文字 ス トリング」 と

み なして(シ ソーラスの援助は うけ るとして も,「 文字 ス トリングの照合」によ り処理 してい る。

これは 「文 の意 味」による処理 では ない。

センチソシアル ・データの処理 は,究 極的には,「 そ の意 味する内容が質 問の意味する内容を

みたすか?」 のレベルに到着 しなければならない。 しか し,そ の レベルに到達す る道 は,長 いの

である。

あ

・

'
鼻

(1)文 法 理 論,機 械 翻 訳

文法理論は,若 き天才といわれ るN.チ ョムス キーの提出 した革明的文法論によ り,1950

年 以後,急 速 な発展 を見せた。 これは,

1.文 法 を,生 成規則 と変換規則の有限な集合 とみな し,演 繹的体系 にまとめ る。

2.人 間(で なくとも言語を用いる主体)が,自 己 の表現 したい内容を乍深層構造」の表記法

の中で表現す ると考え る。そ のときの規則が生成規則 でこの段階 を句構造 レベル と呼ぶ

5.深 層構造の表現法 で把 えられた ものを 日常のコ ミュニケ ーシ ョンで用い られる表層構造の

表記法 に変換する。 この ときの規則 が変換規則で;こ の段階を変換構造 レベル と呼ぶ。

4.意 味の問題(Semanticsの 領 域)は,こ の文法的 シンタ ックスの解明の次のステ ップ

として把える。

とい う考え方 である。 これを一般 に 「変換文法理論」 と呼ぶ。

センチソ シアル ・デ ータの処理 は,こ れの逆ステ ップを踏み

白

とい う形 をとる。 この表 層構造 の分析 は 「構文解析」と呼ばれ,機 械翻訳の プログラムの中 では

何 らか の形 で行われてい る。 しか し,現 在 の構文解析法では文法的 には正 しくて も,意 味的 には
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ナンセンスな解析結果や,1つ の文が幾通 りもの意味に対応する多くの構造に解析 できることによる。

SynracticAmbigui.tyを 避 け られ ない。 これが機械翻訳の実用化 を妨げてい る。

この構文解析技術は,欧 洲系 の国語につい ては,実 用 レベルの解析 システムがい くつか発表さ

れ てい る。 しか し,日 本語については,日 本語の文法がチ ョムスキー流の変換文法的 にま とめら

れ てい ないため,実 用 レベ ルの構文解析 システムがまだ生まれてい ない。

オー ソドックスな変換文法 が

S→NP十VP

の形 の,「 書 き替え規則」の集合であ るのに対 し,構 文解 析や,語 のス トリングのパーシングに

便利なよ うに,集 合 論的文法 や ネ ットワーク型文法 なども発表されている。

表層構造か ら深層構 造へ の逆変換 について も,種 々の研 究が進め られてい る。マ ッコーレイや

ウ ッズ達は,述 論論理式の構造 を深層構造の表規法 に用い る可能性 を検討 しそれをウ ッズは簡単

なモデルで質問応答 システムに利用 してい る。

日本 では,機 械 翻訳の研究か ら出発 して,電 子工学者 の方か らの言語へ の接近,そ れに刺戟 を

うけた言語学者 から言 語の機械 的処理問題への接近がみ られ るが,そ れ らの部分的研究を統合す

るプロジェクトや充 分な予算の支 出がないため,研 究の進み方が欧米,特 に米国に比 して遅れ を

示 してい ξb日 本 での代表的なものをあげる と,

電 子技 術総 合 研 究所

京 都 大 学 工 学 部

九 州 大 学 工 学 部

国 立 国 語 研 究 所

東 京 女 子 大 学

日本科学技術情報センター

情報基礎研究室

坂 井 研 究 室

栗 原 研 究 室

水 谷 研 究 室

資 料 部

などが あ り,意 見交換 の場 として,情 報処理学会のComputati・nalLinguistics委

員 会が ある。

機械翻訳は,世 界で もまだ実験 段階 といえる。 日本に も,電 子技術総合研 究所,京 都大学坂井

研 究室などに実験 システ ムがある。最近,原 子力関係 の国際機関,EURATOMで,翻 訳 サ ー 。

ビスに実用 してい る例があるが ,ま だ実用試験 とみなすべ きで,普 及の段階ではない。

(2)自 動 分 類,自 動 索 引,自 動 抄 録

ファイルに構成の中 の,分 析 ・評価 の手続 きを自動化 しよ うとする試みは,ル ーンの自動抄録

の試み を出発点 として,主 として米国で精力的に行なわれた。 この系統の米国での努力は,機 械
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翻訳が言 語理論を基礎 とす るのに対 し,主 として統計理論を用いた。 ・

ル ーンの試みは"a"uof"t'the"等 の意 味そのものを担わない語を除 き,語 が文献の

の中で使用 され る頻度か ら 「重要語」を とり出 し,そ れを密度 多 く含む文 を 「重要 な文 」 とする

とい う基本的考 え方 に立 ってい る。

この種の考え方が,自 動 分類や 自動索引に も導入され,同 じ標題 に表われ る語の共出現頻度 に

よって語の関連係数 を求める考え方 も生 まれた。 更 に因子分析法の導入,数 量化理論の導入 など

多 くの手法 を用いて,こ の種の研究が進 められ てい る。

しか し,ま だ実験的研 究の域を出ず,言 語現象を確 率過程 とみる理論形成 も,ま た実用に足る

成果 も見出されてい ない。 これは,人 間が,内 容的 に似 た ものをグループ したり,相 違点 を識別

す る働 きは,図 形や音声の認識や識別よ りもはるかに高度な働 きであり,「 思考パ ターン」の分

析 と等 価であるこ とに よる。

日本 で,現 在 この種の研 究を行 なってい るのは電子技術総合研 究所,日 本科学技術情報 センタ

ーなどが あるが,充 分 な研 究資金や研究環境 がないため全般的には低調 である。・

員

・
タ

(3)質 問 応 答 シ ス テ ム,事 項 検 索

MISな どで,記 録文書や管理文書や契約書のX大 なフ ィイルの中で,今 議論 している問題に

直接関係 のある記述 を,そ のままとり出 した り,何 らかの質問を行 な うと,フ ァイルの中にある

い くつかの レコー ドを組み合わせて推論を行 ない,そ の答を回答 して来 るシステムは,潜 在 的要

求 と して相当高 いものであ る。

ファイルの中から関係のある記述その ものを と り出す のを事項探 索と呼び,推 論過程を経 て答

えを出す システム を,質 問応答 システム と呼ぶ。

これに対 して,米 国では,文 の構文分析技術の発 展の1つ として,地 道な研 究があ り,日 本で

は 日本科学技術情報 センターに,基 礎的な研究がある。

米 国の例を あげ ると,ハ ーバー ド大学 の ウッズがUAirportguide"と い う実験場面

を とり,

,「 フ ライ ト#JLOO5の 飛行機は,羽 田を,4971/7/1/10:00に,サ ン

フ ランシス コへ発 ち,1971/7/1/7':OO'va着 く」

とい う文を,

LEAVE(JLOO5,HANEDA1971/7/1/JlO:00;

.'・SANFRANCISCO1971/7/1/7:00)

とい うよ うに表わ丸 この よ うな表記法 で,種 々の飛行機 の発着,経 由地,そ の 日時を表現 し,

一一44－
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こへ・

ファイル に収める。 この外,種 々の空港内の案内情報,料 金,サ ービス内容等を,フ ァイルに格

納す る。 そ して,予 想 される質問 と,そ れに対 する回答 を考え・それを導び く推論 アル ゴリズム

を用意 する。 ・ ・

これ に対 し,「 個 月何 日にA地 に寄り,個 月何 日何時 までにB地 に行 き・そ こを何月何 日の午

前中に発 って,同 日の何 時までにC地 に着 くには,ど の経路で,そ れぞれ何の飛行機に乗ればよ

いか?」 とい う質問を出す と,そ の可能性を調べて,必 要情報 をすぺ て出力 して来 るとい う実験

システム であるガ

これは場 面は単純 であ るが,

Pred.icate(Augment1,Augment2… ……)

とい う形 に文を変換 する考 え方 の中には,文 の深 層構造 を,述 語論理式の形 で表現 する基本的考

え方 があり,日 常文(表 層構造)の それ によ る表記 の妥当性 を調べ るモデル として,簡 単 な実用

可能な システムで実験 してい るの である。

この程度の ものであれば実用可能であ り,日 本でも,こ のよ うな程度の システムを実用す るな

らば、その 一応の シス テム構成は可能である。 しかし,こ の奥にある基礎研究にお いて・ 日本文

法の未整理 であることが,よ り複雑 なシス テムの実現 において障害 となる ことは,残 念 ながら認

めざるを得 ない。

`

(4)ア ナ ロ グ ・デー タ の 処 理

アナ ログ ・データの伝送 におい ては,フ ァクシ ミル,写 真電送,TV電 話 などがあ る。又,電

送技術において走査密度 が上 り,マ イクロ ・フィルムの電送 も実験室的には完成 している。 この

系統での問題点 は,写 真や全面が色彩や濃 淡の階調のあるデータでないか ぎり,文 書や図面にお

い て,情 報の乗 ってい る,文 字 や線が黒く印字 されている部分が少なく,白 い部 分が圧倒的に多

い。 この冗長度を減 らして,伝 送容量を増す ことである。

ア ナログ ・デ ータの コン ピュータ処理は,現 在 の所,一 度 デ ィジタル情報 に変換 しなければな

らない。 その常識的方法は,OGR,ラ イ ト ・ベ ンであ るが,今 後の問題 としては,可 干渉光

(レ ーザー光など)を 利用 した光学的情 報処理 技術 とエ レクトロニ クスの結びつ きである。
、

この 中で,ホ ログ ラムの利用 は魅力的で あ㌔ 特 に,立 体像の取扱い,5原 色 に分けた色彩像

の取扱いが,フ ィルム上の小さい セル上 での,感 光 ・非感光のbinaryな デ ータに変換 できる

点 で興 味がある。 ホ ログラムを利 用して,手 書 き図形の コア上への入力は,日 本 電気眠が発表 し

てい るが,そ れからの発展 が期待され る。特 に,光 学的情報処理技術を利用'して,部 分的 図形情

報 からオ リジナルの復元や,小 さな模 型からプレス原型の作図などをコンピュータ処理 する技術
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などは,ア ナ ログ ・デ ータの ファイル格納 や とり出 しに応用可能 である。

出力系統 では,入 力や処理 と異 な り,技 術的条件 が簡単に なるため,多 くの実用化が行 なわれ

ている。 その1つ はCOMと い われ るマイクロ ・フィルム出力である。 それ と並ん で,日 本語特

有 の,漢 字 カナとい う,多 字 穂 高分解能 を要す る文字 の処理 である。

漢字 穿孔鍵 盤によ りパ ンチ で入力 し,フ ィルム上 の字母を電子工学的 に走査 してCRT上 に出

力するGEM3800シ ステムは 日本科学技 術情報 センターで最初 に実用 し,そ の後数 カ所で実

用 してい 奄 これに対 し,こ れよ りは機能は少 し落ち るが,高 千穂交易認の漢字 出力 システムが

発表 され ている。

米国で も漢字 プ リンターは研究されており,ア ナログ形の まま字母を入力すると,そ れをコア

上 に記憶 し,入 力原稿のデ ィジタル信号 によ って字 母をコアか らとり出 してCRTに 出力するR

CAのVIDEOCOMPが,漢 字 プ リンターとして最 も実用的であ る。 そ の他,多 くの実用 シ

ステ ム,実 験 システムが ある。例えば,光 線又は電子線 を量子光学的 に又は電磁的 に偏向させる

ことによ り,CRTや 感 光面に文字 を画かせ るシステムのよ うな,特 定 の字種に限 らない方法 な

・ども現 われ ている
。

ア ナログ ・データの ファイル と,直 接探索するシステ ムとしては,フ ィルム上 に,ア ナログ ・

デ ータと,そ の探索 タグを(黒 白のbinaryコ ー ドで)写 し込んでお き,タ グ でデータを探 し

見か った ものをす ぐプ リン ト.するシステムがある。 現在 市販され てい るものでは,イ ース トマン

・コダ ックのMIRACODESystemが 代 表 的である
。 これは,プ リントされた・・一 ドコ

ピーをユーザに手渡 すか郵送 しなければ ならない
。

オフラインでは,種 々の可能性が ある。 この中で実用的 に問題 となるのは,相 当量の1次 デー

タをフ ィルム上 に記録 して,あ らか じめユーザに送 ってしま う。 デ ータを必要 としたとき
,そ の

質問に対 して探 索を行ない,そ の該 当レ コー ドの,フ ィルム上 ア ドレスを回答 しユーザがそ のレ

コー ドをフ ィルムからと り出す方法 である
。 これは,ユ ーザの数 が多 く,フ ィルムの配布量が多

くな ると,超 マイクロ ・フ ィルムが有利 である。 これは 富士写真 フイルムKKの 超 マイクロ ・シス

テム,NCRのPCMI(Photo--CromicMicro-Image)が 利用可能である
。

'
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VIネ ッ ト ワ ー ク

{

.へ

●

ファイルを,情 報の流通過程 の中で考え るとき,フ ァイル単独では機能 し得 ない。

1.収 集 端末および提供端末 との結びつ き

2.フ ー7イル間 の結びつ き

が必要 となる。 この結 びつ きを以下でネ ットワーク として把え る。 この際,通 信回路 によるオン

ライン ・ネ ットワー クのみ でなく,デ ー タ交換用 ファイルを経由するオフラインの結びつ きも考

慮 する。 このため,こ こでのネ ットワークは,情 報流通 におけ る機能的ネ ットワークである。

今,以 下 のものをノ ッド(node)と す るとき,

ア 一夕 ・ソース

収 集 端 末

ファイル ・システム

提 供 端 末

ユ ー ザ

s

㏄

F

鯉

U

そ して,各 ノッドの間 でデー タの移動(オ ンラインであれ,デ ータ交換用 フ ァイルを通 してであ

れ)が ある とき,移 動 の方向に向け て矢印

A→Bノ ッドAか らBへ の移 動

A← →Bノ ッドAとBの 間 での相互移動

をつけ ると,ネ ットワークは方向性 を もつ グラフ(又 は トランジション ・ネットワーク)と して

表現される。(た だ し,方 向性が どちらでもあ り得る ときは,矢 印をつけずに表現することとす

る。)

日
(1)ト リ ー(樹 型)ネ ッ トワ ー ク と メ ッ シ ュ(網 目)ネ ッ トワ ー ク

以後 の議論におい て,ネ ットワー クを樹型の構造を もつ トリー と,網 目の構造 を もつ メッシュ

の2つ に類 型化 して扱か う。

ト
」| メ ッ シ ュ
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又,次 の場 合 も複合 トリーとして扱 う。

》

♪

複合 トリー

メッシュの場 合,す べ ての ノ ッド間に連結 のある場合 を完全 な メ ッシュ,そ れか らい くつかの連

結が取除かれた場 合を不完全 な メッシュと呼ぶ

完全 なメッシュ 不完全 な メッシュ

トリー ・ネ ットワー クの利点は

1.構 造 が簡単 であるため,設 計 ・構成 ・維持が容易 である。

2.事 故 の発見,事 故原因の究明が容易であ る。

3.発 信(デ ータ供給)主 導型のネ ットワークに最適 である。

4.多 数 のユーザからの要求が,シ ングル ・データベー スによってみたされ る場合 に有効 で

ある。 一

しか し,欠 点 としては

1.'「 根 」 となる ノ ッドと 「葉」となるノッドの間 には1本(中 継 ノ ッドを経由する として

も)の チ ャネル しか な く,そ の容量を越え ると通信不可能 となる。

2.同 一 チ ャネル上 にあるノ ッド間の通 信は容易であるが,他 の ノ ッドとの通信には多 くの

中継 ノ ッドを経 るため,通 信効 率がよ くない。

5.「 根 」に近 い所でチ ャネルに事故があると広 い区域 に対 し通 信不能 となる。

-48一
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鴫

,

も亀

4.1つ のフ ァイルが事故でつぶれた場 合,致 命的打撃を うけ る。

これに対 し,メ ッシュの利点は,

1.あ らゆ るノッドが直接に通信 できる。

2.ど こかのチ ャネルが事故にあって も,オ ーバ ーフローしても,必 ず他 のチャネルを通 し

ての通信が可能であ る。

5・ ユーザが多角的な要求 を持ち,シ ングル ・データベースではみた し切れ ない とき有利 で

ある。

4.い くつかの,オ ブテ ィマムな オーバー ラ。ブをもつファイル間を メ 。シュで結ぶ ことに

より,1つ の フ ァイルが事故でつぶれた場 合の危険を吸収 できる。

これに対 し欠点 と しては,

1.ネ ッ トワークの設計,構 成,維 持が複雑 となる。'

2.ど こかのチ ャネルに事故 が起 っても,通 信は保持 できるため,モ ニタリングのシステム

が強力 でない と,事 故 の発見 ・対策が遅れ る危険性 があ る。

以上 のよ うに,ト リーと メッシュは利点 と欠点が相反 してお り・実際のネ ッートワークはこの両

者 の併用 となるb

¶

f4

(2}ク ラ ブ 型 ネ ッ トワ ー ク

この クラブ型 とい うのは,デ ータ ・ソースとユーザ ーが同 じであるよ うな集 団の中でファイル

が利用 され る場 合をい う。 ソースであ りユーザである集団が,フ ァイルを通 してクラ・ブを形成す

ると考え る。

これは,従 来 のマス ・コミュニケ ーションでは実現 しなか った,メ デ ィアム ・サ イズの コミュ

ニケーション とい う観点お よび,フ ァイルを通 して形成 されるコ ミュニテ ィとい う観点か ら,今

後の社会のあ り方 に示唆を与え るものと して興味のあ る場面 である。

この場合,フ ァイル ・システムにフ ァイル構成および探索ソフトウェアがあり,利 用者はデー

タ入力 と質問入 力することによって回答を得 る。F

この場合は フ ァイル ・システム と利用者間に ト

・一齢 があ・.・ の例・しては,・ ・一ス・ 絃 イノ繁

ン ・ク レ ジ ッ ト ・ビ ュ ー ロー,バ ン カ ー ・レ ー

モ 一 社,パ ン ク ・オ ブ ・ア メ リカ 社 な ど が あ げ

られ る。
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(3)倉 庫 型 ネ ッ トワ ー ク

この場合は,利 用者 は 自分 のデータをフ ァイルに預け てお き,そ れを 自分 でとり出して利用す

る場 合で,フ ァイルが倉庫業的 な形 態をもつ。 このとき,利 用 ソフトウェアが,

A利 用者 自身が持 つ場合

Bフ ァイル側 で種 々の ソフ トウェアを用意 してお き,利 用者が必要 に応 じて ソフ トウェア

と呼び出 して利用 する場 合

に分け られ るし,ま た ファイル自身が

C利 用 者が自分で入力 したデ ーダしか利用 できない場合

D多 くの利用者 の入力 したデー タを,フ ァイル間 で交換 し共 同.できる場合

が想定 され る。 このB・Gの 組合わせの例 として,日 本電電公社 の科学計算サ ービス ・システム

がある。

,

'

A・C

プ ア イ'ル

B・C又 はB・D

フ ァ イ ル

A・D

プ ア イル

ソ フ

ウ ェア ・

シ ス ァ ム

●

ら
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{4)デ ー タ ・ソ ー ス と フ ァ イ ル の ネ ッ トワ ー ク

データ ・ソース≒ユ ーザは一般には異なる ものであ る。 その とき,デ ータ ・ソースとフ ァイル

は・一般的には・ トリー連結をす る。 このとき・収集端末 と2次 データ化機能の配置によ
って,

い くつかの変形がある。

4

fA

フ ァ イル

ノ

2次 デ ータ化

一

収 集

ソ ー ソ ー ソ ー

A

1
.一

プ ア イ ル

●

2次 デ ー タ化 2次 データ化 2次 データ化

収 集 収 集 収 集

ソ ース ソ ース ソ ー ソ ー ソ ース ソ ース ソ ース ソ ー ソ ーヌ

B

4

爪

A:

B

ファイルに直結 する収集端末 と2次 データ化機能に ソー スが トリー連結する場 合。 こ

れの例は数多 くあ るがJICSTな どはそ の最 も良い例 である。、

分類 した収集お よび2次 データ化機 能にソースが トリー連結 し,そ の収集,2次 デ ー

タ化機能が ファイル と トリー連結す る場 合。ChemicalAbstractServi-

ce(CAS)や 原 子力文献の国際的情報 システムであ るIntenati・nalNtt--

clearInf。rmationSystem(INIS)な どがこの例 である。1
、NIS

の場 合は各国に収集,2次 デー タ化のセンターをお く計画でプロジェク ト.を進めてい

る。CASは 現 在の所は各国の個人単位の抄録作成協力者を収集および2次 データ化

端末 としている力槻 在INIS同 様洛 国に入力および出力(弦 担 繍 サービ

ス)の 地域 センター(欧 洲に2ヵ 所,東 南アジアに1ヵ 所 等)を お き,
,全 世界 を結ぶ

ネ ットワークを形成 する計 画を もってい る。

⑤ フ ァ イ ル と サ ー ビ ス 端 末 とユ ー ザ の 間 の ネ ッ トワ ー ク

ファイル とサ ービス端末の間 も一般 には トリー連結 である。 この場 合,サ ー ビス端末 が,サ ー

ビス用 ファイルを持つ場 合 と持たない場合 で,技 術的には大分異 なる。

一・一'51一
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(i)サ ニ ビス用フ ァイルを持たないサー ビス端末

この場合,サ ービス端末は

1.要 求 の受付,フ ァイルへの伝送

2.回 答 の受領,要 求者へ の伝送

のみである。 このファイル,ユ ーザ とのネ ットワー クは,ト リーである。 フ ァイル,サ ービス端

末に分業が成立するときは,複 合 トリー となる。

'

プ ア イ ル プ ア イ ル フ ァ イ ル

(芝 一ビス端末⊃(サ ービス端末り Gナ ービス端末)

(ユーザ)ピ ーり G－ の(三 一つ(≡ 一∋

ρ

b

(IPサ ー ビス用 ファイルを持つサ ー ビス端末

これは,自 分 では収集,フ ァイル構成機能を持たず フ ァイルの供給 を うけ て自分の所にサービ

ス用 のファイルを持 ち,そ れ によ って 自分の持 つユーザにサ ービスす る。 これ もファイルを持つ

点か らデ ータバンクの一種である。最近,マ シン ・リーダブル形式でのデータ供給 が多 くなって

お り,こ の種のサー ビスが 日本で も数多 く生 まれる可能性が ある。例えば紀伊国屋書店 の科学技

術文献 に対す るSDIサ ー ビスなど}t,,こ の最 もよい例 である。

サービス用フ ァイル には,2つ の考 え方 ができる。も

1.供 給 されるファイルがい くつかあり,そ の間でフ ォーマ ット,タ グ ・コー ドが標準化 さ

れていない とき,そ れ らを共通 のハ ードウェアと探索 ソフトウェアで処理す るた め,フ ォーマ ッ

ト・コンバージョンを行 な うが,タ グ ・コー ドのコンバージョンは行 なわ なぬ この ときは,フ

ォーマ ットは統一され てい るがフ ァイルの内容は,い くつかの ファイルの共存 で成立 ってお り,

ユ ーザか らの質問を,そ れぞれ のサ ブ ・ファイル向けの質問 に分解 し,出 力結果をまとめる必要

がある。

2.フ ォーマ ットの コンバー ジョン と共 にタグ ・コー ドの コンバージョンも行 ない,供 給 さ

れた異種の ファイルを,1つ の ファイルに統 合する。 このときは.タ グ ・コー ドのコンバージョ

ンにあた り,シ ソー ラスの コンバージョンを必要 とする。 シソー ラスの コンバ ージョンの問題は

今の所 まだ実用 レベルで解決されてい るとは言 えない段階である。

(1)と(2)を比較 すると,観 念的には統合 ファイルの方がす ぐれてい ると思われ る。 しか しフ ァイ
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第1.9図 多 種 共 存 フ ァ イ ル

ソ ー ス

フ ァ イ ルA

ソ ー ス

フ ァ イルB

ソ ー ス

フ ァイ ルC

Ψ Ψ r

フ ォ ー マ ッ ト
A.

コ ン バ ー シ ョン

フ ォ ー マ ット

コ ンバ ー ジ ョ ン

フ ォ ーマ ッ ト

コ ン バ ー ジ ョ ン

'

、,↓ ↓

セ レ ク シ ョ ン

'

セ レ ク シ ョ ン セ レ ク シ ョ ン

＼, r /.
サ ー ビス 用 フ ァ イ ルA' B' q〃

'`▲A

.▼ 冒

フ ァ イ ル 探 索 ソ フ ト

▼

質問式化 質問式化 質問式化

↑ /
質 問 受 付 回 答 伝 送

/↑ ＼ /イ2こ/

＼
ユ ー ザ ユ ー ザ ユ ー ザ
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第1・10図 統 合 さ れ た サ ー ビ ス 用7ア イ ル
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ル ・サ イズが大 きくな り,サ ーチ時間が増加することを考え ると,必 ず しも有利 でなく,特 にオ

ン ・ライン ・サ ービスの場 合に実用不可能 になる可能性があ る
。

共存 ファイルを用 いる例 では紀伊国屋書店 のSDIサ ー ビス,ま たJIC'STd)国 際的 な2次

データMTの 導入 の最初 のステ ップなどが ある。 この両者の比較検討を してい6例 では,米 国の

国立農 業図書館(NAL)が,シ ステム分析を行 なってい る。

(6)フ ァ イ ル 間 ネ ッ トワー ク

あらゆる目的をみたす シングル ・データ ・ペースはあ り得 ない。 商品の流通機構 も,商 品の種

類 によって,そ れぞれの流通機構 があ るよ うに,情 報 の流通機構 も,そ れぞれ のファイルを通 し

ての流通機構力必 要 となるo

しか し,ユ ーザの要求は多面的 な もの であ り,1つ の業務 のために多種類のデー タが必要 とな

る。 オペレーショナルな業務 においては主 として定型的 なデ ータ利用 となるため,恒 定 じたチ ャ

ネル でよいが,プ ラニ ング業務におい ては,必 要 とした ときに,ど の種類 のデータでも入手 でき

ることが保証され なければ ならない。

情報 の流通機構が発展す るにつ れて,多 くのフ ァイルが,そ れ ぞれの シェ・アをもって社会の中

に散在す るよ うになる。 このとき,ユ ーザは,自 分の要求 をみたす ファイルがどれであり,ど こ

にあるかを判定す ることが困難 に なる。 商品の場 合に も,百 貨店,ス ーパー店などが生まれ,問 屋

街が生 まれるよ うに,ユ ーザはできるだけ手近 かな,数 少ない(で きれば1つ)の ファイルです

べ ての要求がみたされるこ とを希望 す る
。

ファイルには分業 があり・ユーザは で きるだ け1つ の ファイルにのみアクセス して
,す べ ての要

求 をみたそ うとする。

とい う矛盾は,フ ァイル間 ネッ トワークに よって解決 される。

ファイル間 ネ ットワークは,ト リーを基本 に考え ることは危険 であ る
。 トリーは フ・アイル間の

自由なデータ交換 を否定 する考 え方 に立つ ものでファイルを系列化す る思想が根底にあるか らで

あ る。 それは情報管制の危険をすら秘 めてい るか らである。 選択の自由とユーザの平等の権利 を'

前 提 とす るファイル間 ネ ッ トワー クは,メ ッシュを基本 とし,必 要 な場合は トリーも,不 完 全メ

ッシュの一種 と考える立場 に立つべ きである。

(D定 常 的デ]タ 交換 によって結ば れるフ ァイル

ファイル間のデ ータ交換 が,フ ァイル間の協定 ・契約 により,定 まったデ ータを定常的に交換

す る場合 であ る。 この ときはスウ ィッチ機構 を必要 と しない。 このとき,個 々の フ ァイルは,共

存,統 合 の両方の場 合が あり得 る。
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一
相 互交 換

一方的供給

⑩ 要求 に応 じてデ ータ交換 が起 る場合

ユーザの要求が,自 己の持つファイルでみたされないとき,ス ウィッチ ・機構を通 してそのデ

ータを持つフ ァイルを見出 し,そ のファイルにアクセスする。

ファイルが箇 々にスウ ィ・チ機構を もつ場合 と, .1つ のス ヴィ.・チ機 構が いくつかのファイル

,を 結ぶ場合 があり,回 答 編集 と伝達を要求 を受付け たフ ァイルが行な う場合 と,質 問の転送を う

けたファイルが行 な う場 合がある。

ス ウ ィッチ機構は,そ れ 自身 もまた 「どのフ ァイルに,ど のデータがあるか」 とい うファイル

から成 ってい る。 このス ウ ィッチ ・ファイルを個 々の ファイルが自か ら構成 す ることは,情 報 の

流通機構の発展 と共 に困難 とな り,ス ウ ィッチ ・ファイルの構成 と供給 とい う分業 も必要 とな面

これ が,イ ンフォーメーシ ョン ・ク リア リングハ ウス とい う名称 で呼ば れる ものであり,情 報 産

業の発展期 におい て,ス ウ ィッチ ・フ ァイルの供給 もパブ リック ・セクターの果すべき役割 の1

つ であ る。
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GiDフ ァイル間に階層構造のある場合

これは組織内データ ・ベ ースのあり方 の1つ である。 オペレー ショナル業務のた めのフ ァイル

がい くつかあ り,そ の中からマネージメン トのために必要なデ ータを まとめた。 ファイルや,プ

ラニング業務 に定常的 に用い るデ ータをまとめたフ ァイルのある ときであ る。

`
.

第1.11図 階 層 構 造 の あ る フ ァ イル

オ ベ レ ー シ ョ

ナ ル フ ァ イ ル

オベ レーシ ョナル

業 務

フ フ ニ ン グ

プ ア イ ル

オ ペ レ ー シ ョナ ル

業 務

決定業務

マ ネ ー ジ メ ン ト

フ イ ル

オ ベ レ ー シ ョ

ナ ル フ ァ イル

オペレーシ ョナル

業 務

この場合はオペレーショナル業務のためのファイルは メッシュ連結を し,上 記構造 ファイル と

オペレー ショナル業務 のた めのファイルの間は複合 トリーとなる。

`

`

(7)フ ァ イ ル ・サ イ ズ と フ ァ イ ル ・シ ェ ア

フ ァイル ・サ イズを大 きくす ることは

1.サ ーチ時間の増加

2.フ ァイル更新時間 の増加(困 難さの増加)

5.メ モ リーの大容量化 と処理 機器 のスケール ・ア ップ

4.ソ フ トウェア ・システムの複雑 さ

などによって,レ コー ド当 りのコス ト・パーフォーマ ンスを悪 ぐす る。 そのため,個 々のファイ

ルをコンパ ク トにす ると

1.フ ァイル ・シェアの競合

2.マ ル チ ・デ ータベースの管理 システ ムの複雑 さ
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、

が起 って来 る。

データ ・ソースの全 く異な るファイル間では1シ ェア競合の問題は起 らない し,同 じデータ ・

ソースかちのデータであって も,目 的の全 く異 なるユーザに対すす るフ ァイル間 では,分 析 ・評

価 ・フ ァイル構成 の基準 が異 なるので,シ ェア競 合が起らない(起 って も・トリビアルであ る。)

同 じデータ ・ソース と同 じ利用 目的 を もつ フ ァイル間 でのシ ェア競合 の問題は現実問題 としては

深刻である。

ユーザか らみた とき,デ ータ ・ソースの利 用頻度は対 数スケ ールで直線的 に減衰す る傾向を も

つ。す なわち,デ ー タ ・ソースを,そ の利用 頻勤順に並べ ると,非 常 に早 く減衰 し,そ の後,同

↑

ユ
ー

ザ

の

利

用
頻

度

(
対

数

ス

ケ

ー

ル
)

ソース利用頻度 による順位(対 数 スケ ール)

'

ひ

程度 の利 用頻度の ソースが数多 く並ぶ とい う傾向であ る。 これは,フ ァイル側か らみ ると.

1.ユ.一 ザの要求をすべ てみたすため には利用頻度 のよい,比 較的小数の レコー ドと共 に,

利 用頻度の悪い 多数 のレ コー ドを保持 し,維 持 しなければ ならない。

2.ユ ーザの要求 によって新 しい データ ・ソースを開拓す るとき{*,マ ー ジナルな効用を持

つデ ータ ・ソースか らのデ ータを処理 するため,か え ってレコー ド当りの分析 ・評価 ・フ

ァイル構成 コス トが上 昇 し,ス ケール ・メリットが ない。(ス ケール ・デ メ リシ トが増加

する。)

5.同 種の要求を持つユ ーザ ・グループをA,B,Cと す ると,Aに と って利用頻度の高い

データ ・ソース}t,Bに とってマージナルであ り,Cに とってマ ージナルで あるデー タ ・
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`

ソースが,Bに と って極めて利用頻 度が高い ことが ある。 このときは,フ ァイルのデータ…

・ソースの網 ら性 メリットが大 きくなる
。

以上のことは,

1.フ ァイルの レコド構成 は,で きるだけ利用頻度 の高い ものにすることによって,フ ァイ

ルの生産性 を高 める必要性'

2.フ ァイルの網ら性 メリットを高め る必要性

5.ス ケ ール ・デメ リッ トを押え る必要性

とい う相互の矛 盾す る要素の解決を必要 とす る。 これ には,

1.公 共 的 バ ックア ップ ・フ ァイルを,公 共財 として形成 し,こ こではフ ァイルの生産性 よ

りも網 ら性 メ リットを重視 し,ス ケ ニル ・デメ リットを覚悟の上 でマスタ ・ファイルを構

成 ・維持 する。 そしてサー ビス用 ファイルにデ ータを供給 する(デ ータは ライフ ・タイム

があ り,時 間 と共 に利用頻度が減少す る。 この利 用頻度が落 ちても,公 共財 としての性格

を失 なわない ものについては,デ ポジ トリー ・ファイル もバ ック・アップ ・ファイルの1

種 として必要 である。 この ときは,フ ァイルを供給 するのでな く,サ ー ビス用フ ァイルか

ら削除 したデ ータを逆に供給 してもら って,必 要 のあるときにとり出すサー ビスを行 な う)

2.各 サ ー ビス用ファイルは,・パ ック・ア ップ ・フプイルか らの供給を うけた(お よび,利

用頻度 の高い ものについ てのみ自か ら収集 ・分析 ・ファイル構成 を行な った)生 産性のよ ,

い ファイルを維持 し,サ ー ビスを行 な う。

その持つ ファイルにないデ ータを要求 された ときは,バ ック ・ア ップ ・フ ァイルに要求

を転送 す るか,そ れか らデータの供給を うけ て回答す る。

5.各 サ ービス ・ファイルが事故 でつぶれたときは,バ ック ・ア ップ ・ファイルから全デ ー

タを供給 する。 バ ック ・ア ップッファィルのつぶ れる危険性 に対 しては,各 サー ビス ・フ

ァイルからの逆供給 を うけて,全 ファイルを復元す る

とい う考え方以外に,今 の所解決の方法 がない。'

これは,パ ック ・ア ップ ・フ ァイル と各サ ー ビス用 フ ァイルは完全に重 複す るし,ま た各サ ー

ビス ・フ ァイル間 にも,或 る程度の重複が生ず る。 これは

1.ト ー タル ・システムとしての巨視的効 率 一

2.各 サ ービス用 フ ァイルが,コ ス ト的 に成立条件を持つ ことによ り自由競争原理による情

報 流通産業を形成 させ る。

5.ト ー タル ・』システ ムとしての安全性 ・信頼性 を保証す る。

とい う難点 から,必 要 な重 複である。 そ して公共財 としてのバ ック ・ア ップ ・フ ァイルの形成は
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パブ リック ・セクターの重要 な責任 の1つ である。

〔理 論 編 で 用 い られ た 技 術 用 語 の 定 義 〕,

個体 と個体 のID:「 何 々に関す るデー タ」とい う場合の 「何 々」に当るのが個体 であ る。 そ

の個体を 識別す るために1対1の 対応を持つ記号 を個体のID(Identificati・n

number)と い うo

属 性 と属性 の値:個 体 に関す るデ ータを抽出す る場 合,そ の個体を見 るい くつかの観点があ る。

例えば入事 ファイルを構成 す るには,「 氏名 」 「性別」 「学歴」 「特技」 「性格 」etc

・の観 点が設定され る
。 これらの観点か ら個体をみ るとき,「 個々は;こ れ これの属性を持

つ 」 とい う。それぞれの属性に,例 えば

氏 名 一 〇井 ×夫

性 別 一 男

学 歴 一 △大学▽学部卒

特 技 一 棒高跳 び

・ などの内容を与え るとき○この内容 が属性 の値 であ る
。

アルフ ァニ ュー メ リ ック ・デ ータ:そ のデータを特性づけ る属性の値 が,何 らかの文法や文

的関係を もたない記号で構成 され るよ うなデ ータを ,ア ルファ ニ ュ ーメ リ ック なデ

ータであ るとい う
。統計数値,在 庫 データ,人 名録,な どである。

.センテンシァル ・デー タ:属 性の値 が日常言 語・ または何 らかの人工言語により,そ の持つ文

(注1)法 規 則によ
って,「 文章形式 」を もって表現されているデ ータをい う。

アナ ログ ・デー タ:属 性の値が,絵,図 面,写 真,立 体像のよ うな,ア ナログ表現 によって表

(注1)わ され
るよ うなデータをい うo

(注1)論 文や記事の場合,本 質的には センテン シァルであ っても,そ れを ファイル

に収め るとき,文 法や文章構 成法 を無視 して キー ワー ドに分解 した とき,セ ン

テン シァル ・データをアルファニューメリック 化 してい ることに なるo同 様

に,図 や写真や 分子構造 などを,何 らかの形 でデジタル表現 した ときには,ア

ナログ ・デー タを アル ファニ ューメリック化 した こと'となる。

アイテム:個 体に関する情報 をフ ァイルに収 め るに当 って最少単位 となるもので,個 体 のID,

属性 の名前 などがアイテムとして とられ る。

アイテム ・バ リュー:各 アイテムの中に収め られる,個 体 のIDの 値 や属性 の値 で,特 定の記

号化法 によって記号表現を とったもの。
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レコー ド:い くつかのアイテム(実 際にレ コー ドを構成 するのは アイテム ・バ リュー)の 集 ま

った もの で,フ ァイル構成の単位 となる もの。(コ ンピュータ用語におけ る ロジカル ・レ

ユー ドに相当す る
。→'し.・ 一

アイテム ・キー:1つ の レ コー ド(す なわち,1ま とめになったアイテム群)を 識別す るのに

用い られ る記号。例 えば個人別 に ファイルされた人事 ファイルでは・個人 識別番号力㍉ そ

の個人 ファイルの格納番号 など。

ファイル:レ コー ドの集 まり。 レコー ド内のアイテムの配列法 によ り,シ リアル ・ファイル

(ま たはダイレク ト ・ファイル)と インバーデ ッド ・ファイルの2種 が ある。

シリアル ・ファイル(ダ イレク.ト・ファイル):1つ のレ コー ドに個体 のIDま たはそれに代

るアイテム ・キーを先頭 にして、その個体 の属性 に対応す るアイテムが収め られてい るよ う

なファイル。 人名録,カ タログ集 な どは,こ の代表的な例 である。

インバーデ ッド ・フ ァイル:属 性の値 またはそれ に代 る記号をアイテム ・キー とし,そ の属性

の値を持つ個体 のIDを ア イテム ・バ リュー として構成され るレコードか ら成 るファイル

個人別 でなく,学 歴別,職 階別,職 種別等に編成 した職員名簿は,こ の類 であ り,図 書の

'巻 末 につけ られた索引は
,こ の変 型(個 体 のIDで は なく,そ の掲載 頁をア イテム ・バ リ

ューとしている)

探 索用 アイテム(サ ーチ ァブル ・ア イテム):レ コー ドの中で,フ ァイル ・サーチの時に,そ

のバ リューを探索キーとして用い るアイテム。

タグ:サ ーチ ァブル ・アイテムのバ リュー0

1次 デ ータ:収 集工程で集められ たデータその もの。 図書,論 文,新 聞 の切 抜き,記 入済の調

査 票など。 これに分析 ・評価が加え られて,2次 デ ータが造 られる。1次 デ⊂ タが対 象と

す る個体 のIDか,ま たはそ の1次 データの受付番号か,ま たはその1次 デー タを収め る

1次 データ ・ファイルの中でのア ドレスが,そ の1次 データのIDと して用い られ る。

2次 デー タ:1次 デ ータに対 して,そ の内容を分析 し評価 を加 えた結果を,フ ァイルを構成 す

る個 々のアイテムに対するアイテム ・バ リュー として表現 した もの。 そのためには,

Oア イテムの種類 と個数 があらか じめ設定 され てい ること。

O各 アイテム毎に,バ リューの集 合が設定 されてい ること。

O各 アイテム毎 に,バ リュー決定 の基準が設定 され ていること。

が必要 であ る。2次 データを構成す る最少限度必要なレコー ド内容は,

(D1次 データのID

(ii)サ ー チァブル ・アイテムのバ リュー
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である。

データ ・ペース:デ ータの集 まりに対 し,そ れを構成 する内容(ア イテム,ア イテム ・バ リュ

ー
,そ の集 まりとしてのレコー ドetc)か らみ るとき,「 フ ァイル」 とい う呼び方をす6。

それ に対 し,利 用 目的 の方か らみるとき,そ の目的に対 して何 らかの処理方法(手 続)が

あ り,そ の処理手続 きに対 してデータを供給す るファイルが,必 ず しも1つ でなく複数個

あるとき,そ のフ ァイルをデ ータ ・ベ ース とい う名 で呼ぶ。特 に個 々のフ ァイルを強調す

るときは,シ ングル ・データ ・ベ ースと呼び,複 数個の フ ァイルを強 調す るときは,マ ル

チ ・データ ・ベ ース と呼遥も

クェリー ・デー タ(Querrydata):デ ー タ要求 があった とき,そ の内容をフ ァイルか ら

求める回答を得 るに当 ってフ ァイル探索,回 答編集 が可能 なよ うに記号化 編集 した も%

プ

参 考 文 献

フ ァ イ ル に 処 理 技 術 につ い て の 解 説 書 と し て,次 め も の が あ る。

中 井 浩 ・笹 森 勝 之 助 等 著:.情 報 探 索 シ ス テ ム。 日本 経 営 出 版 会 刊(1971)'

Mead・w, .C.T.(渡 辺 茂 監 訳):情 報 探 索 一 探 索 言 語 ・情 報 構 成 ・フ ァ イ ル 処 理 。

日本 経 営 出 版 会 刊(1970)

Salton,G:Automaticinformationorganigationand

,et,eval.McG・aw-Hill,(1968)

Lefkovity,D.:Filestructureforon-syote

(・)

個 々 の 実 動 し て い る シス テ ム の 内 容 は,そ れ ぞ れ の 解 説 書 を参 照 さ れ た い。
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当研究会は、その調査研 究の過程 において、データバンクの概念規定 、その分析 の方法論 をあ

らか じめ立 ててか ら事例研究 を行 なったのでな く、理論的研究、事例研 究を併行 して行 な うこと

の中か ら、デ ータバンク とい う名 で呼ばれる事象 を如何 に抱えるべ きなのか、デ ータバ ンクとは

如何 にあるべ きか を、多 くの事例 の中か ら模索 したので ある。 この事例研究 の成果を、第2部 に

収めた。

第2部 の事例の構 成は、先ず最初(2.2)に 、 当研究会が模索 して来 た多 くの問題意識 に対 し、

極めて現実的 な立場か ら多 くのものを、資料 として も考え方 の上 でも提 供 した、米国加州政府 を

中心 とす るデ ータベ ースに関す る ものをおいた。

それ以後 、米国に派遣 した調査団の成果や国内 で行 な った事情聴取 の結果 をまとめてある。

これは吾 々の事例研究の姿勢が網 ら的 であることを意図 しなが らも、現実的制約のため に断片,

的 、部分的にな らざるを得なかった。 また この選択 も、必ず しも典型的 なもののみ を選 んだ とは

言えない。 しか し、大体 の傾 向 を把握す るのに必要な程度は集 めたつ もりである。 ここに集録 さ 、

れていない ものは無数 にあ り、吾 々は氷山の一角 を把 えてい るにす ぎない とい う不安 は残 ってい

るが、第3部 の分析においては、その要素 を充分意識 し、無理な結論 を導かない努力を したつ も

りである。

この各事例に対す る多 々の討論結果 を、(2.1)に 「考察 」としてま とめて ある。 この考察内

容が大方の批判に耐え得 るものであるか否かが、 この報告 書のかなめで ある。それ と同時 に、 こ

れ らの事例 が、デ ータバ ンクに関心 を持たれ る方 々に とって参考になれば、当研究会 の最大の成

果 であろ う。

喝

θ
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1 各 事 例 に 対 す る 考 察

(1)米 国加 州 政 府 を 中心 とす るデー タベ ース

に対 す る考 察

{2)組 織 内 デ ー タベ ース の事 例 に対 す る考 察

(3)企 業性 デ ー タバ ンク の 事例 に対 す る考 察

(4)公 共 的 デ ー タバ ンク の 事 例 に対 す る考 察
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1 各 事例 に対 す る考察

当研究会は、多 くの事例に対す る討論 の中で、デ ータバ ンクを模索 して来た。 その結論 とで も

い うべ きものを以下に、箇条書 き形式 にま とめる。

吟

P

司

(1)米 国 加 州 政 府 を 中 心 とす る デ ー タ ベ ー ス に 対 す る考 察

(2.2)に おけ るマク ドナル ド氏の概説、討論 を通 して吾 々の受けとった ものは、次 の通 り

である。'

(D加 州政府の中心の箇 々のデ ータベ ースにおいて基本的 な考 え方、用 い られている技術につ

いては、驚 くべき ことは何 もない6む しろ、 あまりにも常識的であることに驚いたのである。

(川 それは、非常 に現実的 であ り、着実な考え方が基本線 として一貫 して通 ってい るか らであ

る。吾 々は、米 国連邦政府vak急 げ るPPBS導 入 の過程 において、その一環 としてデータベ

ースの充実が意識 されているのではないか とい う予測 があ
った。そのため、PPBSと 共 に

トータル ・システム意識が先行 し、多 くの複雑、高度 な技術が導入されているか も しれない

と思 ったのである。 しか し現実 は、 「コン ピュータがな くとも当然行 な うべき業務 」として、

多 くのデータベ ースができつつ あり、それを根底 として、 トータル ・システムを、遠 く見通

しつつ、問題意識の根底 においているのであった。

㈲ その基本線が着実 であるのに対 し、デ ータベース群全体 としてのスケールの大 きさ、 カバ

ーする範囲の広 さ、処理す るデ ータ量の豊富 さに圧倒 された。人 口において日本 の%、 州政

府の コンピュータ保有台数において%で あるのに対 し、 コンピュ=タ 利用 に澄け る費用が3

倍 とい うバ ・ク ・グラウン ドか ら考え るとき、 コンピュータ利用の基本 的考え方や態 度が、

体質的 に異な ってい る事 を感 じる。

(iv)こ れ は、

(a)州 政 府の内部業務の徹底的 なコンピュータ化 o

(b)種 々の新 しいプロジ ェク トが、 コンピュータをベ ース どして計画 されること。

(c)コ ン ピュータといわず、種 々の機械 や手法 を、必要があるとき、現実的 な効率判断 を基

礎 として、現実的 に導入す る米国人の性格。(日 本 や ドイツの ように、 トータル ・システ

ム とか、全体 としての効率 な どを抽象的に考えず、現実 として効果があ り、現在考え られ

る範囲が限定 されれば、 この中での最適 システ ムを考 えることは、単 に資金が豊富 である

か らとのみは言い切れない示嵯を与 えて くれる。

な どが考え方の背景 にある。
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(V)デ ー タベ ース網 の企画 ・推進力の中心にい極めて現 実的であ り情熱 をもつスタ ・フの存在

した こと。

この ような、現実的 な考え方 を基盤 としない限 り、観念 の中か らは、 このよ うなス ケールの

大 きく、利用面 か らみて緻密なデータベ ース網はで きないのでは ないか とい う印象が、本研究

報告を通 しての一つの底流 を形 成 している。 また、その推進 において、中心 とな る人間の重要

性 とい う、極めて人間的な要素 とも、吾々は考えさせ られ ることがあった。'
●

(2)組 織 内 デ ー タ ベ ー ス の 事 例 に 対 す る 考 察

米国の事例は、調査団の直接訪問 した記録 を中心 とす るもので、氷山の一角にす ぎない。 こ

の訪問先選択 において、 ノースァメ リカンtロ 。キー ド{Dよ うに、NASAと の関連か ら、M

ISの 一環 と して強大なハー ドウエアtソ フ トウエアを駆使 してデータベースを形成 している

であろ う所、ペ ンシル ヴァニァ大学の ように、 自己の研究 目的か ら出発 して、他 のデ ータベ ー

ス との連携網 を形成 している所、 ボス トン小児科病院 のよ うに、定 まったデータが多 く発生 し、

い くつかの特定 目的に用 い られる所、そ してニューヨーク連邦準備銀行の ように、 ク ラブ的な

データバ ンクを運営 している所 な ど、い くつかの類型 によって事例 を求めた。 これが各類型に

おいて典型 的であるとはいえない し、また得 られた内容に も精粗が ある。 これに対 して、

(1)一 般的 な ことで あるが、一般事務の レベルまでコンピュータを利用する体制が できてい

る ごと。 ハ ー ドウエア、 ソフ トウエアを使い こなす レベルが】 日本 よ り高 いこと。

『(2)TSS
、 オ ンライン、デ ータ ・マネージメン トの技 術が普及 してhる こと。数 年前、米

国を視察 した報告 において、TSSは ま だ普及 してい ないか のような内容 を見て行 った調

査団 メンバーと しては、その普及の速度 と、 「米国 は、決 してその表面をみてはならず、

その根底 を支え 、急速 に顕在化する、その根強い潜在力に注 目しなければな らない 」こと

に印象づけ られ た。

(3)日 常 業務 の中か ら、 自然に発生 して来るデ ータベースが相互に関連 をもち、強力な もの

に発展 して行 く過程 の中に、 「抽象的、観念的な理論 よりも実行 力 」とい うものを感 ずる。

とい うことである。箇 々の事例 について、詳 しく知 りたい方 々に とって物た りない感 があるで

あろ うし、類型別 に もう少 し高い レベルでの調査が何かの機会に行 われる必要を感 ずる。

日本 の事例 については、MISに 関す る事例 は、現在 の所集め られなかった。 これは、各社

の機密 に属す ることで あり、当然ではあるが、残念 である。 その1例 として関西電力について、

その部分的な紹介 を行なっている。財務諸表 を中心 とするデータの内部利用のためのデータベ

ース として開銀
、長 銀の例、株価、財務諸表 に対 する野村総研の 例は、公開 して企業的データ
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吟

4

バ ンクに発展す る可能性 をもつ ものの事例 である
。鉄連の例は、ク ラブ的デ ータバ ンクの事例

であり・同業種の中でのハ ー ドウエアとデータの共同利用を基点 と して起 る ものの例であると

同時 にVこ の報告 の中 では表面的には出 してないが、データと しては個々の業務 を横断的に把

え る必要があり、それ を利用す る例 は業務毎の縦割 り組織 中で利用す るとい うデータの流れ を

意識的に把えている点で重要で ある。 これに対 しては、

(1)日 本 は用いてい る技術では、米国に種 々の点で劣ってい るけ れども、 これらの事例か ら

み られ るように、過去の業績 と現実 の要請か ら、着実 に成長 しつつあるデータ ・ベ ースが

ある こと。 この姿勢 で、多 くの所 に、多 くのデータベースが育5て 行 くことを強 く希望す

ること。

(2)内 部 事務管理において、 コン ピュータ利用が進んでいる所 において、 「デ ータバンク」

といえる ようなデ ータベースが育 ってい ること。 これは、現実 的要請 と、 ファイルを処理

す る技術がバ ランス しなければ、健全 なデ ータバ ンクは育たない ことを示 してい る
。 コン

ピュータ ・メーカの、 ファイル処理技術の習 熟と、 コンピュータの普及 と共に
、 データベ

ースの加速度的普 及が予測される
。

(3)MISと の 関連 におけるデ ータベースについては、民間企業 の中での意識は極めて高 く、

計画 中の所を含め ると殆ん どの所で何 かの形 でデータベースが あるといえ よう。

しか し問題は、

(D多 角経営や、人口の集 中に よる社会の複雑さなど、デ ータ ・ソースやファイル収録項

目の複雑 さにより、 データベース ・システ ム設計の困難さ。

(ii)フ ァイル技術が普及 していないこと。

(iii)シ ス テム設計ので きる人材、それに要するマンパ ワーが各企業の中で不足 しているこ

と。

(iv)MISは 必 要 だと感 じても、 データベ ース ・システムに対す る現実的要請、理解 のな

いことb・

などが、健全 な発達 をざまたげている。

(3)企 業 性 デ ー タ バ ン ク の 事 例 に 対 す る 考 察

米 国の事例 は、調査団 の出発前 に、大規模にデータバ ンク としてサ ービス している所、それ

自身 としては小規模であっても全 米に普及 しているサ ービスの例 などを選んだ。 この事例研究

の重点は・如何な る機構 ・機能を もってい るか、経営的に成立す る要因は何か、 明 らかに す

ることであった。 これに対 しては、 次の ような結論が得 られでい る。
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(1)こ の中に2種 の成立条件 がある。 一つは永い歴史の中で、同種 の業務 を行 なってお り、

コンピュータの利用 によ り業務 の合理化、拡大を して来 た所 と、 もう一つは最初 か らコン

ピュータ利用 に よって出発 した所 である。長 い歴史 をもってい るもの としてはダン ・ブラ

ッドス トリー ト社は120年.ポ ーク社は100年 、 ク レジ ・ト・ビューロー社は70年

で ある。 これ に対 し、 スタンダー ド ・フ.ア社は、1967年 頃 より財務 データをサービス

す るConpustatを 商 品 と して売 り出 した ものである。 これは最近マグ ロー ・ヒル社 に

吸収された。 マグロー ・ヒル社 は長い歴史 をもっ書店で あるが、最近 コンピュータ利用 に

ょる多角的な経営 をは レめ、その中にデータバ ンク業 も入 っている ものである。

(2)採 算 性か らみると、徹底 的な専業化 と、徹底的な多角化 と2つ の傾向がみ られ る。専業

化 の例 としては、 この事例の中にあるものと しては、 クレジ 。ト ・ビューロー社が あり、

この他 にある多 くの事例 の中で、資料 にまとめ られなか った ものの中か らとり上げる とデ

ータ ・リソーシズ社が ある
。 これは比較的経営規模の小 さい所。 この要因は、大 きいマー

ケ ・トを もつデ ータに、努力 を集 中す ることに よって コス ト効果 を上げ る傾 向を示 してい

る。 この事例の中に上げ得 なか った多 くの企業性デ ータバンクはこの系列に属 す る。

これ に対 し、ポ ーク社、 スタンダー ド・ブァ社な どは、デ ータ ・バ ンクを主業務 とし、

多角経営 してい るものに属する。 この種の ものは経営規模において大 きい もので あり、 多

角経営 をす るこ とに より、1つ のファイルの多 目的利用に よってコス,ト効果 を高める こと

をね らっている ものである。 これに対 し、マグロー ・ヒル社の ように、主 とす る書店業務

で地盤 を造 り、それか らデ ータバンクに進出 した ものもある。 この ような成立、発展過程

は 日本 において も参考 となる ものである。

日本の事例 と しては、組織内データベ ースの事例 としてあげた興銀、長銀 、野村総研 は、

現在、企業的デ ータバ ンクに移 行 し2つ ある ものである。 これ を企業的デ ータバ ンクとし

て眺め ると、米国におけ る事例 の ように長 い歴史は持 っていないが、業務の 中で蓄積 され

ていたデータが、 コンピ ュータの利用 と共に、企業的デ ータバンク と発展 した例 と して興

味が ある。 この種のデータバ ンク として他 にも多 くの成立可能なデータ ・ファイル をもつ

所があると思われる。その意味で、 日本 における先導的役割 を果 たす もの と して評価 する

と共に、 この ような成立要件の あることを強調 してお きたい。

紀伊 国屋 の事例は、まだ本格業務 を開始 していないがマグロー'ヒ ル社型の 日本 におけ

る最初の事例 と して、 これ もまた先導的役割 を果 たす ものと して、同社の諒承の もとに事

例 としてあげ た。最後 に事情聴取 の中か ら、三社ばか りの事例 をあげたが.こ れ らはデー

タバ ンクといえるか否か問題が あるが、 日本 においては、 この段階の ものか らデ一夕バン
ー70一
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クが育 って行 く可能性の強い.ことを考慮 して、事例 を申 しあげたのである。 これ らは、紀伊

国屋 も含 めて科学技術情報をマシン ・リーダブル形式 で市販 された ことが、成立の大 きい条

件 である。す なわ ちファイル をみつかち構 成せず、フ ァイル内容 とな るデータ.の供給 を う.け

てサ ービスを行な うものである。 これは科学技術情報 によらず、 あらゆるデ ータについて、

豊富なデ ータ供給が あると、民間のデータバ ンクが容易に成立することを実証す るものであ

る。 これ らを通 していえることは

1.日 本 は全 くの萌芽期 であるこ と。

2.デ ータバンクとして成立す る条件 は、技術的 にも需要の方か らみて も機は熟 してい る

が、それ に踏み切 らせるための僅かな加速が必要で ある。

(3)そ の加速は、資金供給 であることもあり、技術供給 であるごともあり、データ供給 である

こともあるが、 もう1つ は、 「それが必要だ 」とい う需要の顕在化とそれ を見通 しての決断

であろ う。,

●

亀

(4)公 共 的 デ ー タ バ ン ク の 事 例 に 対 す る 考 、察

これ は各国に多 くの事例 がある。特 に科学技術情報に関 しては無数にあるし、一般情報 につ

いて、政府機 関 として多 くの機関 がある。 この ため、 日本の、代表的な事例 として、JETRO

とJICSTの み をあげ て、 この中に入 っていないが国立国会図書館をも含めて、共通 して言え

ることは、 「それを設立すること自身をプロジ ェク ト」とす る国家的政策 の中で生 まれている

ことである。 しか し、事例 の中にあげていない ものの中に、アジア経済研究所、原子力研究所

の ように、研究業務の 中で集 ま ったデータを、サ ービスす る方向に進む場合 も、潜在的には数
.

多 くあるものと考 え られ る。多 くの国公立 の研究機関 は、殆 どがそ の可能性を もつ ものである。

多 くのデータ種類 に対 し、データを収集 しファイルを構 成す る仕事は、民間では、何かの基

盤 を持 たないか ぎリコス ト負担が大 きい ものである。情報産業 を育成する上で、資金のみでな

く、社会で必要 とす るデータを、キメ細 か く(観 念的 な抽象論 ではな く)現 実的に、収集 もフ

ァイルを構成 して、民間 にデータを供給す る仕事 がパ ブ リック ・セ ンターの責任 であるとすれ

ば、公共的デ ータバンクの設立に、 もっと政 府は努力すべ きで ある。

また、JETROに せ よJICSTに せ よ、 これか らで きる特許情報 センターにせ よ、決 して現

在 の規模 では不充分 である。(例 えばJICSTは 、米 国の化学部 門のみのサービス を行 な う

ChemicalAbstractsServiceと 同程度の規模 であ り、予算 的には数分の一に

す ぎない。)こ の育成発展に、 もっと力 をそそ ぐべ きである。

しか し一面、 日本の公共的 データバγクが官僚化す ることは避 けるべきである。 日本の行政
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官庁 の下 にあって、政策の名の下に需要側 の真の要求か らはずれるサー ビスを行な うべ きでは

ない。 それ と同時に、民間のデ ータバンクの育成をさまたげる方向を避けるべ きである。民間

へのデ ータ供給、 フ ァイル供給 に本質 があ り、サ ービスによって利潤 をあげ る性質 の ものでは

ない。そのため には資金を、公共投資、先行投資 として、 これ らの公共的データバ ンクに投下

すべきである。

加州 で計画 した4つ の大 きいプロジェク ト

o加 州集約交通 システム(協 力会社:ノ ースァメリカン航空会社)

o犯 罪 防止 と管理 システム(協 力会社:ス ペース ・ゼネ ラル社)

o靡 き物処理 システム(協 力会社:エ ア ロ ・ジェ・ト・ゼネラル社)

o加 州 情報 システム(協 力会社:ロ ッキー ド・ミサイル社)

が1965年 に出発 し、 この中でデ ータベ ースの構成が行 われた。 その中か ら生 まれ、FBI

お よび周辺他州 をも結ぶ所まで発展 した犯罪情報通信 システ ムの全容 を リス トに した ものであ

る。

●

δ

竃

'
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‖ カ リフォルニア州のパ ブ リックセ クター におけ るデータベ ース

わ れ われ は 、1970年3月 に ア メ リ カの デ ー タ バ ン ク の 現 状 を調 査 す る た め に 、 海 外 視 察 団

を派 遣 した 。 そ の 結 果 、 カ リ フ ォル ニ ア 州 に お い て そ れ が い ち じ る し く発 展 して い る の を ま の あ

た りに し、 これ を 体 系 的 に 把 握 す る こ と を痛 感 し た 。

そ こ で 、 この 道 の 権 威 で あ る カ リ フ ォル ニ ア 州 財 政 長 官 特 別 補 佐 官 マ サ イ ァ ス.F.〔 ク ドナ

ル ド氏 に カ リ フ ォル ニ ア 州 に お け る パ ブ リ ック'セ ク タ ー に お け る デ ー タ バ ン ク の 実 態 に つ い て 調

査 を お 願 い した 。

同 氏 は 、 公 務 多 忙 の お り に も か か わ ら ず 、1971年2月 に ・PublicsectorData

BankanddataprocessinginCalifornia"な る報 告 書 を 御 送 付 くだ さ れ

た。

こ の レ ポ ー トは 以 下 の 目 次 構 成 に な っ て い る

ChapterI

State,CountyandCityGovernmentsan(f

PublicEducationinCalifornia

Chapter丑

UsesofDataProcessinginCalifornia

ChapterHI

ObservationsandProbIems

Chapter】V

Reco㎜endationsforFurtherStudy

こ の 内 容 に つ い て の 概 要 は以 下 に 述 べ る 。

(1)現 状 と 問 題 点

カリフ ォルニア州は、アメ リカ合衆国 の各州 の うちで最 も人口が多 く、1970年 の国勢調

査 によると、その人口は約2,000万 人 であり、その個人所得の総計は800億9000万 ド

ル であるが、州内のいろいろな政府階層(州 、郡、市 など)の 間 には人口 とか経済活動の程度

の違 いなどか ら大 きな差異 がみ られ る。

また、いろいろ と境界線 の違い もある。標 準統計区域(StandardStatistical

Area)に は それ 自体の境界線が あり、州統計区域(StateStatisticaI ,Area)

は また別の境界線を持 ってい る。 更に州には水の問題や水資源供給目的のために地域計画区域
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とい うのが設定 され てい る。

こうした区域に関 して多 くの問題が ある。各区域内の計画 を最終的 に統 合 し、州全体 としてそ

の他の諸計画 と総括 して行 く上 で問題が ある。各種計画が互に調和 し矛盾な く運営 できるよう

にしたいのだが、カ リフ ォルニア州 は未だこ うした問題 を完全 に解決 した訳 ではない○

市政府間に も大きな開 きがあ り、 カリフォルニア州には400以 上 の都市が あるが、ほ とん

どの ものは非常 に小 さ く、少数 の ものは逆 に非常 に大 きい』

教育分野 では、 まづ中央教育局(CentralStateDepartmentofEducat-

ion)が 首 都サクラメン トにあ り、州内の教育 に関す る責任 を負 ってい るが、地方の学校の運

営 については各地方が管理 をしてい る。州内には、1100以 上 の学校区があ り、地方学校区

には公選 による教育委 員会(SchooIBoard)が あ り、そ の学校区内に住む人々が選挙に
、

よって教育委員会へ代表 を送 り込み、教育委員会は、その学校区内の教育行政 とその意 思決定

に関 して責任 を負い、州の教育局は教育 に関す る巾広い政策 を設け るこ とに よって、地方学校

区 を援助す るとい う仕組み になっている。 しか し、地方学校区 には区内の学校運営 に関 してか

な り広範な 自活が許 されそいる。 しか しなが ら、教育補助 金のお よそ半分 は州政府が出 してい

るが、残 り半分が地方政府の財産税 で賄われていることか ら学校区 の地方運営委員会は地方財

産税 の使 途について大 きさ発言権 を持 っている。

診

EDPに 関 す る 行 政 機 関 連 絡 委 員 会

カ リフ ォルニア州 は数年前 に情報 の行政機関間の移転が非常に大規模 であ り、そ して州か ら地

方の政府 を網羅す るインフォメーシ ・ン ・システムの設計 と政策決定 の問題 に地方政府の人々、

つま り、郡、市それに学校区などの人々が発言 したい と思 ってい る之 とに気付いた。

当時われわれは2つ の問題 を抱えていた。第1の 問題 は州政府内のいろいろな部局全体の政策

方針(PoIicyDirection)が ない事 であり、第2の 問題 は諸 行政機関を結ぶ適当なコ ミ

ュニケーシ ョンがない とい うことであった。

そ こで1967年 にわれわれは2つ の政策委員会 を設置 した。-1つ は州デ ータ処理 政策委員会

であ り、 これは州 の主要 な局の長官 た ち、例えば財務長官、州会計監査人、検事局長、財務庁 出

納局長、州務長官 とい った人達に、それ に州知事の官房の資源長官(Secretaryof

Resources、 人 間関係長官(SecretaryofHumanRelations) 、 ビジネスお

よび交通長官(SecretaryofBusincss&Trausportation)農 業 お よびサ

ービス長官(SecretaryofAgricultur&Service8)な ど とい
った人達 か ら

成 ってい る。
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そ の 他 に も う1つEDPに 関 す る 行 政 機 関 連 絡 委 員 会(Inter-Govermmental

BoardonElectronicDataProcessing)を 結 成 した
。

の カ

このEDPに 関 す る諸行政機関連絡委員会(以 後IGBと 呼 ぶ)は 州知事官房 の4人 の長

官を代表す る4人 の州政府職員 、郡 政府代表の3人 、市政府か らの3人 、教育分野か らの3人 、そ

れに極 く最近になって検事総長 の代理 として司法執行分野の職員1人 を加えた ものから成
ってい

る。

IGBの 設置は大変 よい アイデ アで、 これによって政府各階層間 の情報交換が促進 した。IG

Bは そ れ 自体は インフ ォメーシ ・ン ・システムを開発す る責任 を負 わず
、忠告 した り指導 した り

す る責任が あるのみ で、 コン トロール した り認可する権限がないため、委員会が望 んだ ところを

全て実現 するまでには到 ってい ない。 しか し、われわれは実験 に協力 し協同作業 してお り
、そ乳

にプライバ シーの保護 、コン ピュータ情報 の安全、標準化 の必要性、州の要請 を満 たす上 で地方

政府が抱 える諸問題等、地方政府 レベルの意見に対する州 レベルの議会や州知事の注意 を換起 し

た点で大い に業績 をあげた。 こ うした観点 にたってIGBは 州 政府お よび州内の地方諸政府でど

の ようなシステムが運用 されており、 どのような種類 の機器 を用いて
、 どの ような種類 のデータ

ベースが機能 を発揮 していて
、更 に将来の計画が どうな っているかを見極 めるために上述 の調査

を行 なったので ある。

IGBは1か 所 で成功 した経験 を他所で生かすことを願 う立場 にある
。つ まり俗 にい う'車 の'

再 発明をす る手間 をはぶ く"こ とが 目的である。そ してある組織が学んだ教訓 を他所へ適用 し
、

知識 を他 所へ移す ことがで きるな ら同 じ問題について再び費用 を出す ことが避け られ ようとい う

訳であ り、IGBは 本 調査に よって各種で何が行なわれているか を調 べ、他所にその結果 を発表

して他 の機関 での利用 を計 ったの である。

IGBの 技 術委員会はインフ ォメーシ ・ン ・システムのガイ ドラインのマニ ュアル を確立 した

全ての組織で これ を実 施せ よとい った意味 での標準ではな く、 これは あくまでガイ ドであるが
、

もしこれが各行政機 関で順守 されるならば、やが ては互に情報 の交換 ができ るようになるで あろ

うし、情報の様式 も統一 された もの
、になるか ら他 の組織 が利用す ることも可能になるであろ う。

市や郡 や学校 区などの区域 との関連か ら、また こうした機関の多 くが自分達でコンビ三一タを

買い、そ の設置 を別 個に始 めたために、彼等のシステムは他 のものとは独立 した個別 のものとな

り、また独 自のシステムを持 ったた めに大きな投下資本を必要 とす る結果をまねいたのである
。

さf、 州の レベルか ら例えば誰 れかが来て、"も'し データの記録の仕方の標準化 を し
、COB

OL、 プ ログラミングの標準 を設 け るなどこうした行政単位 間の情報 の流れを容 易にするために

標準化 を進 めた ら、みんなの役 に立つのではなかろ うか"と 持 ちかけ たとしたら、誰れもかが
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'そ れは素晴 らしい考えだ。 しか し、私 は 自分のシステムに既に莫大 な投 資を し、システ ムは私

が欲す ることは何んで もや って くれるし、私の 目的には結構役立 ってい ますか ら、今 更システム

を変え る気 はありません"と 答えるに違いない。 これは非常に困難かつ重大な問題で ある。

私は この報告書の何処 かで述べていると思 うが、.ある組織 はそれ 自体非常にダイナ ミックであ

り前 向きなの であるが、その ことが次の飛躍の妨げ になっていることがある。何故 なら莫大な投

資を した以上、元をとらねば ならないので、 ある程度の減価 消却がすむまではわれ われの提案 を

のん で大 きな変更 をシステ ムに加え、 プログラムを修正 した り機器 を取 り換 えた りしたがらない

か らである。 一

そ こで行政機 関各階層 間の情報の流れが どの程度必要になるかを考えた上 で情報交換の標準化

をかな り早 い段階 で行 ない、設定 された標準 に従 って地方政府にシステム を作 らせれば われわれ

が抱えているこの重大 な問題 を回 避することができよう。

われわれのIGBは こ うした協力 と統合 を奨励す る立場 にあ るのだが、真 の権限 なくしてはこ

うした方向 に前進するのはなかなか難 か しい。

●

■

カ リフ ォ ル ニ ア 州 政 府 の デ ー タ 処 理 の 調 査

調査受託会社は主 と して調査表のアプローチを とり、多 くの場合個 人面接 に よって補言 した。

またこの調査の途中 で調査力点の変更が行 なわれ、当初調査は開発、運用 されてい るシステ ムの

在庫調べ のために開始 されたが、途中でIGBは システムの詳細やデ ータ ・ベースの仕様な どよ

り問題分野 を明 らかにす ることにせ よとい う調査方針を打 ち出 した。

次に 日本の県 に相当す る郡 におけ るデータ ・ペ ースの用途 についての調査結果だが、第1に 人

口が多い郡はデ ータ処理予算 も大 きい ことが判 る。そ して予算の大 きい郡は一般的にい って 自動

化されたデ ータ ・ベ ースを目指 して前進 してい る。'.

業 務 の多 くは司法執行 の分野の ものであ り、その次が病院管理計画 の分野 である。病院管理の

データ ・べLス の実現 に関心が持たれてい る理 由の1つ は病院 自体がかな り閉鎖的 とい うか限定

された分野であ り業務 の反復率が高い もの である。また病院の費用は管理 が困難で しか も重要だ

か らである。 アメリカでは病院 の経費が急激に増 加 しつつあるので病院管理 の向上に大 きな関心

が払われてお り、 ロ ッキー ド社 を含 めて幾つかの会社が病院デ ータ ・ベ ースの運用 システムの開

発 に力を入れて来 た。 また郡立病院、州立病院それ に私立病 院で もデータ ・ベースの開発に関心

がもたれている。

それ から、会計や予算 な どの財務 分野 でもある程度の作業が行 なわれている。それ に しても、

こ＼に出ているようにわずか4つ の運用分野 つま り司法執行、計画立案、病 院その他 の分野 しか
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開発が進んでお らず、他の多 くの政府活動 の分野には あま り着手 されていない。

都市 の場 合には もっと遅れていて、司法分野に大 きな力が入れ られているが、他は大 した こと

はない。 司法や財務 分野 が最 も注 目されてい る。財務分野が何故進んでい るか とい うと、私 の感

じでは、財務分野の人々は 日頃会計や予算の業務に従事 しているので数字に慣れてお り、 こうし

た方法で情報を得 る価値 が判 ると同時にコン ピュータ ・システムか ら情報 を得 ることに低抗 を感

じないか らだ と思 う。司法分野に力が置 かれている主 な理由は2つ ある。ひ とつは連邦政府が司

法分野には非常 に大 きな資金援助を行ない犯罪防止のために出来 る限 りのシステムの改善 を計 っ

てい ることであり、 もうひ とつの理 由はニーズが明 らか なことである。市などの地方地 域社会に

住む人々が問題 を良 く認識 してお りこの分野 の改善を支持 してい ることに よる。

・犯 罪 情報 通信 シ ス テ ム

私が知る限 りでは連邦か ら地方レベルまでオン ・ラインで動いているのは司法システムだけで

ある。政府関係の業務範囲では司法関係の情報交換機能は断然他を引き離して進んでいる。

ひ

φ

土 地 利 用 情 報 シ ス テ ム

ついでにもう1つ 事例 について ふれておこう。数年前 にカリフ ォルニア州政府 はいろいろな政

府 レベル で保管 されてい る土地利用に関す る情報 についての研究 を行 なったことがあるが、これ

はTRWシ ステ ムズ社 に よって行 なわれた非常 に抱括的な研究で あった。非常に広範 な調査 と質

問書に よる調査が実 施 されたが、私の記憶では これはた しかいろいろな土地利用面に関す る基本

的情報800種 に関す るもので、州政府 とか郡 の評価人事務所 、市の記録、民間部門 ではローン

会社の資料、銀行 とか不動産会社 など異 なる場所 で保管されてい る資料 と、 その運用 システムま

で含む もので あった。

州の 目的は統合情報 システムの確立が可能 か どうかを調査す ることにあ り、 このシステムは標

準デ ータ ・エ レメン トで構成 され土地利用 に関す る情報、特 に土地利用パターンの変化 に関する

情報を、 よりよい計画立案 のために政府 ・民間の各部 門間に交換 可能 にするための ものであった。

われわれは技 術的 には実現可能 であるが政治的 に不可能なことを知 った。政治的 とい うのは人

々には未 だこ うした企画 に協力す るまでに心の準備 できていなか った とい うことである。司法執

行システ ムの場 合には現実 に脅威 が存在 していたので多大 な協力が得 られ、地方の司法執行機関

はす ぐさまこれ までの記録方法を棄ててなんの低抗 もな く勧告 されたシステムに変換 できたのだ

ったが、土地 利用情報 の場 合は事情が全 く違 っていて郡の土地評価人は彼等 のシステ ムについて

郡の監督者へ も報告 しようとせず、郡の財務部長 と情報を交換 しようとさえ もしない とい う全 く
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別の世界なのである。

一般的にいって、われわれが抱えている情報交換に関する問題は技術的にはさほど深刻ではな

いが、変化や情報交換に対する人々の低抗の方が遙かに重大な政治的問題である。

自動 車 情 報 シ ス テ ム

カリフ ォルニア 自動車局の システムについて説明するとこのシステムは運転免許 と自動車登録

に関す る完全に 自動化 されたデータ ・ベース を有 している。 このフ ァイル は単純な運転免許証に

関する情報以外の ものが含まれている。例えば このシステムに質問 を出 して運転免許証 システム

か ら次の ような運転者 に関する情報 を要求する ことができる。 すなわち、運転 者識別情報、 自動

車運転上 の特典、彼の法的履歴つま り、罰 を受けた記録 と召換状 を何回無視 した とか、事故記録

その他の特記事項 などであり、 これ らの情報 を組み合せた ものを取 り出す ことがで きる。前歴 の

抄録(AbstractofConviction)に は違反 とその 日付、判決 とそ の日付、違反項 目、

法廷 の識別 などがの ってお り、 こうした運転者 に関す る自動車局の記録は一般 の人 々が考えてい

る ものよ り遙 るかに完壁 な ものである。 こ うした記録 は法廷 で利用す ることがで き、そこで多 く

の逮捕歴 を もつ乱棒運転、不注意運転 、酔 ばらい運転などの常 習者 の記録 を判事 に提供 して判決

に資することが考慮 されてい る。法廷には現在のところ端末機が足 りないのでオ ン ・ライン ・ベ 一

一スでの利用はされていないが
、沢山の端末機を このシステ ムにつないで数秒間 でこ うした情報

を検索す ることが可能 である。 これはRCAに よって設計 されたマグネテ イ。ク ・カー ド使用の

マ ス ・ス トレ ッジ を 使 用 して い て 、 全 シス テ ム で7,000万 キ ー・ラ ク タ の 情 報 を収 容 で きる
。

■

第3節 の郡政府に おけるEDPで は郡 におけ る施設の大 きさ、CPUの サ イズ、データ処理予

算と、デ ータ処理を行 なってい る業務分野は何か とい うと、会計 とか評価 とか会計部 門のアプ リ

ケーシ ・ンと司法執行 に用い られる ものが一番先に手掛け られ る分野 である。

社会福祉の分野では、2つ の郡 が社会保 障の自動支払システムを開発 してい る。 これは社会保

障を受け る資格の有無 を審査 し、つい で自動 システムが支払額 を決定 し、小切手 の作成からその

送付まで行 な う。1つ の郡 でこのシステ ムに使 っているデ ータ ・ベースの詳細 を手 に入れること

がで きる。 つまり、デ ータ ・エ レメン トとシステ ム機能 の概要 を示 す。最 も遅 れている分野は、

公共事業 とか地方検事事務所 とか郡の行政事務所、郡議会 などがそれ で、 この分野 でのEDP化

が最 も遅れてい る。

技術的要素がEDP・ システムの開発 を脅 かす ことがある。技術の新 しさか らつま り、技術 の
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進歩 があま りにも早いので人々が不安に思い、今実施 したなら1年 後 には もう時代遅 れにな るの

では ないか と考 えが ちで、い っその こと今まで通 りにや って行 って技術進歩 が落着 き、 これなら

乏 い う自信が持 てるようになった ら導入 しようと考え る人達 がいるが
、これ では何 もやれない。

困 った ことには技術進歩 は止まる ところを知 らないの で、適当なところで覚悟 を決めてバス に飛

乗 らねばな らない。

もう1つ 注意 しなければな らない ことは ソフ1トウェァ業者 によるソフ トウ ェアの能力について

の誇張 で ある。 これ はい くら強調 して も強調 しす ぎることは ない
。

私個 人の経験 で もある しあ らゆる調査 関係者が経験 しているところであるが
、コン ピュータ ・

メーカーや ソフ トウ ェア会社の人達が彼等 のソフ トウェア ・プ ログ ラム やパ ッケージの能 力につ

いて云 うことを うのみ しない よう
、 よほ ど用心 しなければな らない。

殊に契約 の際 に慎重 を期 さねば な らない。契約条項、条件、罰則 などをきちん と規定 しセ、彼

等の計画 について法律的責任を課す ように しなければ ならないのである
。

例 えば、予算デ ータ ・システムの開発の際に、(こ れは私がプログラム ・デ ィレクターを して

.いるシステム開発であるが)わ れ われはデ ー殖 理のための特殊な ソフ トウ・ア ・ブ・グラムの

データ ・マネジメン ト能力 を使用 しようと計画 した。われわれはダイナ ミ・クなデータ管理能力

を備えて、何時 でも自由フ ァイル を追加 し、記録やフ ァイル ・オーガニゼイシ ・ン も自由に変 え

られ る ような ものに したい と考えた。 つまり完全 なデータ'・マネジメン ト能力 を得 ようと したの

である。

私 が知 っている限 りで、そ うい うよ うなプログラムがあった。それはDATALANGUA

GEIと 呼 ばれる ものであった。予算 システムの開発のためにわれわれは非 常に有能 なコンサ

ルテ ィング会社 と契約 を結ん だが、彼等はDL-1を 用 いる ことによって希望通 りのデータ管理能

力が得 られると推薦 した。彼等の忠告 を信頼 していたのだが
、実際に使用す る段 にな ってbLI

の1種 で権利無効状態(PublicDomain)に な っている も(pが あ ることが判
った。 こ『れは

IBMか ら入手 できるが、IBMに よ ってサポー トされておらず
、 もし事故が起 った らわれわれ

が自分達 の手 でどこが悪 いか診断 しなければな らぬ とい うものだった
。

もう1つ 別めDI・1の 変種が あった。 これはノースァ メリカン社の もので 自家用に改良 し使用

して いる ものであった。 このことを発見 してノースアメ リカン社 と交渉 したが
、売 ってくれ るだ

けでは なく人 を よこして設置 を手伝 って くれ るとのことだが、値段が10万 ドル とい うので折合

わず、結局 われわれは中間的処置 と して より小 さなデータ ・マネジメン ト・システ ムで我慢 しな

くてはな らなかったが、 この間6か 月 とい う期間を無駄に して しまった
。

要は専門家 であるコンサルテ ィング会社 の勧告 に基づいて こうい うことが出来 る筈 だとい うと
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とで始めたのに、実行 段階にな って駄 目になって しま った とい うことで ある。

ソフ トウ=ア の問題に関する もう1つ の例 は、 カリフ ォルニア司法執行通信 システム(CLE

TS.)の 開発の際に、基本的 な機器の契約 を得 たRCAが これに用 い られるソフ トウ ェアの開発

に当 った。RCAは サ ブコン トラクターとしてINFORMATIC社 を採用 しソフ トウ ェア会社

の同社 にプログ ラミングを依頼 した。インフ ォマテイ ・ク社は有能な人材を抱えた優秀 なソフ ト

ウ ェア会社 なのだが、必要なプログラム開発設 計に対する十分かつ効果的なマネジ メン ト・コン

トロールに欠 け るところがあった ので、1年 計画実施 とか運用段階を終了する筈 であったのに、

プログ ラミングに掛 ってか ら9か 月位 してか ら、 とて も予定 期 日までには仕上 りそ うにない こと

が決定 的 となった。9か 月の時点でインフ ォマテ イ ックは予定 より6か 月以上 も遅れていたので

ある。

さて この計画の場合、われ われは期限 に間に合 わなか った時の損失 に対す る補償項 目を契約 に

入れて あったが、 この補償項 目(Clauseforda皿age)は 大 した金額 ではなかったが契

約にのっていたので遅れた場合には支払 を停止す るばか りか逆に賠償金 を支払 わねばな らないこ

とにな っていた。結果 としてわれわれは損害 を補填 し、スケジュールをや り直 し、実施を6か 月

延期せねば ならなか った し、その上RCAと イ ンフ ォマテイ ック社 は期 日に間に合せ るためvats

よ そ100万 ドルの余 分な金を支払 わねばな らなか った。 この作業 を遂行するために何が必要か

についての見積 りが甘か ったた めである。

要 は自分 でシステム設計を しプ ログラ ミングなどをす るな らばともか く、外部 の会社 にや らせ

る場 合には別 に入の悪 口をい うつ もりはないが、 しっか りした契約 を作成 して おかなければな ら

ぬとい うことだ。何故 なら、 この分野 では人々は善意 の間違いを犯す ことがある坑 こうした間

違 いに対 して 自分・自身 を守らねばならないからだ。

建設業 な どの場合には賠償責任 の項 目を設 けるのが慣習になっているが、 コン ピュータ分野 で

弁償責任 の契約条項 を設けたのはカリフ ォルニア州政府が初 めてで ある。

時 々会社が われわれ のところへや って来て、 あなたはこれができる とか あれがで きる、 こうし
の

た らどうか私達 を庸 って くれればやってあげ るが などと勧誘に来 るが、本当は彼等 は これは既
り

に行なわれている。私 は未だやったこ とはないが、私 にや らせてみて くれ ないか とい う.べきで

ある。 どうもコン ピュータ分野では誰れかがや ったことは容易にできると思い こむ ような風習が

あるが、実際 にやつてみるとそ うは行か ないことが多 いようだ。

もちろん経験の ある人の数は限 りがあるし、デ ータ転換 や人力の速度には限界 が ある。例 えば

自動車登録 とか運 転免許証のシステ ムなどの場合 は、手書 きの記録 を電子 制御様式 に転換 す るの

にカリフ ォルニア州 は4年 の歳 月を要 した。殊 に2つ のシステムを運用 して行 く、つま りあるも
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のは コンピュータ ・システムの中に既 に記録が入 っている し、ある ものはファイルの引 出 しに未

だ残 っているとい った具合 に2つ のシステムを平行 して行 くのは非常 に困難 なことであった。デ 一

一タ転換 は綿密 な計画 とスケジ
ュール とをたてた上で慎重に行なわねばな らない。

カ リフ ォルニア州 にある多 くの都市 は人 口も少 なく、大規模なEDPの 利 用 も行な っていない。

自分達のコン ピュータを持 っていない都市は計算センタ ー(ServiceBureau)を 利 用 し

ている。

MDS(MuIIicipalDatqSy8tem)とPADS(PublicAgencyData

System)は2つ の協力事業 であ り、大変興味 ある実験だと思 う。い くつかの小 さな都市が集

まって合併事業 を しようとい うもの で、 これは共同のコン ピュータ ・'システ ム とデータ ・ベ ース

を作 ることを目的 としている。 もちろん共同のデ ータ ・ペーメ といって も個 々の市町村 の記録は、

別個に記録 きれるのであって、 こ うした努力に よって個々にはコン ピュータシステムを持て ない

ような小 さな 自治体 がシステムを持 でるようになるとい う訳 で、 これか ら2つ の実験の進展 は注

目'に価 しよ う。MDSの 方 がその計画や実施 において もう1つ の実験 よりも遙 かに進ん でいる。

吟
、

学 校 区 の 情 報 シ ス テ ム

学校 区で利用 されているシステム につ いて述べ よう。 カリフォルニアの学 校区ではい くつかの ・

努力が行 なわれ てい る。その面 で報告様式の統一が要求され るよ うになっている。州の教育局 に'

は州 としての学校 区運営計画 を各学校区 に割 り当てる責任が あるが、 あまり報告書の様式が複雑

なため 一 実際 この様式が判 ってい る人は州政府内でも2～3人 しヵ・いない位 だ(笑)一

これ らの様式 を廃止 して新 しい簡単 な もの を作 る必要 があると考えてい る。何故その ように複雑

かとい うと州議会が毎年の ように法案 を提 出し修正す るので修正の上 に修正が重 なって読んで も

判 らない位だ。州教育局は予算 を握 ってい るの で相 当の力 を持 っているので、州教育局は地方か

らの報告書の報告事項の変更 を行な う。そ して同局 はCEIMS(CarlifoniuEducation

ManagementSystem)デ ータ ・ベースと呼 ばれる記録の蓄積 をこの数年 に渡 って行 なっ

て来てい る。 この種のデータ ・ベ ースの要素とどの ような種類の情報が入 っているかを述べた。

私 は個人的 にこのデ ータ ・ベ ース より、情報を用 いて仕事 をしている。昨年 か ら州財務局 は州

内の公共教育 システ ムの研究を行 な っている。 これは学校教育の現状を把握 ・評価 し、そ してどの

のような要素が実質的な機能の違 いを教 育分野に もた らすかを見出そ うとしているのである。 つ

まり社会経済的特性すなわち、学生 が教 育課程に何 をもたらすか、彼が貧困家庭の出身か?彼

がアメリカで困難 に直面 している少数民族社会 、例えばメキシコ系の子弟か?(時 にはアジア系

の人々 も困難に直面することもある)、 彼の家庭 はどうか、離婚家庭の子弟か?住 居 はどうか?
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文化的背景は どうか?な どの情報 を得た上 で、彼の行 っている特定の学校 へ提供 しうる資源の

状況を調べ る。(こ れ は学校区に よって貧富の差が あるか ら)そ れか ら各学校 で実施されている

標準学 力テス トの成績 もある。 その他実際に学校区がどの位 の予算 を何に用い てい るかの記録 も

ある。

われわれがやろ うとしている ことは こう した諸要素の関連分析 を行 ない、何が高 い機能 を発揮

するのか、そ してそれ らの関連は どの ような ものか を見 出す ことである。 も う数年 にわた ってこ

のようなデータ ・ベースの作成 を行 なっているが、完成までには もう数年 を要 するであろ う。

デ ー タ ・バ ン ク に 対 す る 所 見

カ リフォル ニア州 におけるこうした活動 の現状 について所見 をのべてみた。そ してデータ ・パ

ンクとデータ ・ベ ースの違 いや統合情報 システムとの違い について述べた。

最高の技術知識の投入 と創造的想像 力、管理能力(managementskill)、 巨額 の資金が

効果的なデ ータ ・バンクの運用には必要 で ある。中途半 端な ことをやって失敗 し、人々を失望 さ

せる ぐらいな ら着手 しない方がま しだ と思 う。 こうした分野は1つ1つ 重要な もの であ り、何が

可能であるかについての技術的知識、新 しいことを試みた り同 じことを異 なる方法 で試みた りす

る創造的想像力、全計画 のスケジ ュール をたて管理 し、期限 と予算 内に納 め、 困難な意思決定 を

行 なう管理能 力が なくてはならない。

困難 な意思決定 とは、 あ らゆるシステム開発はある時点において、次か ら次へ と出て来 るア イ

デアを押 えて、一定の構想の下 に期 日内の完全をめざして作業 を進 めるとい う決定 を しなければ

ならな くな る。 これを'設 計 の凍結"と 呼ん でいるが、これはマネージ ャーが時 間 と予算 を考慮

に入 れて断 固と して行な わねばならない。

また、経費 のことであるが、.大規模な プ ロジ ェク トの場 合 には多額の金が無駄 になる。 自分 と・

しては'無 駄"に なるとい う表現は したくない。意図 した ことに費や されると云 うべ きであろう。

しか し私 の16年 間 の経験 か らい って、何十徳 ドル とい う金が研究 に費やされ る。 つま り何十徳

とい う金が"こ れを しては駄 目だ"と いうととのために使 われ るのである。人々はとか くどの位 の

金額が'そ れをやってはな らない"と い うことを発見するために費や されたか を忘 れがちだが、

実際にそ うなので ある。 そのためにこ うした大 きなシステム開発に は巨額の予算 が必要 なのであ

る。 しか しその経過を知 らない人達は何故最初 か らそ うや らなかったのだと責め ることがある。
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(2)形 成 、 運 営 、 発 展 に 対 す る 考 え 方

前輪 紳 て・ カリ・ ・ルニア州のデ ータバ ンクの現状嚥 点 をあて
、そ の成立の背景や評

価 を綻 な・'てきたわけであるが・ この節では、データバンクのあるべ き姿 とは何か、 扶 、

それをいか にしてつ ぐっていくかなどを考 える上での事例 として
、 カリフ ォルニア州 の考 え方

を追 ってみ よう。

われわれ は、情報公社 とか情報省 とい うものがあって
、そこで一元的に情報 を とりあつか う

のはプ タバンク全体としてあ
.・べ警 ではないと考 えてい・・それは実現不可能⑰ ・から

である。 む しろ相互にメリットな り特性 を もったデ ータバンクが沢山 でき
、そ して情'報の内容

が相互 にか らめあって、多元的に利用 できるいわゆ るネ 。トワーク構造 こそデ ータバ ンクの あ

り方 として望 ましい し、 またその ようにつ くるのが もっと現実的でかつ本質的で あろ う
。

こ綱 関するマクドナルド氏とわれわれの討論の記鹸 頗 以下に述べられて陥
.

この討論 の記録 をみれば、マク ドナル ド氏の豊かな経験 に照 らして述べ られた意見 の中にデ

ータバンク構造は トリー構造のそれなのか
、ネ ットワーク構造のそれなのか もまたおのずか ら

明 らか となろ う。

■

〔質問1〕

マク ドナル ド氏は
、データバ ンク をどのよ うに考えているか?

〔回 答 〕

ア 一夕バンクは、ただ単 に機能 的ファイルの情報 によって構成されているの ではな く
、それ以

外 にも将来なされ るぺ き計画や決定 に関 して、デ ータバンクの概念 を適用する ような目的 も持
っ

ている・従 ・て・市嚇 査の繰 出撤 ような
・靴 的なデータ ・ペースに もつな勧 をもち、

さらに基 本的 な経 済的プ ロジ ェク トとか、企業の運営 にGNPが 将来 どうい う影響 を与え るか な

どの情報 も含む。データバンクの概念 は全体的オペ レーシ ・ンを頭にいれて綿 密に設計された も

のであるか ら、いついかなる時、 どの機能的データ ・ベースの中にある情報 が必要 になろ うとも
、

広範囲 な主要 目的 のために使用 される ことができ、 しか も、それらデータ ・ペ ースに ある情報 は、

何 らかの修正 を加え る必要 な く使用す ることがで きるよ うに設計されている
。

何年 か前 に私 の国(ア メリカ)で しば しば使用 された言葉に ・トータル システ ムズ
.ア プロ_

チ'と い うのが あるが・ このデータバンクの概念は この言葉 の精神を適用 したもの と
、 ある意味

でいえ ると思 う。つま り、ある与え られ た機能的データ ・べ'一スの範囲内 で何を しようとも
、そ

の情報 源か らの情報 をうまく組合せ て、 より広い目的のため に使用す るというのが このデータバ

ンクの意味 である。
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この トータルシステムズ ・アプローチの考え には㍉非常 に困難 な又、非常に現実的な問題があ

り、 よく起 る ことだが、例えばただ単 に ト.一夕ル システムズ.ア プローチの観 点か ら問題 をなが

める,と、そ こか ら出て来 る提案 どい うもの は、 あま りに も広範囲であり・統括 的であ り・非常

に経費がかか り、実現 させ るには時間がかか りす ぎるため、その ようなシステムに対 して疑惑の

念を抱かざるを得な くなるし、 トータル システムズ ・アプローチが基 とな っ.たこの ような莫大 な ,

ス ケ_ル のプ ログ ラムを一般 に売 り込むのは無理 だと思わざるを得な くな る。従 って人 々がその

ようなぼ う大 な仕事をす る能力を疑 うばか りでな く、 トータルシステムズ ・アプローチ自体に含

まれ る個 々の機能 にもす ぐに解決 しなければな らない問題 が多 々ある。 しか し、人 々は トータル

システムズ.ア プ ローチが完成するまで待 ってい ることは出来 ない。従 って、人々はシステムズ.

ア プローチが完成 し、 自分達の機能 をシステム化す るのにそれ を適用することがで きるまでの間、

現在 の機能的 な必要性 を満た して くれ て、他 のい ろいろな問題 を広範囲に扱 って くれる ようなシ

ステ ムを望 んでいるの である。

他方 、システム作業が、全体的 な設計概念 な しに個々の機能部 門で別々 に進め られるな らば、

それぞれ の個々の システムを後に統合す る ことは、非常に困難にな りがちである。 とい うの は、

個々のシステムが他 の関連部 門の必要性 を考慮 に入れずに、特定の 目的のため に動 くよ うに作 ら

れているか らである。工場 を例に とると、工場長は会計 システムを考慮せず 自分 の仕事 のコン ト

ロール システ ムを作 って しまいが ちであるが、 もし労働賃金や部品価格を会計 システムとき.り離

したなち ば、その企業 は コン トロール不可能 となるであろ う。

これ らは困難 な問題 で、そ うやすやす と解決 で きるものではない。我 々が開発中の概念 を、 カ

リフォルニア州政府か らいくつかひろ って説明す る。

つま り、 カリフ ォルニア州政府の運営 を全体的 に見 る我 々 と、 ある一部門のみに関連す る人 々

と対応 させ て説明す る。

まず考察 のために矯正部(Dept.ofCorection)を と りあげ る。 これはかな り大 きな

部 であ り、カリフ ォル ニア全体には多数 の刑務 所が あり、その囚人数 もけたはずれの ものである。

機構がぼ う大 なだけにその機能 もさま ざまで、 インベン トリーを持 ち、購入 を し、維持活動等 も

行なわなければ ならず、又、囚人に関 して もなすべ き仕事は多い。 まず 、第一 に法廷 で判決 が下

され ると、新 しい囚人を受け入れ、囚人 に関する記録 を作成 し、 どの刑務所 に入れ るかを決 定 し、

囚人を分析 して、中学卒程度の者 には高等教 育を授けた り、職業訓練が必要か ど うか決定 した り、

いろいろな心理 分析 を した りしなければな らない。 つまり囚人を診断 し、そ の結果 、社会復帰を

助けるわけである。さ らに囚人に関 してのプログ ラムに対 しいろいろの決定がなされ る。 つま り

例 えば、高等教育 を受 ける囚人数が昔に比べて急 に多 くなったとする と、高等教育 プ ログ ラム
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(も ち ろん刑務所内 での)を 拡張 しなけれ ばな らない。従 ってそのようなプログ ラムの監査 と評

価の決定がなされるわけである。そ して、囚人が仮 釈放 の資格 を得 ると、全 く別のプログラムが

用意されている。囚人は刑務所か らは出 られるが、仮 釈放 プログ ラムの下に監視されていて、 も

しこのプログラムの基準を満たすな らば、最終的に釈放 され るわけである。

さて、 この部は このようにいろいろの機能 をもっているが、それ らは必ず 何 らかの記録保持 と

関連 している。がこれ らは、全 く別 々のデ ータ ・ベ ース であ る。そ して我々は今 この部 を トータ

ル システ ムの実行可能性 を決定す るために研究 しているが、 もし設立されたな らばデータバ ンク

として働 くようにな ろう。 しか し、個々の部 で起 っているすべての ことは他 の部 と関係 している

ことから して、 これは、単 にデ ーダ ・ベースで しかないとも言え る。

さて、今 ある男が法律 を破 って、店又 はガソリンスタン ドに押入 り、窃盗 をはた らいて、車を

盗み、逃走 した と仮定する。そ こで、施法官が探査を始 める。逃走 した男は、前科 があるか もし

れないが、もしあれば、FBIに そ の フ ァイルがあるであろ う。 そして我 々はその男 に関す るフ

ァイル を持 っていない とす る。又、ハ イウ ェイパ トロールは盗難車 の連絡を受け、 その車 の特徴

や、車輌番号な どの報告を受ける。 もちろん これらの情報 は、C.LE.T.Sシ ス テムを通 して得

ることがで きる。 さて この男が逮捕 されてその記録が作 られ、彼に関す る情報が集 め られ、最終

的に起 訴 され 、 そ の裁判 に関す る記録が作 られ、判決が下 って、 この男が刑務所 に入れ られ る

と仮定す る。

この場合、この犯罪 ケースについての情報のすべてに関 して、一つのデータ ・ペ ースの形で考

えるの はあま り実際的 とは言え ない。 このケ ース に関す るすべての情報が決定 を下す のに役 立つ

ような形 でシステムのどこか らで も得 られ るような形 であるべきと思われる。

も し、 この男が刑務所に入 ったな ら、彼の家族は社会福祉を受け るだ ろうし、又その資格 があ

れば医療サ ービス も受け られ、子供 の一人が麻薬中毒で、精神衛生部のお世話 になるか もしれな

い。 又彼の家族の他 のメンバ ーについても、職業斡旋がされるか もしれない。 この ように彼に関

しての決定 は矯正部が行 な うが、例 えば、 もし彼が仮釈放の資格 があるとみなされ ると、彼の家

族 に非常な影響を与え るだろ う。 もしこの男が釈放 され職を得て家族を養 うことになる と、家族

は今 まで受けて きたいろいろな福祉 プログラムを受けな くなるだろ う。つま り、その釈放の決定

が非常に重要な意味を他 の分野 に もたらす わけである。他方、 もし釈放 されないな らこれ らの福

祉は引続 き行なわれ る。

現在、我 々はこの男に関する知識 と他 の別の分野の記録 とを結びつけ る方法 を持 っていないの

で、すぺての段階 におけ る意思決定 は不充分な知識 に基づいて行 なわれている。再度強調す るが

それ らは大変大 きな機能分野で あり、医療補助 プログラムはカリフォルニアだけで一年に10億
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ドル以上かか るし、福祉プログラムは一年に5億 ドルもかかる。 これ らは非常 に綿 密に作 られた

管理 プログラムであるため、一つのデータバンクのみでこの男 もその家族に関す るすべての情報

を扱 うと考えるのは不適当 であろう。 しか しこの男に対 して決 定を下す ときに必要 などんな情報

でも得 られるようなコミュニケーシ ・ンリンクや情報 のコー ド化 とい うものが確立 されねば なら

ない。従 って現在我 々はすべての分野 に共通するデータバ ンク よりも個々の分野のためのデ ータ

バンクについて考 えているのだが、そ の目標 として、'統 合 された情報システ ム"(integr-

atedinformationsystem)を と りあげ ている。 これは、各々の システ ムにある情

報 関係 を見出 し、 これ らの間のコミュニケーシ ・ン リンクを作 り、決定時 にすべての必要 な情報

を得 られ るようにす るものである。又 これは、情報がやた ら乱用 されない ようにコン トロールさ

れねばな らない。大変 困難な問題 であるが、我 々は今 日その解決 に向 って努力 している。

・●

●

〔質問2〕

マク ドナル ド氏はv公 共部 門でつ くられたデ ータ ・ベースが民間 で利用す るとい う型 に広がる

可能性が あると考 えるか?

〔回 答 〕

現在 までアメリカでパ プリ・クセクターとプライベ ー トセクター間 でデータの分割 と交換 をす

るための協力体制 とい うものは特定 の意 味においては全 くとい っていい程 ない。 しば しば共同情

報 システムの設立案が 出されてきたが、それは例 えば、銀行、'金融業、不動産会社 が政府 と共同

し、経 済予測等に使用す る特定情報 を蓄積 するもので ある。私 の知 っている限 りでは、 カリフ ォ

ルニアに おけるこの ような提案 は今 まで成功 したため しがない。 しか し、違 う意味 での政府 と私

企業 の協力や、政府に よって定め られた情報 を私企業がアクセ スす る ことはたやす いのである。

我 々は、伝統的 に政府 は人民の ものであるとい う信条 を も〔ている。言 いかえれば、 どんな人

民 も政府の仕事を理解 し、その内容 について聞 き、行なわれ たことすべてを知 る権利を有す る。

又人民 は納税者 として払 った税金に よって行なわれた政府の仕事の結果か ら得 られる利益 をもつ

権利 を も有する。

この ような態度 は広範囲にわたり、私企業 まで も個人 と考え る ようになった。つま り、 もし公

的な部局が広範囲な記録 を集 めたとす る。例えば車の持主 名 と住所、免許所有者名 と住所、不動

産持主名 と住所等 に対 してどんな人で もそれが政府によって集 められ、 まとめ られた ものであっ

ても、伝統的 にこれ ら記録情報 を得 る権利 をもつ。 ただ し個人のプ ライバ シーを侵害 しない とい

う条件 を守ればのはな しである。 そ うすれ ばこれ らの記録はただで、コ ピー代 を払 うだけで得る

ことができる。
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この原則 は個人の情報 を犯す ところまでは適用するわけ にはいかない。例 えば犯罪歴、精神病

院での記録の ような情報 までには及んではいけない。 しか し、 その他 の情報は個人にで も企業 に

でも公に使用で きる。従 ってある意味で我 々は政府から一般 のプライベー トセクターへ大変オー

プンな情報の流 れを もってい るといえ る。 しか し初めに申 し上 げた通 りに他 の意味でパブリック

とプライベ ー トの両セクター間での情報交換 の協力 はあまりない。 これはそれほ ど簡単 にすまさ

れる問題ではない。公的情報 を私企業 に営利 目的に使用 のため与え ることに非常に強い反対 が起

っている。それ に対 し我 々はいつ .も誰 に も、 どの企業 に も不公平な く情報を与え るつ もりだと解

答 しているが、それで皆が満足す るわけはな く、なぜな らそ の情報を利用す る資源 に差が あるか

らである。更 に個人 の名前 と住所の リス トが社会的 にあまり好ま しくない商品を郵便で勧誘す る

のに用 いられた ことがあった。 しか も情報要求の内容 の良 し悪 しを選 り分け るのは非常に困難で

ある。従 ってこの原則を実 施す るのに問題はつ きものであるが、 しか し我 々は今 だに政府の記録

を私企業に 自由にア クセスさせ るように している。

〔質問3〕

多種類 のデータ ・ベース を組合わせて使用す るために、それぞれのデータボキャブラリーをお

互いに一致させ てい ると思 うが、警察の取締 りや、事故記録のシス テムで使用 しているパーソナ

ルコー ドが、裁判 とか免許 に も通用 してい るか、それは叉 自動車事故に関する民間 の保険会社に

も共通 になって いるか?

〔回 答 〕

我 々は、汎用個体識別 コー ドは持 っていない。実際にデータ処理等 に関 して識別のために汎用

されてい るのは、住所、氏名、年令 、性別のような基本的情報 である。.これ らを用いて個人の記

録を得 る手 がか りとす るのである。多 くのデ ニタ ・ペースにおいて識別 コー ドやコードヘ ッダー

を用いて情報をス トア している。 しか しそ のコー ドは、そ のシステム内でのみジ ェネレー トされ

た もので あり、氏名の文字、住所の文字数、性別 や年令要素を用 いて、ある特定のソフ トウェア

プログ ラムにより作 られた ものである。 しかしその ような識別 コー ドは、そのシステム独 自の も

のである。従 って基本的 には、氏名、住所、年令な どを用いて識別 しなければ ならないのが現状

であり、統一された汎用識別 コー ドはない。統 一識別 コー ドに最 も近いものは、社会保 障システ

ムの結果 であるといえ る。社会保障は連邦政府 によって行なわれている老 人、不具者のための保

障 であ り、 ある人が初 めて雇用 された時社 会保 障 口座番号(80cialsecurityaccou-

ntnumber)が 与 え られ これは一生用 いられる。連邦政府に関 しては、その人 についてはそ

の社会保 障番号が用い られ る。 ワシン トンの社会行政部 で、彼 のための口座が設け られ る。 この
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口座に、彼の給料や雇用人か らのお金が積立 て られ る。 これに よって彼が停年や不具 になった後・

生活にことかかないようになってい る。決 してその番号は変 ることはない。連邦政府 に報告され

る所得税 は、 この社会保障 口座番号を用 いている。従 ってこの番号は標準的番号 といえる。 たび

たび、は っきりと標準番号にす るとい う提案がなされて きて、例え ば子供 が生 れた ら、す ぐに社

会保障番号 を与 え、一生涯そ の人の記録、学校成績、銀行 口座 まで も、それ によってコン トロー

ルすべ きであるとい うもの であ る。 もしこの ような統一 コー ド番号がユニークに決 まれば、数 々

の利点があるだろ ラ。

しか しこの考えはまだ一般 的に受け入れ られていない。将来受け入れ られるか どうか も疑問で

ある。統 一コー ド番号は数々の欠点 もあり御承知 のように多 くの企業 では、そ れぞれ独 自の識別

番号を作 っているので、これ を新 しい番号 に変 え るのは、 あま り気 がすすまないはずである。更

に社会保障番号は完全 に認め られた(fulIyproof)番 号 ではな く、 もしある人が 自分の

身分を変 えたいな ら、違 う名前 を使 うことがで きるし、 そ うす ると社会保 障番号がないからとい

って、新 しいのを要求する ことす らできる。 しか し利点 もある こともある。 まだ統一 された唯一

の認識番号 とい うものがで きるか どうかわか らない。

わ

■

一(質問
4〕

個別データ ・ベ ース と中央大型データ ・ベース との相互関係 をどう考 えるか

〔回 答 〕

これに対す る答えは、容易 には出せ ないが、規模の経済 の尺度 を適用す ることは不可能 と考え

られ る。つ ま り、小 さな個別 の組織 より強力な中央組織に よって、記録 を更新す る方がコス トが

やすいわけで、 この経済要素は一つ の基準 となる。 しか し、独 自のデ ータ ・ペースを(デ ータバ

ンク)も っていて、他 のすべての部 にサービスをす るのは、あま り実際的ではない。また、 あま

りにもシステムが大 きくな り、それ を使 う人か らかけはなれた ものにな り、 仕事 に対 して関心を

なくした り・、情報 が更新 されているか どうか も見ず、仕事 の役割 りを果 たそ うと しな くなる。従

ってシステムはそれ を使 って働 き、そのサー ビスを受け る人達 の身近 になければな らず、あま り

かけ離れ ると、お互いの機能 が うま くいかず分離 して しま う。 この システ ムと人々 との距離が ど

の程度 が良いかはわか らないが、使用者がブレークダウン しない ように一諾 に働 ける位が良いか

と思える。

で
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〔質問5〕

カリフ ォルニアのデータバンク開発 の基本は何か。

〔回 答 〕

この ような大型開発 プ ログ ラムの基礎は一般的には、 あま り効率 よくなか ったが、す でにその

ような機能が実行 されていた とい うことである。統合 システムを開発する提案 はいつで も現在 の

システムを改 良する提案 に他 ならなか った。改 良には費用がかかるが、 しか し長期的にみると経

済的である。 とい うのは、現在の手計算 よりも安 いユニ ット当 りのコス トで同 じ仕事ができるか

らである。 また、問題が大規模 で重要性 を帯びて きたとき、 コン ピュータのス ピー ドを用いなけ

れば どうに も解決 できないというようなケース も よくある。例 えば、カリフ ォルニアでは2000

万 台 もの自動車 の車輌登録、1400万 の 自動車免許記録 の ようなぼ う大な量 を維持更新 してい

くには、 どうに も人間の仕事 ではす まされ ない ところまで きているのである。州政府の例 をあげ

ると、州が管理 している教職員退職 システムの記録 があるが、 これ らの記録 は二年 も遅れてお り、

これを自動化 して、退職時に口座預金が どの程度 あるかの質問に対 し、二年 前の記録 を用いない

よう、現在の残高を答え られるよう努力 してい る。

■
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皿 組 織 内 デ ー タ ー ベ ー ス

(A)ノ ー ス ア メ リ カ ン ・ロ ッ ク ウ ェ ル 社

ノースァ メリカン ・ロックウェル のデータバ ンクは、1961年 及 び1962年 にアポロの

CSM(最 上 段 の指令室)お よびサター ンS-llの ブースターの受注に伴 う総合 マネージメン

トシステムの中に生まれた ものである。

第2.1図'ノ ースア メリカ ンのMIS

Re80urce

Systens

E㎎gineeringRelease

Systαn

FabricationP㌦mi㎎ 城

TrackSystan

QUualityAChievαrHit

DataSystcn

MaterialInventoryControl

掘InforrrationSyst㎝

こ の 総 合 シス テ ム は 、 製 造 過 程 に お け る 設 計 、 仕 様 の 管 理 を 扱 うEngineering

ReleaseSystem,製 造 計 画 と、 製 造 伝 票 を オ ン ラ イ ン で 管 理 す る シス テ ムFab-

ricationPlanningandTrackingSystem,全 米 に ま た が っ て 約200万

に 達 す る ア ポ ロ の 部 品 の 購 入 、 輸 送 、 貯 蔵 等 を 管 理 す る シス テ ムMateriaIInventory

ControlandInformationSystem.高 度 な 品 質 管 理 の た め の シ ス テ ム

QualityAchievelnentDatasy8tem,必 要 な 人 材 を 確 保 す る た め の シ ス テ ム

ResourceSystemsな ど で 構 成 さ れ る。

そ し て こ れ ら シス テ ム の 運 営 に必 要 な ぽ う大 な 情 報 処 理 の た め 、IBMと 協 同 で 開 発 し た の

がIMSと 称 され る 総 合 フ ァ イ ル と 多 数 の タ ー ミナ ル か ら 構 成 され た オ ン ラ イ ン のlnfor-

mationSystemで あ る。

IMSの 概 要

IMSは1966年 よ り約4年 間 に、多方面にわた る技術が蓄積され、 と くに多 くのUti-
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IityProgramが 開 発 さ れ て 、IMSの 効 率 をi著 し く高 め る の に 役 立 っ て い る 。

UtilityProgramと し てSpaceDivi8ionで 約120のProgramを 使 用

し てい る が 、 そ の 典 型的 な1つ はERS(EngineerillgRelea8eSystem)で あ

る。

ERSは 、 技 術 情 報 や デ ー タ を コ ン ト ロー ル す る も の で 、 設 計、 購 入 、製 作 、 組 立 、 試験 お

よ び 検 査 等 の デ ー タ を 取 扱 っ て い る。

第2.2図IMSの 内 部 構 造

σ

θ

Telephone

Iine

TRANTEXT

CODE

APPlication

PrOgram

(歌1

DL/1

120Program

DL/1の 例

GU

GN

GNP

RPLC

ISRT

DLET

GETHOLD

GIi】TNIi】XT

GETNEXT

REPLACE

INSERT

DELETE

UNIQUE

WITHINPARENT

●

勇

コ ン ピ ュ ー タ シス テ ム の概 要

IMSに 使 用 す る コ ン ピ ュ ーータ シス テ ム の 主 計 算 機 は1最 近360/6与 ×2よ り360/

85に 切 り変 え が 完 了 し、 現 在 、 バ ック ア ッ プ'と し て は 、ExtraCoreBoxの み と い う
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倹 約 ぶ りで あ る。

図 で 示 す よ う…36・/85は 、 …e2 ,…,…'Byt・ 。 を もち 、32Kのhigh

speedbufferが 付 属 し て い る。

DirectAccessStorageと し て は 、2ケ の2301ド ラ ム と9ケ の2314デ ィ

ス ク を も つ 。 ・,

通 信 線 の セ レ ク タ ー一と し て6ケ の2860と1ケ の2870muItiplexorを 備 え
、 能

力 と し て は 、112回 線 の 電 話 、・一 つ の7770 、audioresponse,fO;よ び95の タ

ー ミ ナ ル(2740
,1050)を 処 理 す る こ と が で き る。

タ ー ミ ナ ル は 、 主 と し て、 カ リ フ ォ ル ニ ア 、 フ ロ リダ 、 ミ シ シ ッ ピー 、 テ キ サ ス お よ び オ ク

ラ ホ マ 州 に 置 か れ て い る 。

3台 の2701逝 制 御器la
.・6台 の2848・ ン ト・ツ ー 樋 じて・・の226・CR

Tタ ー ミナルに接続 してい る。

∂

●

`

(B)ロ ッ キ ー ド ・ ミ サ イ ル&ス ペ ー ス ・ カ ン パ ニ ー

(1)LockheedAircraftCorporationは 約9万6千 人 を 擁 し9のCompany

Divisionに 分 割 さ れ て い る。

LockheedMissiles&SPaceConyanyは 、 こ の9社 の うち の1つ で あ り、'

2万3千 人 を 有 し・ 広 い 分 野 に わ た る シス テ ム ・エ ン ジ ニ ア リ ン グ
、 研 究 開 発 を 行 な ってい る。・

当社 は単なる製造業者で もなければ、単 なるコ ンサル タン トで もな く
、 システムのデザイン

から完成 ・操侮 で一貫 し諏 扱 うシステ ・のデ ・べ ・・パーQ役 割課 してい る
。 二l

IntormationSciencesLaboratoryは 、 情 報 処 理 に関 す る 研 究 開 発 を 担 ・

当 し て お り・ エ レ パ ・ニ ク ス ・ イ ン フ'・ メτ シ ・ ン ・ リ'ト ・ト パ ル 、 ラ イ ブ ラ リー サ イ エ

ン ス ・ 言 語 学 な ど の 分 野 を対 象 と し て、interactiveinformationretrieval

System,datastrUcture,な ど を 取 扱 っ て い る
。'.

〔2)取 扱 う問 題 の 内 容 は 、 下 記 の3種 に大 別 で き る。

a.イ ン フ ォ メ ー シ ョン ・リ ト リー バ ル(情 報 検 索)

managemen .treportingandcontrolsystemslibraryre-

tri .evalsystem8な ど を 含 む イ ン フ ォ ー メー シ ョ ン ・シス テ ム と モ デル の 研 究 開

発 。

b.InteractiveSystems(対 話 形 シス テ ム)

コ ン ピ ュー タ と人 間 の会 話 を 可 能 に す る手 段 の研 究 開 発 で
、 プ ログ ラ ミ ン グ ・シス テ ム 、'
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ランゲージ、 グラフ、オ ン ライン化問題 などを取扱 ってい る。

c・ComputingSystems

コン ピュータ組織論、計算システ ム分析のための手法な どの研究であ り、八 一 ドウニア

の研究 であ り、ハー ドウェアの関係、ス ウ ィッチングなどを対 象 としてい る。

(31イ ンフ ォメーシ ョン ・リ トリーバルに関 する当 社の代表的 な開発例は、1966年 よ り始

められたオ ンライン ・インフォメー シ ョン ・リ トリーバル用のランゲージでDIALOGと 呼

ばれ るものがある。 これは、NASAに 採用 され、30万 件 のテクニカル ・レポー トの要約

をPaloAltoに あ る当 社のIBM360/40に ス トア し、NASAの 各所 に設置 され

た端末機から使用 され てい る。当初はNASAの カ リフォル ニア 州マウンテン ・ビューの

Ame8ReserchCenterに 端 末機 を設置 して実験 を始めたが、1968年7月 にワ

シン トンのNASA、 本 部 に も端末機 を重要拡張 し、以後、毎 日、使用 され －tいる。

(4)1968年 には、NASAの 広範 囲な インフォメーシ ョン ・リトリーバル ・システムの開

発に先がけ、MarylandaCoIlageParkに あ るNASAの コンビュー一夕ーに収

められたデータベースを全 米 にまたがる端末機から利用するRECONと い うシステムを完成

した コンピュータは、IBM360/50で 、 リアルタイム、オンライン、タイムシェア リ

ングによる端末機 からのインフォーメーション ・リ トリーバル とな っている。 このRECON

シ ス テムによ り、宇宙科学文献の リトリーバルが可 能となってい るが、限定 された特定 の端

末機からは、 コンピュータにス トアされてい るNASAの 機 密文書を検 索することが出来 る。

●

員

(C)ニ ュ ー ヨー ク 連 邦 準 備 銀 行

ニューヨーク連銀は、 アメ リカの中央銀 行組織 たる連邦準備制度を構成する全米12の 連 邦

進備 の一つであって、 ニュー ヨー ク州の全部お よび コネテ ィカ ッ』ト、ニ ュージ ャー ジー州の一

部を管轄 し、銀行券の発行、 加盟 銀行 に対する準 備金の保持、手形割引、有価証券売買ならび

に政府の金融業務代行な どの中央銀行 としての機能を遂行 してい る。

コンピュータ利用は、調査統計局の経済統計 データバンクに関 する もののほかそれ ぞれの固

有業 務のために行 なってい るが、われわれは調査統計局のデー タバンクに限定 して述べてみる。

(1>経 済 統 計データ バンクの現況

・約2年 前 から
、 ニュー ヨーク市 内にあ る各種機関 の調査スタ ッフとともに1'Project

Economics"と 称する非公式 の組織 を結成 し、TSSに よる経済統計データバンクのシ

ス テム開発 を進めつつある。

現在、 このProjectEconomic8に 参 加 してい るメンバLの 数 は約20で あ るが、
-99一



参加 を希望 して待機 中のメンバーはその倍 に及んでい る。 収録デ ータは国民所得統計をは じ

めとす る一般経 済指標の時系列 デー タで・系列数は約550、 これに要す る記憶容 量は5,0

.00,000ワ ー ドに達 してお り、当 面の計画完成 時には、4,000ρ00ワ ー ドが必要 となる見

込 であ る。550系 列 の内容は第1表 の通 りである。現在使用中の装置は98KBのMemry

Module3セ ッ ト、6.5KBの デ ィスク1セ ット、MT装 置16セ ッ ト、 データ通信回線

16ラ イン、CBTデ ィス プレーその他 の端末装置 などである。

ソフ トウェアの問題は、 この種 のシステムを うま く運営 してゆ く上で最 も重要なポイ ン ト

であるが、 この点 につい て連銀はいま独 自の システム開 発を進めつつあるところで ある。

ρ

上 のご とく、NY連 銀 のデータバ ンクは現在なお、開発中の段 階であ る。

データバ ンクの利用方式 もいわばク ラブ制で コーザーの範囲 もきわめて限られてい る。今後

の見通 しと して も連 銀は、 この種 のデータバ ンク ・サービス を一般利用希望者 に対 して提供す

ることは全 く考 え ていないことを明らかにしてい る。

第1表 データバ ンクの収録項 目

項 目 系 列 数

(国 民所得統計)

A

B

C

D

E

F

G

H

I

国民総生産

企業在庫増減

外 国 部 門

政 府 部 門

GNP主 要生産タイプ別

国民所得(業 種別企業利潤をふ くむ)

個 人 所 得

政府バランス

(金 融財政統計)

商業 銀 行

金融市場レート

公債、株式利回り

株式市場データ

消費者信用

不動産信用

一100一
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「

つ

●

管

J

K

L

M

N

O

P

Q

R

s

T

U

V

W

X

Y

z

項 目

住宅貸付残高

(そ の 他)

企 業倒 産

資金 収 支

製造業者出荷高

小売業売上高

製造業者新規受注および受注残

在 庫 、

物 価 指 数

卸 売物 価

消費者物価

固定資本形成(建 設業をふ くむ)

企業の設 備投資支出

企業 コス ト(比 率)

商業銀行の資産負債

ニューヨーク市中銀行の資産負債

米国国際収支

鉱工業生産指数

人口、労働力、雇用、家計

米国政府予算(財 政)

分析的比率(稼 動率他)

系 列 数

(2)デ ー タバンク の定義な らびにシス テム開発に関するNY連 銀 の見解

1)用 語 の定 義

oInformationUtility(情 報 の公共利用)

「マス ・ス トレー ジを有 する1台 の コンピュータが、数多 くのユーザー との間にオン

ラインでつながれている状態」 を指す。

ODataBank

「多数 のユー ザーが アク セス可能な集中化 されたファイル」を意味 し、 特定 の関連 を

もつデータの集積で あ るが、通常、相互に重複 しないデータ ・セッ トの集ま りとして構
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`

成 さ れ る。

OData』Base

「1っ の 企 業 ま た は 機 関 のCentralizedFile」 の こ と。 し た が っ て、 オ ン ラ イ

ン、 オ フ ラ イ ン の デ:一 夕 ・セ ッ トか ら成 る デ ー タ 集 積 の全 体 で あ り、 ま た 、1つ ま た は

多数 のDataBank,DataBankに 入 ら な い デ ー タ ・ セ ッ トを 包 含 す る 。

2)デ ー一夕 ・ベ ー ス ・シス テ ム の 開 発

デ ー タ ・ベ ー ス ・シ ス テ ム を 構 成 す る2大 要 素 は 、 デ 一一タ ・フ ァ イ ル と:・ 一 ザ ー で あ っ

て、 シス テ ム 設 計 の 目的 は こ の フ ァ イ ル と ユ ー ザ ー の 間 の コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン を可 能 な ら

し め る こ と に あ る 。 こ の 目的 を 達 す る た め には 人 、 ハ ー ドウ エ ア、 ソ フ ト ウ エ ア三 老 の 組

合 せ を 効 率 的 に行 な う こ とが 必 要 で あ る が 、 デ ー タ ・ベ ー ス と ユrザ ー の 間 の コ ミュ ニ ケ

ー シ ョ ン を実 現 し て行 く上 で 特 に 重 要 な ポ イ ン ト と.して 次 の もの が あ げ ら れ る 。

①OperatingSystem

OSと は コ ン ピ ュ ー タ の 各 構 成 部 分 に お け る オ ペ レ ー シ ョ ンや 、 プ ロ グ ラ ム相 互間 の

コ ン ト ロー ル とス ケ ジ ュ ー リン グ の た め の プ ログ ラ ム ・シス テ ム を 包 括 す る の で あ っ て 、

デ ー タ ・パ ン ク ・シス テ ム が 実 用 化 さ れ る に つ れ て 、 よ り高 度 なOSの 開 発 が ま す ま す 『

重 要 視 さ れ る よ うに な っ た。

②DataManagementLanguage

・言語の面では
、プ ログ ラミングを知らない分析者で も直接 アクセスでき るよ う、 日常

用語 に近 い もの の開発が要望 され るよ うになって きた。当連銀で も、 そ うい った趨勢 に

即 して独 自の"ResearchAccessLanguage"を 開発する計画を もってい る。

③ApplicationProgramお よびアセンブ ラー・,コンパイラー

レポー ト作成 のためのアプ リケーシ ョン ・プログ ラムならび にそのための言語の開発

も、 データベース ・システムの効率的 な運営のためには必要である。NY連 銀 では、C

OBOLを 使 ってコマン ド方式に よるアプリケー ションを開 発した。

④ ファイル構成

ユー ザーがフ ァイル に直接 アクセスする場合のファイル構成の方式 には(i〕Sequen-

tial(ii)Chin(List)(iDlndexedSequentia1【V)Hierarchical

MRandomな ど、各種 のものがあ り、 ユーザー側のデータ保存、再新検索上 の必要性

に応じて適 切な構成方法 が採用 され る。経 済指標 のデータバンクでは、 これ らの うちOii)

{V}あるいは両者 の組合せが、更新ならびに検索上有効なことが多い。

⑤ ユーザーの三一ズに対応す るための配慮
一102一
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「デー タベース ・シス テムに対するユーザーのニーズ として考慮すべき重要な ファク

ターは(Dシ ス テムの レス ポンス ・タ イム(ii)利 用 のタイミング および頻度があ らか じ

めわか ってい るか どうかの2つ で ある。 」

●

データベース ・システムに関 する問 題 としては以上 の他、 ファイルの内容を表示する形

式、 ファイルの秘密保持、将来 の変更 に対する配慮な どがあ る。

現実にデータベース ・システムを開 発、設計 してゆ くにあたっては、 それぞれの置かれ

た環境 に応 じて試行錯誤を くり返 して行 くことが どうしても必要 にな る。上 述は、 ご く限

られた側面に関する単純 な説明にすぎない。

`

●」

◎ ボ ス トン小 児 科 病 院

Oシ ステムの目的

病院は航空機やホテル、と同 じよ うに、数 に限 りのあ る場所を持 ち、常 に人 々が出た り入 った ・

りしてい る。 場所を最大限 に利用する点については、問題は共通 してい るわけである;自 動予

約 システ ムが航空機やホテルの 目的を達成す るのを助けて くれるのであれば、 これは病院の同

じ目的 にも役立つはずであ る。

ボス トンの小 児科病院医療センターの350の ベ ッドにっき
、自動患者所在 コン トロール ・

システ ムを企画 したのは、 この理 由のためであ った。 この場合、』経営 コンサルタ ン トのCresap.

McComik及 びPagatの 助 けを借 りた。 このシステムは2っ の試 みの後、現在稼動 してい

る が ピ ーク の 占有 度を取扱 うことを助ける主目的を立派に達成するぼか りでな く
、副産物 と

してい くつかの価値のある恩恵 を もたらす よ うになった。院 内の連絡を改善 した こと
、認可手

続を早 くした こと・ 患者の状態 と所 在に関する最 新情報 を提供できるなどの恩恵は決 して小 さ

いもので ない。

a)稼 動 中のコン トロール ・システ ム

患者の所在 コン トロール ・シス テムは、基本的 には4つ の要素から成 立する。

(1)認 可 事務所 における入出力のター ミナル

〔2}患 者 情報を蓄積、索引、報告 する コンピュータ

(3)16の 看 護婦室の入出 力のター ミナル

(4)認 可、会 計、受付 の3つ の事務所 におけ るテ レタイプ ・プ リンター
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第2.4図 ボス トン小児科病院医療セ ンターの患者所有 コン ト

ロール ・システ ムの構成

中 央 処 理

装 置

ナル テレプリンター

一
認可事務所 入院患者

会計事務所

6の
看護婦室

テ レプ リ ン ター

中央受付
事務所

φ

ワ

患者が病院に来 ると、事務員が 患者 の名前、生年 月 日、男女別、治 療記録番号、 電話 番号、

認可番号、認可 月 日、 「科」 などをタイプする。この情報 の複写が、 患者 の前のブラウン管

に写 して確認 した後、事務員は ランダ ム ・アクセス ので きるデ ィス クファイルに蓄積 され る

コンピュータにこの情報を送 るため、 ボタンを押す。

一 応ベ ッ ドが割当てられると
、そ の後の患者 に関する コンピュータとの連絡は、ベ ッド番

号 によってなされ る。

b)患 者 の看護 デー タ

ベ ッ ドが割当て られると、看護婦は患者 の状態、 他科への移転、退 院見込 死亡 、退 院 そ

の他 の情報 を報告する。彼女はその報告 が正 確か どうか スク リーンで確かめる。

このメ ッセージの最大 の利益は、情報 セ ンターを所有 で きることであ る。

患者 情報 の正確 さと利 用度 の高 いことが、 電話呼 び出 しを縮少し、看護婦室の書 類を減 じ

た。

看護婦室 のター ミナルは、小 さなブラウン管表示装置 と数個 のキーを もってい る。キーボ

ー ドはベ ッ ドの確認 に使 われ る10の 数 字によるキー ボー ドで ある。
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●

ト.

このシステムは現在1日 に少 少ぐとも600の メッセこ ジを伝え てい るが、誤ったメ ッセー

ジは唯一つ にすぎない。

c)達 成 した成果

自動 コン トロール システ ムによって、タ イムラッグは完全 に除去 され た。現在病院は リア

ルタイムで操業 され てい る。 したがって、すべての入院患者が何処 にい る か、 彼 等 の医療

状態は ど うなってい るか等が1分 内に正 確 に知 ら される。

ベ ッ ドの最適利用 は、 この インフォメー ション・システムの最 も重要 な成果である。 これ

は小児科病院にとって、 役立 っ情報である。 これによって、患者 を早産児か ら青年 までの大

きさの順 に並べた り、性別 に分け るのに役立っ。

d)ト 一-B－ル ・システ ムに向 って

患者所在 コン トロール ・システムは最終 目標 に向 っての第一歩である。その最終 目標は病

院の医療、統 計、会計デー タのすべてを、単一 の情報システムに統合する ことである。 次頁

図は、 トータル ・システムがコ ンピュータと病院内の重要 箇所 との間 にオ ンラインの コミュ

ニケーシ ョンが如何 に進展 してい るかを示す ものであ る
。

3段 階 の実 施計画 では・ ト一一タル ・シス テムが1968年 の終 りに、動 くよ うになるとみ

て い る。
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第2.5図 小 児科病院 医療 センターの病院 情報 システムの構成

第1段 階

財政への適当 の転換

1965年7月 ～12月

コ ンピュータ

操 作 卓

'●

'

'磁気 テ ープ

磁気 ディスク

ファイル

中 央 制 御

装 置

第2段 階

コ ン ピ ュ ー タ へ の オ ン

・ ラ イ ン に よ る コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン の 開 発 設 プ リ ン タ ー

計

1966年1月 ～12月

磁気 テープ

磁気ディスク

ファイル ■

＼
カー ド ・ リー ダ

パ ン チ

第3段 階

タ ー ミナ ル へ の デ ー タ

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の

実 施
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o所 在

o患 者ファイル

O調 査の利用

補助部門

O実 験室のテス ト

o検 査

o結 果

'看 護 婦室

O患 者の看護

O補 助サー ビス

oベ ッ ド利用
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(E)ペ ン シ ル ヴ ゥニ ア大学

ウ ォー トン、 エ コ ノ メ ト リ ッ ク ・フ ォ ー キ ャス テ ィ ン グ ・ア ン シ
ェ ッ ツ

ω>Wヴ ・ニ ア 大 学 の ビジ ネ ス ・ス ク ー ・レで あ る ウ 。一 トン ・ス ク ー ル に お い て1ま
、 エ,

ノ メ トリ ック の ク ラ イ ン 教 授 を 中 心 と し て10年 に わ た る ア メ リ カ経 済 予 測 モ デ ル の 研 究 開

発 が 進 め ら れ て き た・1963年 にE・ ・n・m・t・i・andF・ ・e,a・ti。gU。it

の 組 織 作 り桁 な わ れ ・ これ が 発 展 し て ペ ン シル ヴ 。 ニ ア大 学 の 非 営利 組 織 と し て、Wh。 。-

tonEconometricForecastingAsso8iatesInc .と な っ た も の で あ

る 。

(2)当 研 究所は、経済予測 とエコノメ トリックス の研究 を巾広 く行な うとともに各種 のプ ロジ

ェク トの共同作業 も進 めてい る。また、現在では メキ シコな ど海外予測モ デル開発などの7.

ロ ジ ェク トも持 ってい る。

{3)活 動 内容 の主たる ものは

a・ アメリカ経 済のエコノメ トリック
,・モ デル による予測

b.産 業 連関 表によるアメリカ50部 門の産業予測

'
c.エ コノメ トリックス な どの法 の基礎研究、金融 モデル など新分野 でのモデル開発

、 コン

ピュー タ技 術の研究開発な どの研究活動

d.セ ミナー、予測会議な どの教 育活動があ る。

(4)デ ー一夕バ ンク としては、DataResources,Inc .と の提携の他 にブル ッキング研

究所 のデータバ 攻 口NKモ デル のデー タ・・ンP .当 所研究所のデータバ ンクなど多 角

的 な連携があ る。

(5)コ ン ビa-一 夕 ・システムとしては、IBM360/75を 有 するコンピュータ ・セ ンター

とリモー ト・ター ミナルで結 びタ イムシェア リングしa・ る。

ア メ リカ経済予測モデルは フル メンバーとして米国主要企業21社 と の共同予測作業 であ

り、雑誌 「ビジネ ス ・ウ ィーク」 に発表 してい る。

またメキシコ ●モデル は メキ シコの15社 との共同作業 であるなど、当研究所の予測作業

は実 務家 との深いっなが りの うえ に運営 されてい るとい う特徴を有 してい る
。

(F)日 本 開 発 銀 行

開銀が現在 使用 してい るコンビュー一夕はFACOM230-50お よびFACOM23'O--

30各1機 で、適用分野は大別 して、① 日常業 務、②経営分析 ③調査企画、 の3業 務 に分け

られる。作業の性格とい う面からみれば、①デー タの記録、②データを利用 しての定期的計表
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作成、 随時抽出、③経 営科学手法 の活用、 の3つ に分けることもで きる。

(D日 常業務

本行融資先の取引状況に関 するデータを収録、集 中管理 して、 それ をも とに各種業 務資料

を作成、提供する ものである。 この面での機械化 はすでにPCS時 代 から行 なわれていたが・

コンピュータによって さらに体系化 が進 んだ。 そのほかに、各職員 の給 与、経 歴 に関 するデ

ータ も収録 し、人事資料 を作成 している。

② 経営分 析

財務諸表 デー タは企業 別情報の基本 的なもので、利用範囲が広 く、原資料 の収集、体系化

も比較的容易 である。昭和39年 か らコンピュータ収録に着 手 し、有価証券報告書 ベースに

、よる上場会社 のデータ蓄積は、す でに第1部 、第2部 の大半を完了 し、速報性 には之 しいが、

データの豊富性 、信頼性 においてす くれ てい ることから、銀行 内では最 も広 く利用 されてい

る。

企業の経 営計画や融資対象プロジ ェク トを長期 にわたって綿密に検討す るため、 計算方式

や因果関係を体系化 して、外生 値 さえ与えれば、幾通 りで も計算比 較できるよ うに、現在、

長期計画検討用6種 、個別プロジェク ト4種 のプログラムがあ り、貸付、審査等 の際 に利 用

されてい る。

(3)調 査 計画

ア ンケー ト方式に よる調査を3種 類、(イ殻 備投資計画調査、回地域 設備投資 計画な らび に

融資期待額調査、内工場分散調査 を行 ない、 その集 計作業 をコンピュータで処理 してい る。

経済産業統計 の うち、主要 なものを長期間 にわたって組織的体 系的 に蓄積 し、 これ を分析 の

必要 に応じて機動的に抽出加工 で きる よ うに してい る。現 在、主要経 済統計 と して、 国民所

得統計、法人企業統計、産業 設備資金統計を収録 してい るが、 これらは情報交換 の形 でイン

プ ット・データシー トを直接所管省 庁から入 手 してい る。 そのほかに、地域経 済統計 企業

別業 界統 計 も収録 してい る。

(4)KEMPF

開 銀 は、39年 度 末機種決定後直 ちに富士 通 との協力の もとに、 「汎用 的プログ ラム ・シ

ステム」 の開発 に着手 し、41年7月 導入時まで に当初考えていた システ ムの大半を完成 し、

これをKEMPFと 名 づけた。KEMpFは 計 量、モ デル分析、OR手 法 、多変量解析、統

計解析のほかにデータの収録、抽 出、 加工機 能 もふ くむ。

(5}デ ー タ ・バ ンク利用上の問題点

開銀 が業務遂行上取扱 う多種 多様 の情報のほ とん どは外部からの入手に依存 ←てい る。 し

一108- 一

㊨

・

◆

良

㎡



倉

・

●

`

か も、政府 の政策金融機関 とい う性格上、経済社会 の変化に即応 した機動的、有機的な情報

処理 活動が要求 され る。 このよ うな立場からコンピュータ ・システムと情報 活動 には次のよ

うな問題点がある。

1)情 報の 利用側、提供側のギ ャップ とその調整

人間 の扱 う情報は、 その選択が個別的 であ り、 しか もニーズは時 とともに変化 する。提

供側 の悩みは こ ういった選択 の個別性 とニーズの変化 に適確に対処 できるか、また利 届者

の不時 の要請 にいつで も応じ得 るだけ の大量のデー タを常 にかかえこむ ことがで きるか と

い うことであ る。

この問題 を根本的に解決する には、 タイム ・シェア リングの実 現によってコンピュータ

と通信回線の結合に よる情報処理の迅速化 にまつほかはな いであろ う。次善的な解決策 と

しては、 内部的には利用者 と提供者の接近をはか り、 対外 的には各関 係機関相互間 に情報

処理ネ ットワークを設け ることが考 え られてい る。

2)組 織 上の問題

利用側は依頼者、提供側は受注者 とい うよ うな形で責任 を分担する のでな く、 両者が サ

ブ ・システムあるいは コンポネ ン トとして1つ の組織 を形成する ことが望ましい。社内的

には固定 した部 を撤廃して機能別集団 とし、 プ ロジェク トごとに各集団 から参加する チー

ムを編成すれば、情報処理がス ムー ズに生か され るのである。

3)外 部蘭係機関 への要望

行政機関 の作成する統計は、 戦後の統 計整備の必要 性の認識を基調として発展 して きた

もので、20年 以 上経 った現在では指定統計の体系 を抜本的、飛躍的に改善、整備するこ

とが望ま しい。と くに、生産 力重視の観点から、農林、鉱工業、運輸、労働 力等 の関係統

計が不 必要 に膨大 してい る反面、社 会変動 に関す る統計が著 し く立 ちお くれてい ることは

問題であ る。

民間機関 では、設備投資ア ンケー ト調査や財務情報 などの供給面で重 複の面が見られる。

全体 として効率的合理的なデー タ ・バ ンク利用 システ ムの開発が望 まれる。 データ ・バン

クの開発 ・利用は、特色をもった専門機関 が多元的 に存在 し、相互間 で情報 交換可 能 とい

うネ ッ トワーク構造 を前提 として進めら れることが望ま しい。

(G)日 本 長 期 信 用 銀 行

長銀は普通 の市中銀行 とは違 って、 融資はい くら短 くても5年 、電力融資の場合 には15年

に及ぶ。 したがって融資に際 してそ きるだけ会社の実 状を くわし く洗お うとす る。 その場合企
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業 の実態 を現わす指表はやは り財務諸表である。そ れを少 くとも過去3年 間位は調べ る必要が

あ る。

以前は担当者 がバ ランス ・シー トな り損益計算書、あ るいは有価証 券報告書な どを貰って調

べてい た。おか しい と思えば組み変えて修正バ ランスを作製 した りしてい たが、 日数がかか り

す ぎた。

業種別 には、平・均的に一体 ど うなのか、 あ るいは大手 と中小とでは どうなのか とい うことか

ら、28、9年 か ら資 料を 集めた。また、それ に対 してランク付け をするのは どうか とい うこ

とにな り、 そのために一番手掛 りとなるのは財務諸表 だとい う結 論 に達 した。その後、 コンピ

ュータを使用 して出発 する ことになった。 デー タそのものは昔から持 ってい たとい う理 由もあ

る。

データの種類 もコ ンピュータに入れる以上、 画一的 な ものでなければならない とい うことを

考 えると営業報告書 では困 る。 そこで議論 に議 論 が重 ねられ、有価 証券報告書が採 用された。

それがない ところは、やむをえぬ とい うことになった。

以上の よ うに 目的 とニーズは内部から持ち上 って来た。この施設をオ ープンにする とい う計

画 もある。以上 の様 な形成過程は図1に 示す通 りであ る。

長銀はデー タをoutputし て原点ヘ フィー ドバ ックしており、原点が借出 しをする場 合にそ

れを参考に してい る。

また本部 ではA社 とB社 を比較するのに使用 した りしてい る。現在 作業 してい るのは、バ

ランスの分析と資金移動、それから他銀行 からの借入状況それから財務 デー タに比率 を つけ

(重 味付け)業 種 別に比較 してみることなどであ る。

又、年 々の資金 状況調査 を年 に2～3回 や り、関連 性をみ るなどとい うことも考 えてい る。

長銀が一番苦労する のはinputの データ集めであ る。取 り引き先 から借 りて くる ものは よ

いが、必ず しも全部 揃 うとは限 らない。 これは非 常に労 力を要 する ことであ り、そ こで約200

項 目に しぼ ってデータを整理 してい る。 プログ ラムも二年掛けて相当 長いもの だが一応完成 し

た。
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第2.7図 長銀のD.B形 成 過程

融資先の
企業実態

迅
速
性

タ
の
利
用

企 業 内

D.B

加工分析

(H)関 西 電 力

1.電 力産 業の 情報ニーズ

電気エネルギーは光速 に近 い早 さで流通 し、 また生産 即消費であ り、在庫 が実質的 に零で

あ る。地域独 占の形態を とり広大な面積に供給 しなけ ればならないので、普通 の企業 とは異

なった情報を必要 とする。

生 産 ・流通を管理する情報は、その速 さの点で次の3っ のシステムに分類 され る。

1)高 速 管理 システム

落雷 のよ うな不測 の事故 を迅速に除去する ために使 おれ る。関西電力では、事故 の発見

お よび必要 箇所 への伝達速度は約50分 の1秒 か ら50分 の20秒 、 そ して受け た情報 に

もとつい て実 際 に電気を切る早 さは50分 の20秒 か ら1秒 の間 で実施 しなければな らな

い0

2)中 速 管理 シス テム

高速管理システムで除去できなか・た事故を処理するために2秒 から醐 の間で儲

処理が行なわれるoこ の システ ムは現在 もっとも遅れてい る。電話では遅すぎるし、所要

情報ルー トが複雑 で利用度 も低いからである。1965年 のニ ューヨークの大停電はこの
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中速管理 シス テムの欠 陥に よって生 じた。

3)低 速 管理 システ ム

発電機 の出力コン トロール、 系統 の切替え等、数分から十数分の速さで処理すればよい

情報については現在電話 で処理されてい る。しか し、最近では、 この部門 にもコンビ'ユーえ

の進出が目立 ち、 近い将来 には完全にコンピュータ、ライズされてい く可能性 があ る。

経理、資材、労務関係の情報 は一般産業 と類似 してい るが、販売 に必要 な情報は、重要

家 数が多 く、広く分布Lし かも変動するとい う点式データ処理 お よ、び業 務 管 理 上特殊 な問

題を持 ってい る。また、電力設備をつ くるのには約5年 かかるので、5年 後 の設備計画

収支予測等の情報 が要 請される。 したがって、10年 とか20年 とかの非常に長期の シミ

ュレーシ ョン分 析が必要 になる。 この場合、情報速度 よりも内容の深さが重要 にな る。

一般 情報 ネ ットワーク とのアナ ロジーで、流通系統は従来信頼度 を高 めるため・ コス ト

の許すかぎ りmeshが 選 択 されてきたが、最 近系統 の簡明 さ、大規模事故(た とえば ニュ

ー ヨー ク大停電)の 復旧の早さ等か らTreeシ ス テムが再認識 されつつあ る。

2.関 西電力 の情報処理 システム

関 西電 力は、1967年7月 に、IBMシ ス テ ム360の モ デル40と50を コ ンバイン

した形で導入 している。ELD運 用 は、実際にはIBM360/50で 主 な計 算をや り・ そ

の結果をIBM1205に よ って1200ボ ー の通 信回線で10㎞ ぐらい離れた本社へ送る。

本 社ではHITAC8300が そ の情 報を受け、必要 な箇所、た とえば発電所 にかな り低速

で指令を発 する。必 要なインフォー メー シ ョンは テレメータで本 社へ集めてHITACが 整

理 し、IBMに 廻 す とい うデータ ・システムである。

お もしろい使い方 としては、オ ンライン ・インク ワイア リーがかな り順調にい ってい るこ

とであ る。2㎞ か ら60㎞ 離 れた9営 業所 からIBM1050を 使 って行 なってい るが、1

968年11月 か ら稼動 して対象軒数は約200万 軒 、毎月2万 ない し3万 の インクワイア

リーがある。

料金認定のために、約550万 需要家 を対象 に過去3ケ 月の調定実積異動事項等 を含む マ

スターテープをつ くり、検針票作成、 料金計算 、領収証作成等を行 な う。このぼ う大な処 理

には1日27万 軒 の読み と りができ るOCRを 使 ってい るが、実際 のデータを送 るには トラ

ック輸送 によってい る。

1)長 期 経営分析 ファイル

い くつか持 ってい る長期経営分析のシミュレー ション ・モデル を管理する ファイルをつ

くりたい。 シ ミュレーション ・モデル は計算す るたび に修正 を加え るので、修正 内容を管
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聾する ファイル と、 その上 に各種 の初期条件 、パラメータ値、テーブル値な どのシミュレ

ーション条 件を適 切に管理する必 要がある
。そ うしておけば、 もしこ うい う条 件で計算 し

ろとい うとき、その条件だけ を計算するとい うシステムになる。 それか ら、 シ ミュレーシ

ョンの主な計算結果 も7ア イル しておきたい。

これらの構成 は、デ一一タフ ァイル としては3種 類 ぐらいの内容 を持つ もので、それがG

ISに よ って管理 され、 インク ワィア リーは直接GISか ら き くことになる。

.(1)野 村 総 合 研 究 所

当 社で財務 データ ・ファイル と呼ん でい るものは、バンクとい うよ うな ものではな く
、財務

諸表 を考えた ものである。それ に必要 なのは、網 羅性(一 部 上 場会社中心) 、連続性、迅速性

の三つであ る。

用途はプ ロパーで当面使 うことから出発 し、考 え方はいろいろあ るが、

① プ ロパーで使 う

② 二部オープンにする(整 備 されてい て、要求があった場合)

③
.最 初か らオー プンを目的とする(デ ータ蓄積と同時に特定 のユー ザーの為にIN--P

UTす る こ ともある)

とい う三 つがあ り、当社はプ ロパー使用 の方 針をたて、その使用 目的 に、

① セ ミ・マク ロに産業界の動 向 を迅速 にとらえ る。

② 個 々の産業界 のデー タを ミク ロベース で とらえる。

③ 株価 との関連を調査する。ー

この三 点を掲げた。

政 府機関との関連については、 デー タ ・バンクは時間的 な要 素を含めてPaylineに 乗 る

必要 性から、政府機関 が行 な うものは自つから範囲が決ま って くる と考えられ る。

ファイルの概略

① 財務諸表 のファ、イル

東商第一 音吐 場640社 一一39年 以 降報告書 と有価証券報告書 を調べ、55項 目

input204項 目Outputし てい る。

主要300社 一30年 以 降税務報告書をペースにinput

(39年 商法改正があ つたが、30年 まで遡 り、修正 してinput)

② 業種予想一東商 第一部上場社 につい て、実積 と予 想を簡単 な別項 目に決め、 これ によっ

てランキングをつけ る。
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③ 東商第一部の39年 以 降の株価、投 資その他の資本移動の項 目を勘案 したもので・奇問

∨
題 にな ってい る一株当 りの指表が出 てい るが、 これを全てダ ウ修正 する。

データ処 理業務 について、プ ロパーの領域 につい ては、不十分 であ り、 データ処 理に関 連 し

た研究調査の業務 の根本 的相異 からも考慮 の余地 があるとい う段階である・

以上であ るが、網羅性、連続性、迅速性 とい う三つの要求は現在で も変 わらない。

(J)鉄 鋼 連 盟

鉄鋼連盟は 下記 の よ うなデータバ ンク構想を持つ。

1.鉄 鋼 情報 シス テム確立 の必要性

(1>鉄 鋼業 界におけ る情報の利用

a.プ ラ ニング情報 とオペ レーテ ィング情報

情報 を機能的な視点か らとらえると、意思決定 のためのプ ラニ ングに用いられ るプラ

ニング情報 と 日常業務 の処理 に関 したオペレーテ ィング情報 に分け られ る。前者は トッ

プ.マ ネジメ ン トお よび ミ ド1・・マネジメン トのための情報 であ り、後部 現me.部 門

の情報 と言え る。

b.社 外 情報 と社 内情報

、 情報を現象的な視点か らとらえ ると会員会社 においては、 社外情報 と社 内情報 とがあ

る。 『

鉄 鋼情報 システ ムで扱 われ る情報は.プ ランニ ング情報 であ り、会員会社から見 て社

外 情報 で ある。 ここで重要な点は、業 界のプラ ンニング機 能には業界外 の外部情報が不

可欠 であ り、 また会員会社 におけるプラ ンニング機 能には社外 情報(業 界内情報 と業界

外 の外部情報)が 不可欠な ことである。

鉄 鋼情報 システ ムは、 これ らの情報 を体系的 に整備 ・蓄積する ことを中心に、会員会

社へ の情報提供 サー ビス の方法を も含めた情報の利用 の仕方、このシステムを効率 よ く収

集、入手 す る方法 をも含めた総合的なシステム として設 計 され るものである。

(2)経 営 情報 の蓄積

鉄鋼情報 システムは、 日本鉄鋼連盟が鉄鋼業界を代表 して入手 し、 収集 してい る情報の

うち、業 界ベ ースで も会 員会社ベース で もプランニ ング情報 として活用できる ものを利用

のニーズ に基 いてコンピュータに蓄積 し、 各会員会社が必要 な情報 の磁気テー プにコピー

を提供 する ことに よって多 くの社外情報が蓄積で きる ように しよ うとい う構想で ある。

9
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(3)鉄 鋼 情 報 シス テ ムの概 要

第2・9図 鉄鋼 情報 ンステ ム概 要 図
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(4)会 員会社におけ るメ リッ ト

鉄 鋼情報 システムが会員会 社に もたらす メリッ トとしては次の よ うな効果が考え られる。

a.社 外 情報の 蓄積 の容易化

b.プ ラ ンニング情報 の高度利用.

c.情 報 処理 における省 力化

2.鉄 鋼 情報 システムの構成および 内容

(1)鉄 鋼 情報 システムの全体構造

鉄鋼 情報 シス テム(SIS)の 全 体 の構造は、SIS情 報 収 集システム、SISデ ー タ

・バ ンク、SIS情 報 利用システ ムの3っ のサブ ・システムで構成 される こととなる。

a.SIS情 報 収集 システム ー 情報入手のため のシステム

b.SISデ ー タ ・バンク ー 情報の蓄積機能 のための システム

c.SIS情 報 利用 システム ー 情報の利用機能 のための システム

この うち、SIS情 報 収集 システ ムおよびSISデ ー巨多 ・バ ンクのかな りの部分 と、S

IS情 報 利用 システ ムの全部 とにコンピュータを用いることが、鉄鋼情報 システムの効率

を高 めると考 えられる。

〔2)各 サブ ・システムの内容 とシステム化 の要点

①SIS情 報 収集システム1:統 計調査 システム

このサ ブ ・システムの検討 の要点は、両方 の処理手順のフロー をつなぎ合 わせて改善

を検討する ことで、 コンピュー タに直接 インプ ットする ことがで きる磁気テー プによっ

てデータを提出 して もら うことが一つの方法 として考えられる。 これによって会員各社

お よび 日本鉄鋼連盟事務 局の両方で省力化(工 数の節約、人員 の節 約)で き、 また集計

結果作成 の迅速化 を図 るこ とが可能である。

②SIS情 報 収集システム2:資 料 情報収集 システム

統計 データ等 の先方で コンピュータに よる処理が行 なわれてい る部分 については、先

方 と協議の上情報 交換 ネ ットワークを形成 して、先方で処理した磁気テープのコピーを

入手す る。 これにより現在の調査業務におけ る情報の入手、処理、 蓄積 等の活動 におけ

る省力化、能塞化、迅速化 の メリッ トが期待で きる。 も う一つの要点は、 新たに必要 と

なった情報 を入手 し、蓄積で きる体制の確立 と、特に従来手薄だった海外情報 の入手、

収集体制の確立 である。

③SISデ ー タ ・バ ンク1:汎 用統 計データ ・システム.
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申

設 計 されたファイルの様式 に従 って原デー タと集計結果 とをコンピュータによって編

集 し、磁気 テー プに記録 して保存する ところに このサブ ・システムの検討 の要点があ り、

このよ うに蓄積 されたデータの検 索、解析、利用をコンピューターで行 な う際にデー タ

を直接 インプッ トする ことがで きる。

④SISデ ー タ ・バ ンク2:目 的別統計デ ータ ・システム

鉄鋼業 界におけ るプランニング機能 には、種 々の情報源 から多 くの項 目の統計データ

を入手 して分類編集してファイル してお き、必要の都度タイム リー に解析作業 にインプ

ットできるようにしておかねばな らない ものがある。 このよ うに重要度 の高い プランニ

ング機 能に用い るデータを常 にア ップ ツーデー トに管理 してお く必要があ るファイルを
、

汎用統計デー タ ・ファイル およびSIS情 報 収集システムにより入手 した外部情報から

編集 して常備 してお くのが このサブ ・システ ムであ り、
,汎用統計ファイル同様解析利用

に際して直接 コンピューター にインプ ッ トで きるよ う磁 気テープを用い てデータの蓄積

を行 な う。

⑤SISデ ー タ ・・バ ンク3:分 野 別情報 ファイル システム'

文字 情報の中には、 きまった分野 の仕 事に用いられ るもので、デー タの項 目や諸元を

きめて、標準化したファイルに 情報を蓄積 し、常 に最新の情報 に更新 して管理できるもの

があ る。 このサブ ・システムは このような性格の情報を磁気 テープを用 いてファイルす

るシステ ムである。 このサブ ・システム における検 討の要 点は、常にア ップツーデー ト

な情報 をファイル してお くために、7ア イルのメンテナンスを行な う作業 および検索、

利用の能率化のために磁気テー プを用い ることにある。

⑥SISデ ー一夕 ・バ ンク4:ド ク メンテーシ ョン ・システム

入手情報 および作成 情報 には印席1物の形のレポー トがあ る。また、新聞記事のスク ラ、

ップ や雑誌類 の論文、文献 等が これにあたる。 このよ うな情報は、従来 の資料室 におけ

る ドクメンテー シヨンを強化 して、能率的な検 索 システムを確立する方向で検 討す る。

第[次 のステ ップとして検索利用 の効率を高 めるよ う分類方法の改善 、キー ワー ドお

よび抄録の採用 等を検討 しっっ ドク メンテー ションを強化 し、第二次のステ ップとして

第一次ステ ップを踏み台としてマイク ロ ・フ イル ムの活用、 コンピュータによる文 献検

索システムの開発(シ ソー ラス の開発、利用 を含むIRシ ス テム)を 行 な う。

⑦SIS情 報利 用システ ム

このサブ ・システムでは、必要な情報を検 索し、抽出する プログラム、情報 を編集す

るプログラム、各種の方程式や解析 モデル のプログラムを開 発して、磁気テー プにブ ロ
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グラム'ラ イブ ラリーとして蓄積 し、 プ ログ ラムの組合せ によっていか なる解析、処理

もコンピュータによって行な うことができるよ うにする。 データ ・バンクお よび プログ

ラム ・ライブ ラリー の充実 に よってコ ンピュータの処理時間が数時間 もかか る大 きな解

析モデルを除いて、鉄 鋼情報 センターに解析 申込書が提 出されてから申込者に結果を提

供するまでの時間(タ ー ン ・アラウン ド・タイム)を1～2時 間 とす ることが このサブ

・シス テムの将来 目標 でもあ る。

(31鉄 鋼 情報 システ ムの対 象となる情報

鉄鋼情報 システ ムが扱 う情報は、もちろん、鉄 鋼業界すなわち会員各社および 日本鉄鋼

連盟事務局におけ るプランニング機能 に使われ る情報である。 その意味では・各分野にお

け る企 画、調 査活動のニーズか ら判断 され るべ きであ り、 しか も現状の問題にと どまらず・

将来 の問題を も見通 した上での情報のニーズが認識 され てい る必要 がある。

・▲

●

'

3.鉄 鋼情報 システ ムにおけるコンピュータの利用

鉄 鋼情 報 システ ムの立案に際 して、各 サブ ・システム間 のインターフェース の処理を検討

してみた結果、鉄鋼 情報 システムの運用には、 コンピュータの有 効利用が不可欠の条件 とし

て浮び上 って きた のである。 なお、 コンピコ一夕の導 入機種の選定等 の導入計画は、 さらに

鉄鋼情報 システムの具体化 の為の作業 を進めて、情報 の処理方法および情報量な どを判断で

きる時点で立案する考えである。

a.コ ン ピュ_タ の システム構成は、 磁気テープをベースに磁気デ ィスクを加えたバ ッチ処

理のシステムを前提に考え る。

b.コ ン ピュータ の稼動については、テス ト・ランを除 く本番稼動時間は次の ような目標 で

計画する。

(a}統 計集計作業

倒 データ ・ファイルの メンテナンス作業

(c)情 報検 索お よび解析計算

④ コンバージ ョン

なお、 これによるとSISデ ー タ ・バンクのためのフ ァイル化 に要する作業(上 記㈲ およ

び(b)が60～70%、SISデ ー タ ・バ ンクに蓄積 した情報 の利用、 提供 のための作業 が30

～40%と い う配分 になる。また見方 を変えて定期的 に繰返 し行なわれ る定常作業の比率は

80%～90%で あ る。

c.コ ン ピュータの選定の もっとも重要な要因 の一つで ある情報量については、現在 システ
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ム分析作業を開始して検討中であるが、なお、今後の作業において具体的に詳細な検討を

行なう必要がある。'

⇒

ψ

、

4.鉄 鋼 情報 シス テムの運 営体制

(1>鉄 鋼 情報セ ンターの確立

日本鉄 鋼連盟事務 局の主要な機能 として、 内部管理機能、情報処理機能、 渉外機能、プ

ランニ ング機 能、 オペ レー ション機能の5つ の機 能をあげ ることがで きる。鉄鋼情報セ ン

ターは、鉄鋼情報 システムの運営のセンターであ り、 日本鉄 鋼連盟事務局の情報処理機能

を分 掌する唯一 の職制 として確立 され る。

(2)円 滑 な運営のための体制 一

① 機 密に属する情報 の取扱い

機密情報 の取扱 いにっい ては、鉄 鋼情報 システムの実施 に際してもそれぞれの情報の

公表範囲(利 用者 の対 象)を 変 える等の変更は一切行なわない。また、 システム 自体に

機密保持を保証 する機能 を持たせる よう、各データ ・ファイルに利 用可能な範囲を示す

コー ドを入れて、検 索命令 におけ る利用者 コー ドとうき合 わせる等の方法を採 ることも

可能である。

② デー タ ・コー ト◆の標準化

データ ・コー ドの標準化は、鉄鋼情報 シス テムの効率的 な運用 にとって不可欠 の問題

であ る。従 って鉄鋼情報 システムの詳細設計 に取 りかか る段 階で、データ ・コー ドの標

準化 の作業 を進め るとともに、 コー ド体系の管理体 制も明確にする方針 である。

③ 蓄積データの利用促進

鉄 鋼情報 シス テムの有効利用には、各種の情報の組合わ せによる新 らたな情報 の作成、

解析 の手法 およびモデル の開発による情報の質の向上な どによる情報の高度利用を促進

する開発的な活 動も必要である。

鉄 鋼システムのマスター ・プラン立案等の企画段階までは情報処理 委員会 において現状 ど

お り進め、詳細な システ ムの細部設 計を行 な う段階から鉄鋼業 界各分野の専門家を加えた構

成のSIS運 用 委員会を設置 して進め る。

SIS運 用 委員会 には下部組織 としてSISデ ー タ ・コー ド委員会お よび↓SIS利 用 促

進委員会を設け、 それぞれ専門家 による検討 を行 な う体制 とす る。
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(A)ア ソ シ エ ー テ ッ ド ク レ ジ ッ ト サ ー ビ ス

(1)当 社 は、銀行、百 貨店、商 社な どを有力株主 としており、傘下 にCreditBureau

ofGreaterHouston及 びCreditBureauCollectionsを 有 し、情

報提供サー ビス業は この両社が行な ってい る。

(2)CreditBureauofGreaterHoustonは ビ ュ一一ス トン及びガル フ沿岸地

域 を対象 として、消費者 信用 に関 する情報業務を コンピュータの リアルタ イム処理能 力を活

用 して行な ってい る。

消費者が借入れ、ク レジッ トに よる商品購入または サー ビス代金の支払いを行 な う場合、

信用供与者側 の信用問合 わせ依頼に対 して、消費者の支払い態度 に関 する情報 を直ちにでき、

るよ う蓄積してお く情報機関 となってい る。

{3)信 用 情報 の内容は下記の通 り。

(イ}本 人及 び配偶者氏名、住所 の確認

(ロ}現 職 に関する情報

内 過去の住所録 職歴、配偶者の職業、扶養家族数な ど・

←)過 去 のクレジッ ト使用状況、そ の支払い態度、支配能力 と関係する訴訟、判決等の法律

関係事 項の記録

ω 信用情報 の提供先は、 こ うした個人信用情報の必要性 が明 らかな企業 でメンバー の資格を

取得 した ものに限定 してい る。 メンバー 企業は、提供された個人信用情報 の取扱いに関する

秘 密厳守の契約を遵守する義務 があると同時 に、他の問合せ先 に提供す るため 自社の有する

信用情報 を当社 に提供 しなければ ならない。 このよ うに当社 のよ うな信用情報会社に個人 信

用情報 をプールする ことによって、信 用供 与者側は費用 を節減 できる。 と同時 に、 迅速な信

用 チェックが可能 とな り、 サー ビス の向上を消費 者に還元 できる。

㈲ 信用情報社会は、個人 信用情報が誤解 の余地な く取扱われ るための標準用語を以 って標準

書式で記録 ・伝達 され るよ う体 制を整備 してい ると同時に、消費者が 住所を移動 した場合は

新 住所所管地の情報会 社に迅速に移管され る体制 となってい る。

〔6)CreditBureauofGreaterHoustonの コンピュー ターは、1969年

初 からオ ンライン化 が着手 され、'現在は 「第三 ゼネ レーシ ョン・リアル タイム ・コンピュー

タ」導入のモデル 企業 に指定 されて 「Credipak .1と い う名前で システム開発が行なわれ

て きた。

Credipakシ ス テムは、IBM360/40、 データセル を中核 とし、 リアル タイム

で多数の端 末機 を有 してい る。
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(7}毎 月 の処理件数は平 均250,000項 目の更新の他に新規個人情報平均11,800件 の追加が

行 なわれている。'-一

(81い わ ゆるプライバ シーの保護に関 する問題

信用情報会社2,100社 の加盟する業界団体AssociatedCreditBureaus

Inc・ に おいて消費者 の プライバ シー保護 に関 する問題 を検 討 した結果、諮問委員会の答

申が1968年 に提出 され、1969年1月 正 式に採択 された。 この方針に沿って、 それぞ

れ の信用情報会社 の手 続きが次第に標準化されてきてい る。現在の信用情報の中には客観的

な記録が共通 の用 語で収録 され てお り、.判断は 含まれてい ない。

伺R.Lポ ー ク 社

当社は創業100年 の会 社であ り、主 として都市住所録 と自動車関 係 のデータを有する。

この10年 間 におけ るアメ リカの人口は、約3,000万 人 増加 し、1,250万 の家屋が建設

され てお り、更には、2,400万 台 の自動車が新車 として全米中を走 ってい るとい う背景 に、

当社 がコンピューターを活用 したデータバ ンク を形成 してい る存在意義があると考 えられる。

現在デ トロイ ト並び にシンシナテ ィにIBM360/65を 各1セ ット設置し主にデ トロイト

では統計処理 、ダイ レク トメール処理 を行 な っている。何れ もバ ッチ処 理である。

以下当社 の主要業 務 と現 状におけ る問題点を紹介する こととしたい。

a.都 市 住所録

当 社創立以来 の業務 であ り、 個人が誕生す るに始ま り、結婚、就職 移転、転職 、死亡に

至 るまでの個人デー タ と、企業 に関する情報(業 種、所有者、経 営者等)を 収録 してい る。

情報収集は5,000人 の訪問員が1日1人 当 り約100件 の先 を個別訪問 し、約30ペ ージ

相当の記入作業を行 なって集 めてい る。

デーータ収集の規模は北アメ リカの1,200市 、 約2,500人 を カバーする もので あ り、本

社には支社でパ ンチ された調査対 象者 の氏名、 住所、 電話番号、住居 の状況(持 家か借家か)、

結婚の状況等 を内容 とした紙テー プデータが郵便によって送られ て くる。

データは町 名、電話番号、或いは職業別に引 き出せる よ うになってお り、 このデータをも

とにダイレク トメールの宛名 印刷は勿論の こと、ダイレク トメール実施に当 ってのコンサル

テ ィングとして、 需要層の調査分析、或いは地域別分析等を28人 の メンバーで行 なってい

る。

ダイ レク トメール の処 理方法 につい ても弾力的機械処理が図られ てお り、宛名書 き、印刷

折 り込み、差 し込み等の メール作業は コンベア ・システム化 されてい る。
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また、代理店 としてプレア ミ券及びクーポン券の商品化或いはギフ トの郵送、更 には国家

試験の請 負処理な ど取扱ってい るが、単 に住所録を発刊するだけではな く
、(年 鑑 として約

1,100種 の住所録を発刊)顧 客一 広告 一 出版とい う一連の業務を消化 してい るのが特

色 といえ よ う。

b.自 動 車統計

自動車統計のデー タは1946年 以 降本格的 に開始 した もの で、国家の公式登録資料並び

にオーナー リス トか らデ一一タを収集してい る。役所関係 のデー一夕は1 ,000項 目にっき、5

～20ド ル 位の値段 の範囲で買ってい る
。

個人の情報 と同様 に、新車登録 に始 ま り、廃車になるまでの1台 毎のア メリカ全 国の公式

登録関係 データ(所 有者、車 の構造、年次、車型、登録 ナ ンバー等)が 収録 されており、毎

日約3万 台のデータ処理 を行 なってい る。 デ トロイ トは周知のとお りフォー ド、ゼネラルモ

一夕ス
・ ク ライス ラー を主体 とする 自動車工業都市であ るが、 このデータの主な活用方法は

これ等 メー カーの要望 に応じ市 場情報 として、新車の売れ行 き、在庫状況 等を提供すること

にあ る。

また自動車会社か らダ イレク トメール用 のリス トを預 り、相談 に応 じてメール も発送 して

いる。

なお、 情報提供料金は、処理料、 コンサル タン ト料込 みの コス ト+利 益を価 格としてお り、

料金は毎年改 訂 してい る。

c.銀 行 関係 のデ一一タ

ァ メ リカの銀行関係の財務諸表データ、 住所録を保 有 してい る。

データの内容は、銀行名、住所、 トランジット番号、小切手経路 記号、 電話番号、設立月

臥 株価、 配当率 、経営者、取引先、最近の財務状況等で あ り、毎年3月 、9月 には世 界の

著名な銀行 のデータ と合わせて銀行名 簿を作成 している。

この銀行関 係の中で特 に面白い と思 っだのは、銀行 ビジネス開発事業部 とい うセク ション

があ り・ ここが銀行 と顧客の間 に立 って銀行に情報を提 供 してい'ることである。当 社ではそ

の情報 活動 を 「対人応答計画」 と称 してい るカミ 面接者 を養 成し、銀行の知られ てい ない業

務を顧 客に説明 した り、銀行に対する不平、不満 問題点 を卒 直に聞 き出して銀行 に対 して

毎 日報告するとい うもので ある。

これ などは1銀 行 の業 務が多様化 した ことや、或いは署 しい機械化 に伴 って、顧客との情

報交換が十分図られな くなって きた皮肉な現象をみた新しい情報 処理分野 であろ う。

なお、現在、・当社が直面 してい る問題 点は次 の ようなことである。
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(1)現 在当 社のデータのCity及 びStreetadressに は、 独 自のStreetname

が英 文字によ り72,000分 類 にコー ド化 されているが、 目下 これを74,000分 類 に変更す

る計画を もっている。

しか し今年(1970年)ビ ュ一 回ーオプセンサスが数字 による地域 コー ドを付け るこ

とに取 り組 み出 してい るので、 これとの関係が問題になってい る。

(2)都 市 住所録のデータが年1回 しか更新が行なわれていない ことである。当社では1回 以

上行な うとコス トが高 くなる とい うことであ った。

(3)プ ラ イバシーの問題に関連 し、 自動車の登録制度 をオクラホマ州が公表 しない方向で検

討 してお り、今後のデータ入手 に支障が生 じるか もしれない。

ω 個別訪問者 の人件 費の上 昇が著 しく、またダイレク トメール を発送する場合の郵便料金

の値上 りに も頭を痛 めてい る。

■

`

⑥ ダ ン ・プ ラ ッ ドス トリー ト社

当社は年商2億9,200万 ドル、従業員22,200人(1969年 末)の 中堅企業 で、マーケ

ッテ ィングサービス、出版、 企業情報サー ビスを主た る業務 としてい る。

当社の主要データーバ ンクはマーケ ッテ ィングサービス部 門で行なっている 「DunsMar-

ketIdentifiers(略 称DMI)」 で、約125年 前か ら行 なってい る社業 をベース

として、 アメ リカ、 カナダの約300万 件 の事業所単位別の企業概要 データを収集 してい る。

これは丁度本邦 において通産省が収 集している 「全国工場通覧」に類似 したデータであるが、

このデータは、経営 情報、 マーケ ッテ ィングマネジメン ト情報、 セールス情報、マーケ ットリ

サーチ、 メイ リング手段等にその利用 目的を置 いている。

データの収 集は全 米で約2,000人 の リボ一夕を常時擁 し、又臨時の1,ポ 一夕を約35,000

人 動員 してい る大掛 りな もので、当社のデ ータプロセシングセ ンターで作成 された企業情報 フ

ァイルかち その一部のデータを抽 出してデータ提供サービスを行 なっている。

提供方法は、磁気テープ(1レ コ'一ド350キ ャクター)或 いは、 カー ドの型で行なわれ、

更新データは8週 間のサイクル にア ップデ イ トされている。

現在の使用電算機は、IBM360/65と2314デ ィスク4台 、磁気テープ20台 でダ

イア リーのバ ッチ ・ジ ョッブを行 なっているが、 将来はオ ンラインで マス ターファイルを直接

アクセル出来 るサービス方法 を考 えてい る。

なお、当社の提供データの項 目並びに業種別収録対象内訳は 次のとお りであ る。

1提 供データ項 目

一126一

ψ

'



●

◇

亀

名前、ス トリー トア ドレス、 メイリングア ドレス、市名、国名、Zipコ ー ド、

DUNSナ ンバー(当 社 で付け てい る会社 ナンバー)

1.地 域 コー ドと電話番号

2.代 表者 の名 前 と職位

3.業 種 名

4.S.1.C.コ ー ド第1分 類(StandardIndu8trialClas8ification

ア メ リカ政府の企業 グルー プ分け コー ド)

5.S.1.C.コ ー ド2分 類(但 し、最高5分 類まで)

6.事 業 所の従業員数

7.全 従 業員数'

8.純 資 産

9.信 用 評価基準

10.販 売 高

11.State-City-Country地 域 コー ド

12.事 業 所 が本 社を示す場 合のコー ド

13。 製 造部 門が当該事業所 にないことを示す場合 のコー ド

14.事 業 所が本 社所在地 のDUNSナ ンバー をいつしょにもった支社であ ることを示す場合

の コー ド

15.事 業 所 の親会社のDUNSナ ンバーをいっ しょにもった子会社であ ることを示す場合の

コー ト◆

16.細 分 化 した業種、或いは取引体系

17.設 立 した年

*項 目は当社 のク レジッ トサー ビスを定期的 に受けてい る先 にの み提供。

撲鎌

継

業

、

信

楽

業

業

楽

楽

業

通

林

、

噸

造

売

売

設

業

鱗

鵬

翼

卸

小

建

農

鉱

運

n (単 位 千 件)

335

358

1,334

312

29

18

87
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金融業、保 険業、不動産業

サー ビス業

34

314

計 2,821

(D)ス タ ン ダ ー ド ・プ ア ・コ ー ポ レ ー シ ョ ン

米 国有数の投資 情報サー ビス社で、 企業の財務、株式情報の収集 分析販売を中心に、投資

相談、企業調査 定期刊行 物の発行 を主要業 務 としてい る。

1962年 か らコンビュー一夕化 された財 務情報のデータバ ンク

COMPUSTATは 、 すで に収録社数3,400社(収 録期間最大20年)に 達 して%'り 、'

うち1,800社 た っいては、FYNALと 称 するタ イム ・シェア リング ・シス テムによるサー

ビスが行なわれてい る。(1969年 稼 動開始)。 また当社が公表 する株価指数は、 ダゥ ・ジ

ョーンズ、N.Y.タ イムズな どとならぶ米国市場の代表的 なものであ り、1969年 か らは

この面 でもコンピュータが利用 され るよ うにな った。定期刊行物は30種 を数えるが、何 れ も

権威 のあ るものとして高 く評価 されてい る。以上の他 最近 では、American-Bankers

Assoc-iationに よって定 められたCUSIPSy8tem(Co㎜itteeon

.UnifoTmSecurityIndentificationProcedure－ 有 価証 券標準化推

進委員会の会 社名等、 記名法標準化 システム)の サ ービス 機関 としての活動を開始 した。

これらのうち、われわれの調査対象はCOMPUSTAT、FYNAL、CUSIPの3者

であったが、FYNALに っいては昨年10月 の情報産業議員連盟調査団の報告書 に紹介 され

てい るので省略するb

な お、 当社は1966年 、 マグローヒル社(McGraw-HilIInc.)に 吸 収合併 され

た。 またCOMPUSTATな らび にCUSIPの 業 務は当社の子会社StandordSta-

tistic8(1962年 設立)に よって営 まれてい る。

(1)σ σMPUSTAT

COMPUSTATフ ァイルの収録 内容は第2表 の通 りAnnua1デ 一一タとして工業、 公

益事業、金融業 の3種 、計3,400社(項 目数60～88、 年 数12～20年)が 収録 され

てい るほか、工業会社の4年 期データ1,800社(項 目数17、 期 数20)が 最近追加 され

た。

使用 コンピュータおよびMTフ ォーマッ トは第3表 の通 り、CDC--6400、 一一3000、

IBM/360、-7094、-1401計5セ ッ ト、MTは ヘ ッダー ・ラベルつ きの もの

とラベルな しの ものの2種 で、1部 は9ト ラック も利 用可 能にな ってい る。
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データ ・サービスはMTベ ースで行 なわれ、データ更新は、 顧客の要求 に応じて更新前M

Tと 更 新後MTを 交換する形で行なわれ る。(マ ス ター ・テープは毎週更新 される)
。料金

はLibraryFeeとUpdat・ingFeeの2本 立 てで(900社10年 間の場合、それ

ぞれ9,900ド ル 、4,500ド ル ー1年)10年 以 上のデータを必要 とする ときは追加料

金が課せられ る。 顧客数は全米だけで現在約800と の ことで あるが、海外につい ては不 詳、

わが国では野村証券 と開銀が顧客にな ってい る。

COMPUSTATに 収 録 されてい るデータは米国SECレ ポー トをもとに再編加工 され

た ものであって、 そのためには再 分類、加工、 チェックの作業が不可欠 であるが、 この作業

は現在 も手作業で行 なbれ てお り、相当数の労働力(50人)を 要する。

Standard&Poor8Corp .は 前 述のよ うにこのCOMPUSTATを ベース にし

て経営分析、出版 コンサルタントなど多面的活動を行なってい るのであるが、データバンクと

してのCOMPUSTATそ の ものは、原デー一夕、それも要約 された原 デー一夕のサービスで

必 らずしもソフィステ ィケー トされた ものでないし、 ユーザーの数 も全米800程 度 では こ

の種 データバ ンク の顧 客数として多い とはいえない。 これを利用するねらいは
、ややマク ロ

的に同業種内の比 較分析を行 な うとか、長期間 の傾向分析、 あ るいは予測 とい うことが中心

になるのではないか。

COMPUSTATの 採算 性を評価することは困難である。 しか しこの種 のサービス活動

が現在全米でほ とんどCOMPUSTAT1社 に限定 され てい る。収録1社 当 りの販売価格

が基本料11ド ル で、更新料1年 あた り5ド ル程度であることな どからみて、S&P社 はC

OMPUSTATの サ ー ビス を通 じて、常 識的なFairReturn以 上 のものを得ている

とみて差支えない のではあるまいか。

(2)CUSIP8y8tem

CUSIPと い うのはColnitteeonUniformSecurityIdentifi-

cationProcedureの 略 で、法人企業 の会社名、住所 等の記名法を標準化する とと

もにこれ らの名称 と社債の利率や満期 日等を記した包括的 リス トを作成、更新 して、利用者

の便に供 しよ うとする システ ムである。AmericanBankersAssociationが

開発 した システ ム。

これらのデータ処理 には尾大な作業員を要 するのでコンピュータが駆 使されるが
、当

StandardStatistics社}ま 、1968年 半 ば、 このCUSIPの サ ー ビス機関 とし

て指定 された。'これ まで に45,000社 を包含する会社名鑑や、100万 以上 の市債を記載 し

た リス トを発行 したが、 これ らのデータはすべてMTに 収録 され、毎週更新 されて、利用者
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の名鑑 に も差換え分 が送 られる ようになってい る。

CUSIPサ ー ビス活動 は、まだ始 まったばかbで あるが、今後 はさらに有価証券事務 の

自動化 を 目指 して、株式 ブローカーの一連番号 システム、ブ ローカーの確認 書換え事務の

機械化 な どを計画 してい る。

(珂 マ グ ロ ー ヒ ル 社

世界有数の 出版社 で、学術書 や教科書 の出版、 ビジネス ウイークやケ.ミカル ウィークなど約

40種 の雑誌お よび ジャーナルの発行、建築関連情報 の収集提供サ ービスな ど、広汎 な活動 を

行 なっている。企業財務情報 の収集提供サrビ ス機関であるStandard&PoorS

Corpも1966年 以 来当社の傘下 に入 ってい る。

部門別売上k・よび利益(1968)

書籍出版

雑誌ジャーナル出版

情報システム(建 築関係情報)

S&P社(企 業財務情報)

計

従業員数12,915

事業所数 米国内150ケ 所

　

(売 上)

百 万 ドル

160.9

137.2

70.0

368.1

(課 税 前利益)

百 万 ドル

22.5

22。3

11.0

55.8

海外30ケ 所

これ らの うち、S&P社 以 外 では、雑誌の編集 と情報 システ ム関係 にコンピュータが利用さ

へ

れてい るが、何 れ もバ ッジ処理 で、オン ライン ・システムは未だ採用 されていない。

情報システム事業部 で発行される定期刊行物は17種 に及んでいるが、そのほとんどは建設

業関係 であり、中で も当社が最 も力 を入 れているのは ドッジ ・レポ ー トで ある。

(1)ド ッジ ・レポ ー トは建設関連業者に対 して、入札等の便 宜に資す るため、41州 における

建設計画 に関す る情報 を、全米 に張 りめ ぐらされたネ ッ トワーク(情 報収集専門家450人 、

代理店1100社)を 通 じて収集(毎 日電話 または面接 に よって連絡 を保 つ)し 、 これ を小

型の折たたみ式シ ー トにコンパク トにま とめて毎 日提供販売 している資料 である。調査対象

お よび記載内容は次の通 りであって、 このための情報処理 はコンピュータ化 されている。

なお、DodgeBulletins,DodgeConstructionStatistiesお よび

DodgeManagementControlServiceの3種 の二刊行物 も、上記 と同様 のデー

タ ・ソースに よって作成 されている。
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調査対象

新設または改造で投資額1万 ドル以上

業種一 商業 、工業、協会、住宅、 エンジニア リング

記載内容

プロジェクトのタイプ名称

建設費概算額
ベ

プ ロジェク トの位置

所有者、建築 家、 コンサルテ ィングエンジニア、包括請負業者

個別請負業者の名称、 プロジェク トの構造、使用資材、機能、 内容、能力

その他 の重要 な情報(た とえば、供託金ポン ド所要額、包括請負か ら省かれた取引条項な

ど)

プ ロジェク トの現在 の状態

以上 の他 、主な情報 サー ビスには次の ような ものがある。

(2)ブ ル ー ・プ リン ト(Dodge/SCANマ イ クロフ ィルム ・システム)

マイクロフィル ム花 された図面 を請負業者、建築材料販売業 者に提供り
(3)Sweet8Construction&Indu8trialCatalongSy8tem

建 設 業 者 の カ タ ロ グ(4種 ・26冊)

製 造 業 者 の カ タ ロ グ(3種 ・計11冊)

イ ン テ リア 、 デ ザ イ ン 業 者 の カ タ ロ グ

こ れ ら も建 設 関 連 業 者 に販 売 さ れ て い る。

(4)Sweet,sIndustrialMicrofilmSy8tems

政 府 民 間 の 設 計 家 、 技 術 者 に 対 す る 製 品 や 設 計 に 関 す る 情 報 サ ー ビス 提 供 ・

1967年 以 降 の 分 で150万 ペ ー ジ(毎 年 追 加 分50万 ペ ージ)に 達 す るデ ー タバ ン ク を'

構 成 し、 これ ら の 情 報 処 理 に よ っ て 行 な わ れ て い る。

(5)BuildingCostServes

建 設 業 者 に 対 す る コ ス ト情 報 と して 次 の4種 の 刊 行 物 を 発 行 し て い る 。

DowBuildingCostCalcu!ato「

DodgeBuildingCost&SpecificationDigest、

DodgeConstructionPricing&SchedulingManuaI

DedgeEstimatingGaideforPublicWorksConst

(6)Reserch&Development
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コンピューターを駆使 して、次 に掲げ るような各種の技術情報 ファイル を蓄積 し、蓄積、検

索 に関す る技法 を研究 中である。

①Skidmore,Owings&Merrill社 との提携 によって開発 された製品技術情

報 のライブラ リー

②Sweet'sLibrarySystemと 称 す る150千 ペ ージ以上 に及ぶ技術情報 ライ

ブラ リー、 これ は建設お よびエンジニア リング企業の利用 をね らった ものである。

③NY州 大学 と連繋 による、建築家 が特定 の施 行基準に合致 した建 築製品 を選定するため

の情報検索 シス テム

以上の ように当社は、多数 のユ ーザーが通信回線の端末 を通 じて共通 のデ ータフ ァイルに

直接アクセスする、 とい う意味 でのデータバンクは未だ もっていない。多数の人手 を要 し、

必要に迫 られた部 門か ら逐次機械化 して行 く、 とい う通常 のコンピュー タ化の行 き方を堅 実

にとってい るにす ぎない。 しか し、適用分野がマイクロフ ィルム との連動 とか、編集 印刷機

構への コンピュータ活用、 とい ったかな リユ二一クな ものであることは興味深 く、 また ドッ

ジ ・レポー トな どは、オ ンラインではないが多 くのインブ ・ト端末 か ら毎 日入 って くる情報

を収集処理 し、 日報 として多数のユ ーザ ーにサ ービスする活動 を、'効率的かつ迅速に行 なっ

ている点か らみて、準オ ンラインともいえるのではなかろ うか。'

7

(珂 株 式 会 社 紀 伊 国 屋 書 店

(1)企 業 の沿革

株式会社紀伊国屋書店 は、昭和2年 創業 の総合書店 で、東京 に本社を置 き、都内及び国内

主要都市に支店 ・営業所網 を持つ と共 に、米国サ ンフランシス コに米 国法 人の店舗 を設立 し

ている日本最大 の書店の一つである。

国内書籍 ・雑誌及び外 国書籍 ・雑誌 の輸入販売、 出版及び事務機、文房具の販売 を主業務

としてtoり 、 年商約100億 円の企業 である。

(2)脱 活 字化社 会へ の対応

同社は、急速 に変化 しつつ ある現代 の情報化社会へ の対応 と して、 これまでもマイク ロ出

版物 の販売等に力を注いできたが、 ここ一両年、国内において磁気テ ープベ ースの情報へ の

関心が高 ま りつつある ことと並行 して、米国 を中心にいわゆるMachine-ReadabIe

Dataが 、どの ように流通 しているかを鋭意調査 してきた。そ の結果 、欧米 においては、磁

気 テープベースのSDIサ ー ビス、RetrospectiveSerchを 大 規模 に行っている団

体が加入資格 を持 つASDICの 加 盟数 が1970年 初 で34を 数 えている ことか らしても、
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我 国 に お い て も企 業 体 が 、 コ マ ー シ ャル ・ペ ー ス で 、Machine-ReadableDa .ta

BaSeの 販売 を行 い う る との 確 信 を持 つ に い た っ た 。

(3)TaPe,Source

同 社 に お い て は1971年 初 、CurrentAwarenessを 中 心 と したSDIサ ー ビ ス

の 販 売 及 びMachine-ReadableMagneticTapeの 販 売 を も併 せ て 行 う事 業 化

計 画 が 推 し進 め られ 、 米 国 の 有 力 な 科 学 技 術 情 報 デ ー タ ・バ ン ク数 社 と、 日本 に お け る そ れ

ら の 独 占的 乃 至 は 非 独 占 的 販 売 を行 う契 約 を 結 ぶ に い た っ た 。

主 な 契 約 先 は 、EngineeringIndex社 、CCMInformation社(コ リア ・

マ ク ミ ラ ン の 子 会 社)、AmericanInstituteofphysic8
,American

SocietyforMetals等 で あ り、 又lnstituteforSientific

Information社 、ChemicalAbstnactsService等 と も交 渉 を 続 け て い る。

(4)SDI販 売 の 事 業 化 計 画

同 社 の 計 画 で は 、1971年7月 よ り営 業 活 動 に 入 る予 定 で 、 電 算 機 は 国 産 機HITAC

8210を 導 入 し、 ソ フ トウ エ ア はhそ の メ ー カ ー の オ ペ レ ーテ ィン グ ・シ ス テ ム を 利 用 す

る こ と に な ろ う。

事 業 は3ケ 年 を 一 つ の 区切 り と し、IRの1Profile当 りの コス トは2万 円 ～6万 円 の

巾 に な る 見 込 で あ る。

9

命

(G日 本 の 企 業 性 デ ー タバ ン ク に 関 す る 討 論

日本に おいては、企業性デ ータバ ンクは、そ の端緒 についたばか りで、いまの ところ単 にデ

ータ提供業 者に とどま
ってい るのが実状 である。

ここに、 日本のデ ータバンクの崩芽形態であるデ ータ提供業者をわれわれデータバ ンク研究

会が招いて、そ の実状 と問題点及び意見 を聴取 した記録 が ある。以下にこれを述 べる。

データ提供業者A

－ 会社概況

特殊性 のある科学技術情報 をFACOM230/60で 処 理 している。一応 コマーシャル'ベ

ースのSDIサ ー ビスつ まりC
urrentawarenes8を 配 布 している。年間3万 円 とい う

低 い価 格では じめたが、 この価格 では電算機代 を出すのが やっとであり、 よく顧客 か ら安 くで

きるな ら信頼性がないの ではないか といわれ る。 ともか く1年 間続けて来たが、最近 では磁気

テープで売 るケース も2、3件 でるようになりSDIと しては ようや く採算 ベースに乗 った と

いうところである。)年 たたない内 に大体採算ベ ースに乗 ったが、それな りの苦 心があった し、.
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いろい ろとサポー トして くれた専門家の人達 がいたお蔭で比較的安 くいろいろなことができた。

それ に年間約7万 件 しかインプ・ トしていないの で数が少 ない とい うこともある。 また、アメ

リカ政府 の依託研究 レポー トとか、 プロシーデ ィングな どをインプ ットしているので非常に狭

い範囲 の特殊 なSDIを 国 内の会員 ユ ーザーに配布 している。

一 インプ 。 トの方法

紙 テ ープでインプ ヅトしている、オ リジナル ソースは特 にな く、他研究機関や図書館の手 を

わず らわす ことな く自分達 だけ でや ってい る。雑誌は含 まれず2次 資料 か らとい う訳 だが、先

に話 したρはオー ビ社の極 く一部のSDI業 務 だけで、その他 に会議情報が年 間お よそ6,000

件 あ り、またグル ドル とい うテープをコンバ ー トして使用 してい る。比率 は40%が ク リア リ

ング・ノ)ウス、残 りの60%が プ レプリン トとかそ の他 の特 殊なものである。

_・一計算機 の使用状況

高 いが計算セ ンターを使ってい る。安 い値段 を付けたのは最初 の3～4カ 月が試行錯誤 の試

験期間 とい う意味合 い もあった。1年 経 過 した今 日そろそろ値上げ も考えてい る。

一 フランクリン研究所か ら送 って くるデ ータの内容

フランク リン研究所は シンク ・タンクであるが、 われわれは 日本 と韓国 との総代理店 とい う

ことになってい る。 同研究所 か ら送 って来 る公害情報は年間約2万5,000件 で ある。 これは

水、大気、土地 などに関す るものだが、近 々騒音 とか振動の情報 が入 ることにな っている。 こ

,れらを合計 して も2万7～8,000件 で あ り、一応計算機 でインプ ットしているが、 システム

が違 うので未 だ実験 段階 である。 フランク リン研究所では使用 してい るが、われわれ からみる

と少 々雑 な ような気がす る。

SDIシ ステ ムは独力で何か らなにまで開発 した。 コス ト的に合わな くて も業務の1分 野に

すぎないので勉強 のつ もりで投資 した。

一 デ ータバ ンクの採算性

誰かが先鞭 をつけ ると、やは り商売だか ら後か らっいて行 って もっま らないか らや らない。

また政府 とか公共企業体 のベ ースは常 に遅 い し、それに網羅性 をもたせ ようとす るか ら現実

的 に時間が掛 って しま う。そ こでわれわれはその間隙 とい うか、小 さな部門 を受け もって、 し

か も危険だか ら企業 の全 生命 を掛ける ような ことはせずに片手間に勉強 してお こうとい うよう

な気持 でやってい る。だか ら採算ベ ース以外 に何 かないと実際上無理 だと思 う。

例 えばU.S.1シ アテ ィック ・カンパ ニーの山川氏な どは非常 に意欲的 に取 り組ん でいる。

ただ し人手 がな仏ので どうして もエージェン ト的な ことしかで きない ようだ。

デ ータバ ンクは企業 の採算 ベース にはどうしても合わない。 フランク リン研究 所の ようなご
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とは 日本では高 くてとて も出来 ない。 その仕事 だけ に専門家を100人 位抱え ている。 そ うい

う意味 でデ ータバンクを作 ろ うとしても難 か しいのセはないか。

われ われのはデータバ ンクではな く、正直 にいえぱ情報処理サー ビス を売 っ『ているにすぎな

い。そ れと営利 であるか ら、サ ービスをできるだけ早 く顧客 に届け られるよ うにフォローア ッ

プをしてい るが、決 して 自分達 の と亡ろで全部 を持つ とい う方式は とらない。やは りNet-

"-
wo云kの 拠点になり、海外 のものを日本 のユーザ ーに流 し逆 に日本の もの を海外 に流す とい っ

たネ ットワークの一環になるのが精一杯 のよ うな感 じがす る。

一 技 術情報の問題点
.

技 術情報 の場合一番問題 になるのは検索手法 であ り、そ してそれ以前 に分析能力である。特

許 の場 合は洩れ る噛と困 るが ・ン ピー タを使用すれば洩 れる可能性は大 き くなる.そ の点苦労

が あるがわれわれの場合文献だか ら多少洩れて も差支え ない。沢 山不必要 な もの を出せば洩れ

な くなるが、特許の場合 に も洩れ を防 ぐためには不必要 なものを沢山出す ことがあ るが、経済

情報の場合は利用範囲が決 まって くるか ら技術的 に もや りやすいのではなかろ うか。

一 デ ータ提供 における官庁 と民間 との関係

われ われが商売す る場合一番重要 なのは速報性 である。 ところが官庁 の場合は機構 が大 きい

ため正確 では あろ うが速報性が欠ける。 この ことか ら民間の方が よいと思 う。その代 り民間が

や る場合 はどうしても経済 コス トを考 えるか ら特異 な もの を狙 うようになる。

官庁 がは じめそ民間ベ ースに おろ し、民間ベ ースの速 さを維持 できれば理想 的だが なかなか

うま く行か ない ようである。(JECST)

必 ず しも民間が一番 よい とは思 わないが、 た しかにス ピー ドはある。

一 デ ータバ ンクの性格 ・ 『'

デ ータバンク とい うのはわれわれのような ものでな く前者 をさすのだ と思 う。 しか し、そ う

い うものは営利性 が強 くないので官公庁 でや ることになると思 う。そ うするとス ピー ドのギ ャ

ップができる。そのギャップをわれわれが埋め るときにわれわれがデータバ ンク的 な性格 を一

部持つ ようになるとい う訳 である。

多少のデータバンク的性格 とい った ものは、 われ われが国でやるよりも半年 ない し1年 半早

いか らそ の間だけデータバンクであ るとい う訳 だ。 で きれば国に買 って貰えれば有難い。

一 商売 のポ イン ト

結局 われわれが商売 をす る場合 に元 の情報に何 を選 ぶかがポイン トにな る。 デ ータ通信 にな

って も同 じことであり充分に新企業が起 り うると思 う。ただ巨大 な投資 を要す ると思 うか らわ

れわれはただお手伝 いをす るとい うことになると思 う。
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一 要望

われわれの ような ところに安 くコンピュー-rタタ イムを提供 して くれ る ようなセンターを設置

して貰 えないだ ろうか。つ まり公共性 のある計算 センターで安 く実験 で きる ようになれば開発

が促進 され ると思 う。補助 金を貰 って ヒモ付きになるよりも苦 しくと・も自力で行 きたい。

官庁 のコン ピュータの空 き時間、夜 間で もよいか ら貸 して くれれば、 よりよい ものができる

だ ろ う。

われわれは、 日本 の情報産業の将来 のためにや ってい るのだか ら、今後 とも育成す るように

計 って貰 いたい。

デ ータ提供 業者B

－ 会社概況

われ われの ところでは、公共使用 と私企業 とかMIS使 用 をイン ・ハ ウスとい う云い方で分

け ている。Co㎞ercialba8eに のせ ようと試みつつあるのをNetworkInfor-

mationServiceと い う云 い方 で分 けている。米国 の例 でい うと、上か ら、Federal

Ihformationsystem(FIs)vそ れ か らMIs¢)方 をdedicatedinfor-

mationsystemと 呼 ん でいる。 しか し、inhouseと い う略称 の方が世界的にポ ピュ

ラーだ。次 に来 るのがNISつ ま りNetworkInformationSystemで あ る。(日

本 ではNISと い うと、NationalInformationSystemの よ うに誤 まって伝 え

られてい るが)こ れ は要 するにco㎜ercia1.baseのdatabaseで あ る。これをわれ

われが毎年評価 して 日本に売れそ うな もの を輸 入 して売 ってい る。

われわれは ここ当分 の間は計算機を使用せず専 らdatabaseの 輸 入元 としてや って行 く

つ もりである。 われわれ のマーケッ ト調i査では未だ採算 が とれるとい う結論 に達 しないので

data処 理 をは じめ るのは2～3年 先の ことであろう。

一 要望

協会のような指導的立場にあ搬 関に遇 いしたいが人の情報を働 というζとをも・と奨

励 して貰いたい。 とか く日本人は他 人を信用 しない し、他 の情報 を使 おうとしない。 この2～

3年 こ うした風 潮は変 わ りつつあることはある。

それか ら協合 関係 の点だが、 コン ビ三一タ技術以前 に、海外情報 を利用 し、逆 に日本の もの

を海外に進出させ よ・う'とい うな ら、 もう少 しそれぞれ処 を得 しめねば ならない。

例 えば米 国では財務デ ータな ど.10数 年以 前か らや っていてコマーシ ャル ・ベースにの って

か らも10年 にはなるが、1社 しかや ってい ない。最近 になって ある会社が財務デ ータに進 出

しよ うと してス タンダー ド ・プア社はは じめて協 合会社 を持 とうとしてい るカ:米国では 日本の
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数倍の経済規模を持 ちなが ら1社 でや ってい る。 もともと客観性の あるデ ータなのに日本 では

私が知 る限 りでは12箇 所 でや ってい る。

証券業界での用途 は全 く同 じである。外貨 の苦 しか った とき輸入の試算 を してみ たが馬鹿ば

か しい数字で あり、4社 が共同購入すれば よいのにと思 った。

一 競 合関係

われわれの立場か らみる と興銀 の行 き方 には大変興味が ある。 アメリカの銀行は商売気が非

常 に強いが、興銀は財務デ ータバンクを売 った りリデ ィーボル トと組んでいろいろ とやった リ

ア メリカの銀行 と性格 が似てい る。

アメ リカの例でい うと、銀行にはそれぞ れ化学オ リエ ンテットだ とか レジ ャー ・ビジネス ・

オ リエンテ ッドとか系列があってそれぞれのプ ライベ ー ト・ク ラブの リーダーシ ップをとって

い る。それが一番 こわい。

一 情報のブラン ド

日本では情報 を自分 の名前では売れない。大手の銀行や証券会社は自分 の名前 で売 らざるを

得 ないが日本 ではまだ低 い面で しか とらえ られない。

私 の社では自分達 で開発 した もので も日本では絶対 に自社 の名前 では売 るな とい うポ リシー

をたててい る。外国へ売 るときは 自社の名前 を使 ってい る。

例えば興銀 の場合、外注 した ものでも自分 の名前 で出 してい るがそれが商売上のネ ジクにな

ってい る。

一 デ ータバ ンクの成立過程

業務上必要 で収集 したが情報産業 と して先鞭 をっけておけば儲 かるのではないか とい う思惑

があって、いろいろと看板があがっているのではないか と思 うが、アメ リカの場合は或 る程度

の補助金を政府か ら貰 って、最初か ら構想 の大 きな もの と取 り組んでいる。

日本 の場合には補助 金な ど出ないか ら、 自然会社 で出来 あが っていた もの を少 々加工 した り

む しろそのまま出せ るようなものが出 ているにす ぎない とい うことで、 日米間の情報サー ビメ

には相 当のギ ャップが ある。

しか し地域 的な情報 を加工 した り処理 した りす る力が元 々ない会社が、 あ らためて情報 を買

って加工処理 して商売するなどとい うことは 日本では伸 々で き難い環境 にあると思 う6そ の点

大手 の銀行 とか メーカーが今 までの20億 もの投資 を しては じめたわれ われ の会社はひ とたま

りもない と警戒心 を持 ってい る。

一 データニーズ

商売 でやっている以上、 日米間 でパターンの似ているものを探 し、その中か ら採算ベ ース に
一137一

」



寧

の っているものを選ん でエーザ ー ・サイ トを徹底的に洗 ってか ら買 うことに している。

や りやすい例 ですが鉄鋼 などは生産項 目が38あ1;/、 品 目は3種 類 ある。そ こで14数 タイ

プであってしか も共通の生産項目であるから誰 でも手 に入れることができる。 これを使用 して

い る工場は米国 には30万 以 上 が ある。そ こで米国ではこのデータベ ース を扱 うだけ の市場が

あるが 日本 では国がや るより仕 方が ない。

一 一デ 一夕サー ビス

㌶ メリカで嚇 もや・てい微 民間の方がよいものを出 して鴎 ただアメリカの場合
ぱ ー市場があ って売 れ るか らや るのであって日本 には市場 がないだけの話だ。

もちろん コマ ーシ ャル ・ベ ースの方が よい。売れなければ どん どんつぶれてゆく。8年 前か

らや っているが扱 っていた ものの半 分位つぶれて しまった。小 さな会社 には自然陶汰が働 くが、

政府機関か ら金を貰 ってい るところはつぶれないか ら自動的 な選択が 出来 ない。

一 経営 のポイン ←

必死でやら頻 ればつぶれて しまう・二づ は作るもの民 とにか 澗 瀦 識を探すのがわ

れ われの仕事だ。そ の媒体 と してコンピュータがたまたまあるにす ぎない。

一 回線の自由化 につい て

回線 の自由化 より情報 の受 け留め る傾向の方 に私 としては関心 がある。 もしか した らフ ァキ

シ ミリなどが どん どん発達 してdatatapeが 全然売 り物 にならな くなるかも知 れない。 こち

らの予測 の方を きちん としてお く方が寛 々公社が何 を考 えてい るか より重要 だ。 巨× なものは

国がや って くれ るだろ う。

一 問題点

われ われのレベル が低か ったか もしれないが、 ともか く日本 は人を信用 しない風潮があっ.て

いけない。

小 さな会社 であるか ら1つ のメーカーだけ と結びつい ているのは非常 に不安だ。 メ・・'"カー も

こわい。

データ提供業 者C

－ 会社概況

PB社 ではオーピス社 と同 じよ うに米国政府のテ ープを買 って、 自分 の ところでプ ログラム

を開発 して検索サ ー ビスをや っている。売 りあげ がそ う沢山 あるとは思わないが、二応 これを

基礎 に してや ってい る。

今度 アメ リカへ行 って買 って来た ものは、技術公社 とHEW(保 健 ・教育厚生省)と が共同

開発 した教育情報 のエ リック ・テープであるが、 これは非常 に安 かった。 ですからtape
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baseで も売 ります し、検 索サー ビス もす る。 データ数 は少な く2万6,000位 で ある。 これ

は米国の大学 とか政府機 関におい て電算機 を使用 しての教育情報 はどうあるべ きか とい うよう

な ことが入 っている。 これは渡米前 に文部省 とか育英会 とか東大か ら要望 が あった。

現段階 では他所か ら買 ってい るものは2つ だけだ。 もう1つ 現在交渉 中であるが、 これは

32万 位 のデ ータが入 っている。 これを来年買って来 て検索サ ービスを行えば科学技術データ

は全部揃 うと考えている。

その他 に、今度は 日本の特許 の明群書を購入 し、内部 の専門家 が解析 し、チ ェ・ク し、マー

クシ ー トに転記 し、IBMカ ー ドにパ ンチ して磁気アープにインプ ・トし、検 索サービスを提

供 しようと考 えている。

われわれの ところの解析 システムを開発 し、 日本政府vak・さめ た ものが2つ ある。 これは今

年の2月 にスター トしたが受注 した ものに半導体 と電子通信関係 の2つ が ある。そ して現在は

繊 維に取 りかかってい るが、 どうや ら今年は採算 に乗るだろ うと考えてい る。

設立途上 の日本特許情報 セ ンター と競合 しない ようにかな りの ウェー トを しめる ような協力

をす る方向に進めてい る。

一 検索サ ービスのプログ ラム開発につ いて

現在 プログラムは3つ あ る。1・B・Mと 協 同で既存のプログ7ム を1年 掛 りで改 良 したもの

が1つ であるが、1・B・Mの 場合は基本 プログラムを 日本 でい じれ ないために、 コス ト高で時

間 もかか り、経済的 に実施 できない とい うことで、今度は国産 メ ーカーを当 った。

結局、 日立 の子会社のNBCが 協 力 して くれて、格安 に実験 して くれ、 プログ ラム も協同開

発 している。

一 デ ータの収集

加工 していないデータを集め るといいますけ ど必 らずデフィニ ッシ 。ンの問題が出て来 る。

日本 の会社 の場合はユ ーザ ー ・アプ リケーシ 。ンだがユーザーの要求が収集 する側 に反映 して

いない ところが現実には最大の問題だ。それを どの ように して解決するかは民 間側 ではどうす

ること もで きない。やは り収集側 がそ の難か しさを身 をもって体験すぺ きだ。

業務上必要が あって収集 してい るものは既に採算 が とれている筈だ。売ればそれだけ儲る訳

だか ら情報産業に進出す るとい うこともあるだろう。

一 回線の自由化 について

回線が自由化されれば結局 タイム シェア リングで情報 を流 す訳 ですが、 われわれの ように特

許情報 を扱 っている場合に、特 許屋か らみた場合 と一般技術者か らみた場合 とでは観点がかな

り違 う。特 許にたずさわってい る者は特許 を表現す る言葉が3～4あ ればまず問題 がない。
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ところが われわれ の ような小 さな会社が実績 をつ くるためには安心感 を与 えるためにで きる

だけの多 くの ワー ド数 を使用す る ようにする。

極端 な場合は原文 を全部入 れるとい うことになる。例 えば磁気 インクな ど使用 して出来 るだ

け質問の仕方 を きび しくして言葉の掛け合せ を多 くすれば 自分の探 してい る適格な ものがあが

って ぐるとい う訳だ。

その ようにやった場 合、今 の電々公社が考えてい るような ものでは タイムシェア リングにの

らない。 キ ャラクター数 で200位 に しなければ実際に動かない と思 う。

現在 は400か ら600程 度 でや っている し、化学 とか薬 学の場合は1つ の技術用語 でも何

百 もの ものが あるか ら、 もっと沢山入 れねばな らない。構成要素 が沢 山 あってそれらを掛け合

せた場合に何か新製品が できるとい うようになった場合、今 の電 々公 社の規格では とて ものせ

ることができない。そ の ような矛盾がある。

秒単位 で何故検索 するか とい うと、 日本の場合は、特許期間は15年 であるが、死んだ特許

の再 出願 を防 ぐためには50年 位 の蓄積が必要 である。それにPCTが 批 准され・サ ーチ国の

数 が増えれば どこか1ヶ 国 に出願すれば よ吟 ζとになる。 日本 だけ で も公開制度になれば数

年後 には企業 は相当血眼 にな って探さねば危険 とい うことになる。だか らテ ープは もちろんデ

ィスクで も間に合 わな くなる。結局マイ ク ロフィルムとコンピュータが連動 するシステムに し

な くては うま く行か な くな るで あろうと予測 している。

また解析 に して も特許 にたずさわっていた者と、一般技術者 との考え方 には大きな差があ り、

解析 をさせ る と権利 を とった人 と探す方 の人 との間にず れが出来て しま う。要す るに、すなお

に解析 しな くてはいけないのだが、特 許の弁理士 はで きるだけ解 らない ように難か しい言葉 を

使 うので、その解析 には大変 なお金 と時間がかかる。

一 要望

競争 の結果 つぶれ るのは よいが、ア メリカでは政府か ら8～9割 の補助金を貰 ってやってい

るのが多 い。 日本 で もなん とかならないか。私 の社 ではまだまだ情報 を売 ってや って行けない。

現在や ってい るのは処理だけ である。 一
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日本貿 易振 興会(JETRO)

1転 換期における貿易振興策 と海外経済情報対策

今後における貿易振興策の基本方針

(1)輸 出入の大型化・安定化・効率化

(2)経 済協力の強化、拡充tsよ びその計画性・効率性の確保

㈲ 輸出入相互間及び援助を含めた対外経済活動に関する政策相互間の有機的結合の強化

と総合化

(4)輸 出については・海外需要への一層の適応

{5)誘 導型、基盤整備型の貿易振興策の推進

などをかかげ・45年 度予算要求においても、輸出入・海外投資等企業の海外活動の基盤を

さらに整備するため・海外情報収集機能の強化と情報処理体制の整備が第1の 重点にあげられ

ている。

今 日の先進社会の経済

ω 大量消費社会への移行と消費者選好の多様化

② 都市開発・宇宙開発・海洋開発などの巨大プロジェク トの出現とこれによる結合市場

の出現

(3)商 品のシステムとしての複雑化・大型化

(4)分 業化の進展の反面 としての分業化 された諸活動の総合化の必要性の増大

(5)諸 活動における国際化の進展

㈲ あらゆる分野の変化の急速化

などに当面 し・このような環境の中で、企業は、外部環境に関する適確な、タイムリーな・

広い範囲の情報・すなわち・内外の政治、経済・科学技術・市場・他企業の活動等々の情報を

社内情報と有機的に組み合わせ・総合的に処理 し・これに基づ く機動的な経営管理を進めてい

くことが不可欠 となっている。

輸出をは じめとする対外経済活動においても・まさに情報化の要請は・そのすべての前提に

なるものであり・海外経済情報の充実、強化は、かねがね叫ばれてきたものである。

2海 外経済情報需要の動向に情報ネ。トワークの必要性

海外情報が、特に国際取引の推進にあたってぜひとも必要なわけは・国際取引 自身の特色に

由来 している。

国際取引の特色
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←f)地理的に遠隔地問の取引であること

(ロ)商慣習・取引制度の異なるものの問の取引であること

内 趣味、嗜好の異なる市場を対象とする取引であること

←)支 払手段が異 なること

困 言葉が異なること

ジェトロをはじめとする海外経済情報機関は・まさに

㈲ 取引成立に直接必要なもの

同 取引に あたって入手 しておいた方がよいもの'

←→ 入手 していると取引上有利なもの

同 取引の機密性から公開情報だけに頼 っておられないもの

の拡充をねらいとするものであり・海外情報収集機関のネ ットワーク確立が望まれる所似で

もある。",

●

'や

'

」
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V－ ①表 内外vatoけ る海外経済情報収集源

(在 外)

輸入に従事する者

商社、製造業者の支店・出張所・
連絡事務所

商社、製造業社の一時的出張者

銀 行

信用調査機関

在外公館

ジェト叫 アジア経済研究所

海外派遣調査団

外国の経済団体・業界団体

新聞所

外国通信社

広告エージェント

放送会社

出版会社(大 学・研究所等の
出版部門も含む)

市場調査会社

海運会社

(国 内)

製造会社

商 社

通産省、外務省等の中央官庁

ジェトロ・アジア経済研究所等

地方庁

銀 行

経済団体・業界団体

新聞社

通信社

広告エージェン ト

放送会社

書籍取次店

市場調査機関

海運会社

出版会社

駐 日外国公館

図書館

製

造

業

社

＼
ツ

第1表 には・メーカーや商社が どれほ ど多様 な情報源を もっているかを示すために・在外k・

よび国内における情 報源 をア トランダムに拾 いあげた ものである。

V-1図 は 、海外経済情報 を収集 、提供 する種 々の機 関を集 めたものである。

海外経済情報 ネ 。トワーク とい か 海外経済 情報 システムを確立 するとい うことは・簡単に

いえぱ・この図に現われ て きた機関を如何に有機的に連けい し・ほん とうに必要 な情報が需要
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3,海 外 経済 情 報機 関 と海 外経済 情報 ネ ッbワ ー ク

V-1図 海 外経済情報の収集 提供 ネッ トワークと情報内容

欝
金
物
事

官 公 庁

な ど

者(国 内

海外)

団体組合

(傘下の会
サー

WEIS

(定 型サー
ビス)

＼
海 外 経 済

情 報

ネ ・トワーク

＼

輸

済響究

日 商 海 外訟
力技術経団連

遭 業・〃
(6.6人)(3.3人)

輸 銀

付 開 銀

東 銀
28203人

その他 行攻政策
、経済政策

技術 梱度、法規

建設

機 関 祖税 関税

地域 名 称 予算 金融

市況 経営、企業、労働

産 業商 品 輸出入

プ ラン ト 在 外

協 施 設

15.21人)

%ン ぶ
経 済
KVII!究%6.34ハ

(8.13人)

(3.5人)

(凡 例)

業界

/団 体

ぽ　
ア
　

関

ー

."
査

際
機

派
調

国

査
体
調
団
/

版
這
出
報
/

手
府
相

政

/

1機 関名外側 の()は 当機関の海外 施設及び

派遣人員 を示 す。44年8月 現在

2枠 内の黒字 は情 報の ガ・・レ 。ジを示 す。

ガパレ ・ジ区分 は左図のとおり。
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V-2図 海 外 経 済 情 報 シ ス テ ム 図

観光情報

サブンステム

海 外経 済情 報

(クリアリング機能)

運 輸 情 報

サブシステム

運輸経済

究 所

海外電力

査 会 響

技 術 情 報

サブシステム

日本科学
技術情報

機 械

輿脇

OTCA

(協 力事
業団)

◆ 書

命辛

商 社(h・ や

鞭
帝艇

輸 開 銀

東銀など

業界団体 輻

中ノ▲ ・ほ
振興事業&
団 廉
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者に迅速 に、適確 に提供 され るようなシステムをつ くりあげ るこ とである。

したがって、海外経済情報 システムが効率的に運用され るためには・い くつかのサ ブシステ

ムに分け てそれぞれのサブシステムの完成 か らは じめなければならない だろ う。

V-2図 は 、予想 され る海外情報 システ ムの全体像 を描 いた ものである。

トータル システム として海外経済 情報 システムは・貿易情報サブシステ ム・資源情報サ ブシ

ステム、技術情報サ ブシステム等々によ り構成 されている。

4通 商産業行政 をめ ぐる情報 ネ ットワークと海外経済情報 システ ム

施 策

〔1)情 報 処理の普及 ・高度化のための環境作 り(電 子計算機利用の普及・高度化)

〔2)所 管 産業の情報化・システ ム化 の推進

(3)通 商産業行 政をめ ぐる情報処理 の普及 ・高度化と産業界等に対する情報提供

次に示す第三図 は・通商産業行政 をめ ぐる情報 ネ ッ トワークの構想 とこの中におけ る海外経

済情報 システ ムの位置 づけである。

(B)JICST

1沿 革

JICSTは 昭和32年8月 、科学技 術庁の最 初の政策の1つ として・それ 自身を造 るプロ

ジェク トに よって設立された。

最初 ・役職員62名 ・ 資本 金8qoOO千 円 で出発 し・昭和33年 よbサ ー ビスを開始 し・

昭和46年 度 におい て・次の事業規模 をもつ。

V－ ②表 収入支出総括表(単 位:千 円)

1収 入
科 目 46年 度認可

1.国 庫 支 出 金 LO38000

2・ 事 業 収 入

1)出 版 収 入

2)受 託 サービス収入

3)講 習 会 等 収 入

886986

483436

39Z650

5900

3.事 業 外 収 入 23990

4.前 年 度 繰 越 金 6060

収 計 ▲955036
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1支 出 科 目 46年 度認可

L収 集 整 理 費 408779

2.提 供 事 業 費 43&002

3.一 般管 理 運 営費

1)人 当 経 費

2)特 別 経 費

3)業 務合理化促進費

915775

535562

125601

254612

4.管 理 施 設 費 127480

5.予 備 費 65　 000

支 出 合 計 1.950377

V－ ③表 収集処理データ量(年 令)

摘 要 46年 度認可 備 考

収 集 外 国 雑 誌 数
、

5200種 環 境公害文献100種 を含む。

収 集 国 内 雑 誌 数 2300種

収 集 外 国 特 許 数 48000件
化 学(米 ・英・独)38000件 ・ 電気

(米)1qoOO件

収 集 医 学 雑 誌 数 0種

収 集 二 次 資 料 数 13種

収 集 レ ポ ー ト 数 Z500件 原 子力レポ ー トZ500件

処 理 外 国.論 文 数 282000件 原子 力レポー ト3000件 を含 む。

処 理 国 内 論 文 数 7aoOO件

処 理 外 国 特 許 数 3&0,00件 化学のみ

処理中小企業 海 外 技 術情報 600件

処理 食品工業技 術 情 報 600件

処 理 海 外 技 術 ハ イ ライ ト 2400件

処 理 環 境 公 害 文 献 集 4040件
理 工学文献2000件 ・医農学文献2000;

件 ・ トビ 。ク情 報40件`
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これは、前身 となる機関 も・設立推進母体 もなG全 く新 しく、科学技 術振興政策に よって

造 られ た機 関てある点に大 きい特徴 がある。

法人格は・ 日本科学技 術センター法に より設立 が定 め られ た。科学技術庁の監督下にあるい

わゆる特 殊法人 である。

2.業 務 の内容

(1}国 内 外の科学技術文献 を収集 し・重要 な論文記事 を抽出 し・抄録 ・キーワー ド索引 を

作成 する。

② それ を漢 字穿孔鍵 盤を通 して入力 し、 コン ピュータに より編集 し・高速漢字出力装置

によって抄録雑誌 の版下 を作成 し・印刷す る。

その分冊は次 の通 りで ある。

科学技 術文献速報

。工学一般 ・機械 工学編(半 月刊)〔 昭和33年3月 創刊 〕

。電気工学編(半 月刊)〔 昭和33年3月 創刊 〕

。化学 ・化学工業 編(旬 刊33～39年 度半 月刊)〔 昭和33年3月 創刊 〕

。金層工学 ・鉱山エ学 ・地球 の科学編(半 月刊33,34年 度 月刊)〔 昭和33年9月 創刊 〕

。土木 ・建築工学編

。物理 ・応 用物理編

・原子 力(ア イ ソ トープ放 射 線 利 用)編

。経 営管理編

。国内化学編(日 本 化学総覧)

(3)そ の他の 出版物の刊行

川 海外技 術ハイ ライ ト

(半 月刊33.34年 度 月刊)〔 昭和33年9月 創刊 〕

(半 月刊34年 度 のみ月刊)〔 昭F日34年4月 創刊 〕

(月 刊)〔 囁 日36年4月 創刊 〕

(月 「Fil)〔 日石手038年4月 倉日干ll〕

(月 刊)〔 昭和39年1月 創刊 〕

(月 刊) 〔昭和42年4月 創刊 〕

一般的な展望記事・新製品の紹介・各国の科学技 術の動 向、統計資料等・珍 らしい

興味 あるニ ュース を掲載 した ものである。

(iO外 国 特許速報(週 刊)〔 昭和43年9月 創刊 〕

外国特許速報 は・米 国 ・英国 ・西独3ケ 国の化学エ業に関 する特許明細書を網羅的

に収録 し、和文 の標 題に よって閣潔 に内容 を示 したものである。昭和33年4月 創刊 、

週刊で刊行 している。

化学部門 に関す るか ぎり・ これは 米国のオ フィシ ァル ・ガゼ ・ ト・英国のオ フィシ

ァル ・ジャーナル・西 ドイツのパテン ト・ブ ラントと同等の ものである。
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㈹ そ の 他

情報管理 、中小企業 海外技 術情報 ・食品工業技 術情報・日本特許索引 ・情報 カー ド・

特 殊テ ーマについてまとめた文献集等 を発行 してい る。

働 依頼に応 じて行 なうサー ビス 、

出版物 に より提供 され た、 あるいは任意 に集 められた技術情報 は・利用者に取捨選択

されてさらに詳細 な資料 の要求 となってはねかえって くる。 この要望 に応える ものが受

託業務で あb・JICSTで は複写・翻訳 ・調査t抄 録等のサービスをおこなってい る。

(a)複 写

文献複写 は・JICSTの 所 蔵す る資料の複写・外部機関tsよ び外国機 関の所蔵す

る資料 の複写、文献の 目次 の複写等 をおこなっている。

(b}翻 訳

重要必読 の情 報の社内流通 伝達の ために・また特殊外国 語の読解 や海外へ の紹介等

のために・学術論文・特 許明細書 、カタログ・通信文その他 の翻訳 をおこなっている。

なお外部 の翻訳 協力者は2S67人 に及んでいる。(6月2日 現在)

(c)調 査 及び抄録

医学・農学・生物学 を除 く理工学 全分野の特定 の主題に応 じて・過去の情報を検索

調査 し・文献 お よび特許 の リス トの作成 ・入手 困難 な文献の取 り寄せ、抄録作成等の

サ ー ビスをおこなっている。

↓
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3.組 織 および保 有施 設

(1)組 織

日本 科学 技 術情 報 セン タ ー機 構 図

「一一 一理 事 会 議 一一一一「
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監 事

(2)

(内 非 常勤1)

()の 中は昭和45年 度認可定員

企 画 室(6)

渉 調 室(2)

電子

総 務
9

(35)
一 … 総 務 課

人 事 課

経 理 部
計

(18)

情 報 部
(120

会 計 課

情 課

編 成 課

専 門 別
報

課料資

員

課

報

第

情

業

部料資

　
カ@

務 部

(79)

業 務 第 二 課.

複 写 課

訳 諜

報 員

大 阪 支 所(10)

名 古 屋 支 所(6)

(2)バ ー・ド ウ エ ア ・シ ス テ ム

(D.中 央処理装置

主記憶容量

補助記憶および

一入出力装置

FACOM230-50

65KW

磁 気 テープ装置

磁気 ドラム装置

磁気デ ィスク装置

カー ド・リー:ダー

ライン ・プリンタ一
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(li)中 央処理装置FACOM230-25

主 記憶容量45KB・

補 助記憶 お よび 磁 気テープ装置

入 出力装置 磁 気 ドラム装置

磁気ディスク装置

、カー ド・リーダー

ライン ・プ リンター

(liD高 速 漢字 出力表示装置GEM3800

漢字 の字種お よびプリンタの性能を下表に示す。

(V－ ④ 表)

字 種

漢 字

カ タ カ ナ

ひ ら が な

英 欧 文 字

ロ シ ア 文 字

ギ リ シ ャ文 字

ア ラ ビ ア数字'

ロ ー マ 数 字

記 号

ス ペ ー ス

予 備

計

イ ン プ ッ ト

1861

81

77

65

66

33

10

20

199

6

78

2496

ア ウ ト プ ッ ト

1861(明 朝)

162(明 朝 、 ゴ シ ック)

154(〃)

195(ロ ー マ ン 、 イ タ リ ック 、 ボ ール ド)

198(〃 .')'

99('〃)

30(ク 『)'

40(ロ ー.マ ン 、 イ タ リ ッ ク)

248(ロ ー マ ン ・ 一 部 イ タ リ ック ・ ボ ー ル ド)

6

78

3071
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字 種

記 録 媒 体

媒 体 巾

媒 体 長 さ

プリント文字大 きさ

1行 の 長 さ

行 間 隔

印 字 速 度

現 像

解 像 力

フ ィル ム レ コ ーニダ ソ フ トプ リ ン タ

フ ィル ム ま た は 印 画 紙 銀 塩 安 定 化 印 画 紙

92mm182(B5)、210(A4)lnm

100m100m

67.510、5ポ イン ト10.5ポ イ ン ト

最 大30パ イカ(126mm)最 大30ノ 句 力(126mm)

1ポ イ ン ト単位 で 可 変1ポ イ ン ト単 位 で 可 変

5～10行/秒(200～600字 ン秒)5～10行(200～350字/秒)

外 部 湿 式 内 蔵

20本/mm以 上

キ

●

3.ソ フ ト・ウエア ・システム

(DJICST総 合IRシ ス テム

(a)漢 字 モ ー ド

(b}BCD/EBCDICモ ー ド

"i)JICST用 管 理 システム(DOCTOR)

(a)漢 字 モー ド

(b)BCDモ ー ド

胴 科学技 術文献速記編集 システ ム

V-5図 これ らのソフ ト・ウエア ーに よるサー ビスの概 念図

ξ

じ
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ご

V-5図 これ らの ソフ ト・ウエアによるサ ービスの概念 図

、

積
ズ一

書
テ

2機 械 検 索

,3、磁 気 テ ー プ 提 供

誌

,

L2索 引 および索引 誌

2.1そ 及 的 検 索

2.2情 報選択 提供(SDI)

3.1親

3.2英 字 カナ文字テ ープ

3.3英 字

シ ン ー フ

ア ー フ

外国製

今 撰 択 的 索 引 誌

,.

テ ー プ
∋ 機 械 検 索
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・1.1.1分 野 別 抄 録

L1.2選 択 的 抄 録

1.2.1抄 録 誌 用 索 引

1.2.2速 報 索 引

2.1.1バ ッ チ 方 式 検 索

2.1.2オ ン ラ イ ン 方 式 検 索
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デ ー タバ ン クの 分 析 と評 価第3部
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われ われは第1部 でデータバンクの構造 を理論的・技 術的に明 らかに した
。第2部 でデータバ

ンクの現 象を数 多 くの事例について調査 した
。

ここでは・データバ ンク につ き理論的研究と事 例研究を媒介 として現状分析 を行い今後のあ り

方 について評 価 を加えた。・

まず第1に ・コン ピュータの発展 がデータバンクの成立 に どのような影響 をもたら したかを検

討す る。--

第2に ・機能面か らデ ータバンクを評価する。

第3に ・デ ータバンクは どの ような生成発展 の過程をたどって成長 して きたかを考察 する
。

第4に ・ 日本v西 独・米国 のカ リフォルニア州のパ ブリックセク ターvatsけ るデータバンクの

現状比較 を行 う。

われわれは・以上 の視点のほかに もい くつかの問題 ・た とえばデ ータバンクの経営分析
、情報

価格形成論 な ど実証 的研究 を行 った が・データ不足 など色々な事情が あって、成果 を挙 げること

がで きなか った。これ らの問題は今後 の研究を待 つことになろ う
。

1コ ン ピ ュ ー タ の 発 展 と デ ー タ バ ン ク

,

本節ではロ ン『・三夕利用の相違がデータバンクの種類 利用の仕方、経営 どに大きな影

響を与えるとい う認識か ら、 コン ピュータ利用発展 とデータバンク との時間的相互関係 を考察す

る。

ω コン ビ一 夕利用の発展

図3ユ はコンピュータ の ・導入が歴史的経過に したが って・ 日本 とアメリカとで・ どの ような'

相違が生 じて きているかを示 している。

コン ピュータ利用 の発展段 階をわれ われは図3 .1に 示 した如 く・次の6段 階に分けた。

第1段 階MS:マ ニ アル システ ムを利用する段階

第2段 階PCS:パ ン チカー ドシステム(PCS)を 利 用する段階

第3段 階EDPS:エ レク トロニクスデ ータプロセシングシステム(EDPS)を 導入す

る段階

第4段 階 ・ffＬime・ ランダ ムアクセス メモ リとオペレーテ,〃 システムを利用す る

段階

第5段 階on-Iime:コ ン ピュータとデ ータ回線 との結合 をはかる段階

第6段 階TSS:タ イ ムシェア リングシステ ム(TSS)の 普 及す る段階
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第1段 階 と第2段 階は コン ピュータ以前のデ ータ処理 システ ムで あるが〉の段階において

も第 、部で述べた定義に拗 るデータバンクカ滅 するのであ短 ひとつの段階として分類

した。

図3・1コ ン ピュータ利用の発展段階

TSS
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そ こで図3.1に したが って コンピュータ利用 の発展段階における日米の相違 を歴史的に跡

づけてみ ると・EDPSの 開発時点は ・アメリカでは1956年 よ り始 ま り、日本 は1959

年 よ り開始 した。その差は3年 で ある。オペtz－ テ ィングシステム(ラ ンダムアクセスメモ

リー)の 利用 開始期 はアメリカが1963年 ・ 日本が1966年 で ・その差は やは り3年 で

あ った。た しかにオペレーテ ィングシステ ムの導入 の時期 については 日本 とアメリカとに大

きな差は なか った と我 々の経験 にて らして言えるが・ しか しその量的展開は 日米経済規模 の

大小 で標準化 したとして も・ 日本 と比 べてアメ リカは格段 な大 きさであ った。

さ らにまたオン ライ ン化やTSS(タ イ ムシェア リングシステム)の 利用にいた っては、

日本 ではデ ータ回線の自由化が遅れ てい ることもあって・ この面では相対的立遅れを呈 して

いる。

では 日本が相対的 に遅れてい るTSSの ア メ リカvatsけ る利用 はどの ような状況であろ う

か。表3.1は ・ アメリカにおけ るTSSの 利 用状況 をあ らわ してい る。

表3.1ア メ リカにおけるTSS利 用 状況

業 宇 銀 通 化 石 電 ; 教 政 輸 製 公 サ 医 金 鉱 建 食 出 そ

z 造 益
|

品
ア ビ

、

の
イ 工 事

ス
飲

種 宙 行 信 学 油 子 多育 府 送 業 業 業 療 融 業 設 料 版 他

平 ↑均
費
ル 113 108 89 皮 55 55 54 53 52 41 笛 宏 宏 2 19 10 10 4 3 79

用 `
ノ

最ユ
大1

利 ザ

用1の

⑪
)

7 8 6 3 4 7 4 5 10 3 5 3 4 3 4
-3
2 1 2 3

社平
均 (

利 社 17 23 27 L8 22 40 17 3.1 32 17 19 17 18 18 22 3D 18 10 15 23

数用
)

表3.1を み て も明 らかなように、ア メリカでは 沢山の数ではないけれ どほ とん どの業種に

おい て何 らかの形 でTSSを 利 用 してい るが・図3.2に 示 されている ように、その用途はff

庫 管理 などの ごく一部 にいまめところ限 られ ている。 しか し・こ うした コンピュータ利用の
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相違 がひいては情 報利 用の日米格差の原因 ともなって・具体的には デ ータ バ ンク の種類'

利 用の仕 方・経 営な どの面に日米ギャ ップを生ぜ しめてい る。

また・図3.2は ・ アメリカにおけるTSS利 用 の用途お よびその範囲を示 してい る。

図3.2ア メ リカにおけ るTSS利 用 の用途 とその範 囲
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汎用アフリケーシシ)

在 庫 管 理 ■ ■ ■ ■ ■ ●
会 計 ● ・ ・ ▲ ・ ▲ ● ■ ●

注 文 処 理 ▲ ・ ■

商品データ収集 ・ ● ● ・ ■

生 産 及 び管理 ・ ▲ ▲ ■
科学技 術計算 ● ● ▲ ●

伝 票 発 行 ・ ▲

経済情報ンステム

財 務 分 析

雇用人員登録 ●

信 用 販 売 一 ●

フ ァ イ ル ・ メ ン ●
テナンス

顧 客 サ ー ビス
コン ピュータを

使 ったデザ イン
●

特殊アブ、リケーシ…∋
、

テ キ ス ト ・エ デ

ィテ ィン グ
▲

金銭出納業務 ■
貸 付 業 務 ● ・

保 険証券情報 ■
犯 罪 処 理 ●

自 動 車 管 理 ▲
予 約 シ ス テム

治安および火災 ● ●

情報
学 業 記 録 ■
コン ピュータを

使 った教育 ●
書 籍 販 売 お A
よ び 注 文

(図 中の使用度は圃 ● ▲ の順に下る)
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② ハー ドウエアの開発 とその普及

ハー ドウエアの開発 経過は図3 .3に 示 されている。

図3.3ハ ー ド ウ エ ア の 開 発

'

,

機

種

の

開

発

1945 1950 1955 1960第2世 代1965 1970

トー 第1世 代 "≡ 「

(IBM)
II田M【604・IBM650

1・M・・74i第3づ

!IBM360|IBM3701BM7090
`1

UNIVACIUNIVAC皿
(UNIVAC)ト__〒_一 ÷一_-1-一 一 →

(G・E)

便子総合研究所)

(日 電)

(富 士 通)

(日 立)

㎜
」
㎝

UNVAC1108:

UNIVAC皿lUNIVAC9000

GE225

Il
:iGE
425GE645

MarkIMarkUMarIVMarkVMakVI

NEAC2201
一

.FACOM128

1　
NEAC22301NEAC2200

1ト
FAC(M222!FACOM23

ll
ll
ロ 　

HITAC301HITACIO2HITC8000

ジ

・

φ

図3.3に も明 らかな ように、第1世 代 のコン ピュータの開発期 には・アメリカでは・.IB

M604を ・それに きびす を接 して日本ではMarkI(電 子総 合研究所)を 開発 していた。

また1950年 代 の後半か ら1964年 ま での第2世 代の コン ピュータの展開期には・IB

M650やUNIVACllUc対 抗 して、 日本 ではNEAC2201、FACOM128、

HITAC301な どの国産 コン ピュータは開発されて きた。

IBM360が 発表 され て第3世 代の コンピュータ時代 に突入 したの.ちも・NEAC22

00、FACOM230、HITAC8000と 数 年を待 たずに 日本で も第3世 代のコンピ

ュータを開発 してきた。

これ らの事実か ら、ハ ー ドウエアの開発時期及びその速度は ・日本 とアメリカとではさ し

たる差はなか った といえ よう。

図3・4は 各種機器 な らびにデ ータ伝送のアメリカにおけ る現在の普及状況 と将来予測 を示

した ものである。
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アメリカにおいて・インプ ソト・アウ トプ ソト面での端末機の普及が日本 とくらべ著 しい

わけであるが、その用途及び範囲に関する実態が図3.5ア メ リカにおけるターミナル利用 の

実態 に示 されている。'
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経

W呂
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報

シ
ス
テ
ム

製

造

業

工

学

・

科

学

そ

の

他

(入 力 装 置)

ア ル フ ァ ー ・ ニ コ ー

メ リ ック ・ キー ボ ー ド ■ ● ■`■ ● ■ ■ ■ ▲ ■
オプ テ ィカ ル ・キ ャ

ラ ク タ ー ・ リ ーダ ニ ● ■ ● ▲
パ ンチ ・カー ド・リーダ ー ▲ ▲ ●

タ 。チ ・トーン ・電 話 機 △ ● ■ ▲

CRT・ ライ ト・ペ ン ▲ ● ■ ●

テ レ タ イ プ ライ タ ー ▲ ▲

音 声 入 力 装 置 ▲ ▲

モ ニター ・リング ●シ久テム ■
各種記号読みとり装置 ▲

光学データ収集装置 ▲

(出 力 装 置)

CRTデ ィスプレイ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

ラ イ ン プ リ ン タ ー ● ● ● ● ● ● ▲ ▲
'

タ イ プ ラ イ タ ー ● ▲ ▲ ▲ ▲ ・ ▲ . ● ●

音 声 応 答 装 置 ● ▲

プ ロ ッ タ ー ▲ ●
大 型 ス ク リ ー ン ・

デ ィスプ レ イ ●
CRTマ イ ク ロ フ ィ

ル ム 装 置 ▲

(図 中の使用度は■ ● ▲ の順に下る。)
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図3.5に よればiイ ンプ ット・ター ミナル ではアルフ ァー ・ニューメリック ・キーボー ド

の利用が著 しく、ア ウトプ ッ ト装置 では、CRTデ ィス ・プレイの使用度が大 きい。

(3}ソ フ トウェアの発.展

デ ータバンクの成長 を促進す る要因 と して前述 したEDPSの 普 及・およびハ ー ドウェアt

ソ フ トウェアの発展 があげ られ る。 とりわけデ ータ ・マネージメン ト用 ソフ トウェ。アの開発

が非常に重要 である。そ こで・ アメ リカのデータ ・マネージメン トシステムの現状 について

い ささか述 べてみ ることに しよう。

ここでい うデ ータ ・マネジメン トシステムとは・綜合デ ータ ・ファイルの作成 ・更新・修

正等のデータ管理 と・ユーザ ーのアクセスに対する秘密保護・検索・及 び検 索デ ータの 分析・

作表等の機能 を総称 した ものであるが・ この芽 生えは・1956年 にIBM702用 に作成さ

れたMARKIGenaraliyadReportGeneratorに み られ る。一方軍の情

報 システム用 としてTUFF-TUG-IRSがIBM704用 に 開発 され・ これがFFS・

NI"PSと 発展 し、最近 のGISに つ ながってい る。現ff多 くのデータ ・マネ ージメン ト用

ソフ トウェアが開発 されてい るが・情報検 索用に使用す る言語によって・おお よそ次の よう

に分類 され る。

・COBOL、PL/1等 を活用 した もの(POL)

・独 自のデータ・マネジメン ト言語(DML)を 使 うもの

●特殊 なインプ ソト様式を使 うもの(FCS)

・POLは 新 しい言語 を創 出 しないで・従来の コンパイ ラー言語を極力活 用 し・拡張 した

もので、COBOLと かPL/1で 書 かれたプログ ラムと共用 して使 うことがで きる。

・DMLは 従 来のコンパイラー言語 と似 た言語をデ ータ ・マネジメン ト用に特 に工夫・開

発 した もので、 これ に よってプ ログラムが非常に簡略化 され る。

・FCSは 企 業や政府機関等で よ く使 われ る申込書 とか、仕様書の よ うに プログラムの様

式をあらか じめ制定 しておき・所定 の欄 にユーザーが書 き入れれば良い ように工夫 した

ものである。

最 も新 しいデ ータ ・マネジメン ト用 ソフ トウェアの代表的 な例 を表3.2に 示 す。
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表3.2デ ー タ マ ネ ジ メ ン ト用 ソ フ ト ウ ェ ア(例 示)

名 称 作 成 者 フ ァ イル の種 類 Pointer
host

lnnguage

Direct

ヨcceSS

calcu1コting

master ad弓reSS→master

TOTAL
direct℃ointer

c

「

vari急ble

、
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any 可 能

twodirectionっ1
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.
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P

工BM
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relatedchain
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where-use

chaiロ
未 完 成 可 能

bi-directiona1

}IARS

'

C王)C

database
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.,

ミecondRryindex

multiplefield

i石dex

asser・:b1ア
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file
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file
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cobo1

馳

可 能
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ところでアメ リカの場合で もデータマネ ジメン トシステムが実施 面ではいまの ところ発達

しているとはいえないが・ アメリカでは今後の発展 のための基盤が・軍 ・宇宙産業・大学等

のなかに・が っち りと建設 されていることに注 目すぺ きである。

日本は・オンラインシステムについて も・デ ータマネジメン トシステムについて もまだほ

とん ど初期 の段階である。 しか も日本では・'61年 コボルを'65年 に なっては じめ て使用す

るといった事実 を考えれば・ 日本 とアメリカに おける ソフトウエアに関す る格差は大変 なも

のといわ なければ ならない。 したが って・日本 の場合はなに よりもソフ トウェアの開発に優

秀 なマンパ ワーが必要 とい うことになろ う。

(4}コ ン ピュータ技 術の発展 とデ ータ ・バ ンク

い ままで述 べて きた ように・ コン ピュータのシステム もオ フ・ラインか らオン ・ラインへ

さ らに リアル タイム処理、TSS処 理 へ と発展 してきた。その裏 には真空 管を用い た第1世

代 、 トランジスタを用いた第2世 代、ICを 用 いた第3世 代 ～ さ らにIBM370に 代 表

され る第3.5世 代 へ とい うハー ドウェアの発展 とそれに伴 なうデ ータ ・マネージメント用 ソ

フ トウェアの発展が あったのは既述の通 りである。

一方デ ータ ・バ ンクにおける コン ピュータの利用状況 も併行 して変わ って きてい る。それ

は コン ピュータの高速化 と ファイル容量 の増大等が情報量の増大 をいか'に処理 してい くか と

い う過程 である。この項では・情報量の増大 とその処理形 態を述べ・デ ータ ・バンクの中核

を なすデ ータの取扱 いの推移を述 べ ・さらにデ ータ ・バンク形成への問題点 を述 べる。

デ ータ ・バンク におけ る情報処理 システム別の一般的 な情報処理量の推移 と、それが どの

ような処理形態で処理 され てい るかを示 したものが図3.6で あ る。

この図に ょれば、情報処理システムは、マニュアルシステム(M・S)か らパンチカー ド

システム(P・C・S)へ ・そ してEDPSへ と移行 してきた。EDPSに なる とOff-

IineとOn-Iineの 二 つのシステムに分かれ てい くようになるが、それはOn-1ine

化へ のみの移行だけで な く、Off-Iineの 領域保 存 とい う形態 でのOff-1ineか ら

On-Iineへ の移行 である。 これは情報 対象の特性に応 じ処理 システ ムが多様化 してい く

ことを示 して おり、なん で も全 てがOn-Iine化 の方向に処理システ ムが 向か っているの

では ない ことを語 っているわけ である。

アメ リカでは、TSSに よる リアル、タイム処理が ・遠隔地 の端末機 か らで も可能となっ

たため・アメリカでの コン ピュータ ・二ー テ ィリテ ィに対するニーズは・多数 のユーザ ーが

利用 し、かつ即時的 な応答 へ と進ん できてい ることも事実で ある。

この点が、わが国 の大型 コン ピュータのバ 。チ処理 を中心 とす る利用 の仕方 とのアメリカ
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のそれ との差異 が・両国の社会的ニーズ の差異 をもた らしているが・我が国においても回線

の 自由化が なされたので・上記の方向へ と進んでゆ くものと思われる。

この発展 は・ コン ピュータに よるデータの処理技術が高度化 し・複雑化 して きたことを示

す もので ある。データ ・バ ンクの中核 をなすデ ータの コン ピュータでの取扱い を考え ると・

次の ような発展 形態 として捉 えることがで きる。

情
報
処
理
量

/

羅

竃

蒙

叢一一

〆エ

・

'

・

＼＼、

!

/!

礁鵬

畑

＼
修

㈱動繍"図

＼＼!、

/

/

＼

.＼

ノ

/

50 55

ZM・ ・(マニュアルシステム)

口 ・…S(づ ンテカードシスァ ム)

㎜ ・ff-1…

60

一169一

65 70年 代

國 ・・-1'・ ・

麟Raal-Tim・

園TSS(タ イムシェアリングシステム)



デ ータ'フ ァイル → デ三夕 ●ベ ース → イ ンフォメーシ ・ン ・マネージメン ト・システ

ム(IMS)

現在 、オンライン ・システム時代 に入 ってい るが、お・そ ら く・1970年 代 の前半 が・デ

ータ ・ベース・後半 にIMSが 実現 されることになるで あろ う。

従来のデ ータ ・バ ンクに使用 され るファイル は、個々のアプリケ ィシ ・ン業務(例 ・在庫

管理、生産管 理・販売管理 な ど)ご とに別 々に持 たれていた。 これ では ファイル内でデ ータ

の重複 した部分や冗長 な部 分が多 くな り・また更新する場合 にも不都合 を極 めた。 この よう

な理由に より、現在 のデ ータバ ンク用 ファイルは・統合化 し・い くつか のアプ リケイシ ・ン

適 用業務プ ログ ラムが 、それを共通 に利用す る ような方 向に進んでい る。即 ち・プログラム

の なかか らデータの構造 に関する部分を取 り除 き・独立 したテ ーブル(デ ータ記述テーブル

:DataDescriptionTabIe,DataBaseDescriptionetc.)に

して しま うとい う方針 がと られている。 この ような観点か ら考え ると・ 『デ ータ ・ベースと

は、複数個 のアプリケ イシ ョン業務 で使用され る相互関 係の あるデータの重複のない集合で

ある』と定 義で きる。

一方 ・企業 の情報 ニーズ を分析 し・そ のための情報 を準備す る とい う従来 のアプローチに

は、限界が あり、満足すべ きシステ ムを作 りあげることは・不可能で あって・ より積極的に

"情 報"そ のものを管理 し・いかなる要求に もダ イナ ミックに応 え得る新 しいシステムの必

要性 が引 きおこされ て くるわけであるが、このシステムが・とり もなおさずIMS(イ ン フ

ォメージ 。ン ・マネ ジメン ト・システム)の ことである。 このIMSに おいては・情報を収

集 し、配布するためのオ ンライン技術・タイムシ ェアリング技術 などが不可欠 の ものであり・

大量 のデ ータを正確 に蓄積 し、迅速に加工 するコン ピュータの特性 と人間のみの持つ創造性

とを融合 させ た人間機械系で ある。 この意味 で対話形言語の採用・ プロ。タやデ ィス プレイ

など・高度 の端末機器 の採用 によって優れた マン ・マシン ・インターフェイスを確立するこ

とが重要である。

さて、最後 にデ ータ ・バンクの各 構成要素に関する今後解決すべき技 術上の問題点 の主 な

ものを列記すると次 の ようになる。

(1)高 送:大 容量かつ低価格 の記憶装置が開発 され る こと。

② コン ピュータ共同利用 のソフトウェア技術を確立化す ること(プ ログ ラムのモ ジュー

ル化 の徹底)

(3)端 末 装置 と して低価格で信頼性 が高 く、かつ操作性に優れた ものを開発す ること。

④ コンピュータを介 して情報 を加工す るための簡単な(自 然語に近い)言 語が開発 され
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る こと。(汎 用言語の必要性)

{5)デ ー タ ・バンクに関す る秘 密保護を完全 にすること。

(6}わ が国の場合には・ さ らに 日本語(特 に漢字)を 効率的 に扱 う技 術を開発すること。

以上 ・デ ータ ・バンク形成上解決 すべ き点を述べたが・データ ・バンクを運 営する上で、

大量のデ ータを蓄積す る能力 を もった コン ピュータ、データ ・バンクのユーザ とコン ビ三一

タを結ぶデ ータ通信設備 必要 なデ ータを指示 し検 索す るためのプログ ラムそれにユーザが

手 もとにおいて指示 し結果 を受け取 るための端末器が必要 である。 これ らの諸点 について現

在各 方面で種 々研究さ れてお り光メモリーの利用・効率的なモ ジュール編成の技法等徐 々にで

は あるが解決の方 向に向か ってい る。米国 においてNASAや 軍 関係で開発された この方面

の技 術がデ ータ ・バンク形式の技術に役立 った ように・日本において もこの方面 の統一的 な

開発体制が望まれる。

'マ

ぐ
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∬ 機 能的側面か らみ たデ ータバ ンク

本節では1970年 に おけ るアメリカのデ ータ ・バ ンクの現状 をク ロス ・セクシ ・ン的に分析・

評価する ことにす る。

われわれがア メリカで調査 したデータバ ンクは政府・銀行 、証 券会社・航空機会社・学校・研

究所など非常に広範囲の もので・その内容 や性格 もそれぞれ異 なっていて単純に比較 分析す るこ

とは難か しい。また・われ われが調査 したデータバンクがアメ リカ全体 として・一体 どの ような

位置 を占めるものなのか・ また・将来 これ らのデ ータバ ンクは・ どの ような方向に向 って発展す

るのか を概観 するのは容易 でない。そ こで・ここではデ ータバン クの母体に起因する差異 をでき

るだけ捨象 し、その機 能的 側面 に重点 をおいて大胆に単純化 してみた。

まずデータバ ンクの基本的 な構成 要素を考えると・相互に重複がない・ しかも更新・訂正等の

データ管理が行 なわれている一つの総合データ ・ファイル とそのユーザーの二つで あろ う。

つ ぎに この両者を接続す るもの として・デ ータ伝送システ ムとデ ータ ・マネジメン トシステ ム

が介在 し・全体 として下図の ような構成 をもって考え られ る。

㌔

●

,

ユ

ー

ザ

ー

ア タ

伝送システ ム

データ?マ ネ ジ

メン トシステ ム

タ

ル

ー

ヨ

デ

フ

●
-

ヤ

デ 一夕伝送システ ムは・端末機 とデ ータ通信線 を主体 とするハ ー ド的な要素の強い ものである

が、ユーザーの数が増大 し・また遠隔地 よリアクセスする要求が強ま るにつれ て、 このデ ータ伝

送システムの重要度 は増大す る。一方データ ・マネジメン トシステムは・デ ータ収集・更新、訂

正等のデータ管理や情報検索・作表・ 分析・秘密保護等 を行 なうもので・ ソフ ト的な要素が強 く、

ユーザーの要求が高度化 レ 杜 そ拠 応ずるデーぞ ・フ・イルの髄 が複雑化するにつれ・.こ

の システムの重要性は高ま って.くる。

この ようなデータ伝送 システ ムとデータ ・マネジメン トシステ ムが・それぞれ機能的 にみたデ
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一夕バンクの量的拡大 と質的向上 を左右す る要素 であ り・ これ らに関す る技術進 歩が・デ ータバ

ンクの発達の鍵 を握 ってい るといえ よう。 いま訪問 したデータバンクを以上の観点か ら横軸にユ

ーザーの数 ・従軸にユ ーザーの要求度 をとってプ ロ
ットす ると次の図の ようになる。

不
定
型
特
定
デ
L
タ
の
複
雑
さ

(
高
度
化
)

/"sCグ ル ー プ

.MPT

・ペ ン1シ ル ベ ニ ヤ 大

・ロッキ「 ド研究所

、 、 一!

データ・マネージメン ト

システ ム の 高 度 化

1モ ル ガ
t
lギャラ'

データバンクの機能 とユーザーの種類

デ ータ伝送 システム

の 高度化

、

/
ノ

/、Dグ ル ー プ

戸・

ノ ー ス ア メ リ カ ン ノ

デ ータ バ ン ク

/

・DIB/Bグ
ループ

.ス 功 一,・ 沸 嚇 蜘 一
ノブア一社

・ロス市警察

Aグ ル ープ ＼

ユ ー ザ ー の数

・'カリフォル ニフ州 自動 車 システ ム(AMIS)

●クレジ ットビュロー

.RLPolK社

ごの図か らデータバンクを位置づけ てみ ると、A,B,C,Dの4グ ル ープに分け ることがで

㍉ う・これ閲 してげ 一所 送システム射 ひ 一夕 ●マネジメン トシステムの技 縫 歩が・

図 のような制約条件 として作用 している。

データ伝送 ・:一ステムの急速 な発達 に より、Aグ ル ープに属するデータバンクが、・次 々と誕生 し

ている。 一方デ ータ ・マ ネジメン トシステムは、予想外 に進歩が遅 く本来 ならばDグ ループにあ

るべ きデータバ ンクがまだC,Bに 低 迷 していた。
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Dグ ル ープはデ ータ伝送 システムとデ ータ ・マネ ジメン トシステムの両者を駆使 した高度なデ

ータバ ンクであ るが今回は ノースアメ リカンー カ所 にす ぎなか った。 しか し・アメリカの大企業

(製 造業)・NAS4・ 国 防省関係 には・ この種 のデータバ ンクは決 して少 な くない と思われ る。

日本の現状 と比較 してみ ると、デ ータ伝送 システ ムの未発達 がネ ック とな って・現BIAグ ル ー

プでは国鉄、銀行等の例 をのぞいて非常 に遅れてい るが、デ ータ伝送の ネ ックさえ解 消すれば・

このグループのデ ータバンクは早急に アメ リカの水準に接近可能と思われ る。 しか し、C、Dk

な る とデータ ・マネジ メン トシ ステムの技 術格差が大 きく、余程国家的 な規模 で人 材 と金 を投入

しない と、 この格差 を埋 めることはむずか しい。

(註)グ ル ープA,B,C,Dは 下 記の性格 を中心 として分類 した もので ある。

◎ グル ープA

ユ ーザーの数は きわめて多いが・デ ータの内容は単純なグループで・カ リフォルニア

州政府の 自動車登録(AMIS)やR.L.PoIk 、社 などがその典型。

現在はアクセスに対 して一度電話の 中継 とい う人間の要素 を入れ ている場合が多 く・

技 術的には自動化可能 と思われるがサ ービス面でどち らが優れてい るか即断 できない。

◎ グループB

政府統計のデ ータバ ンク・連銀 スタンダー ド・プア社等

データがか な り専 門的でかつ一応 印刷で発表され るデ ータが多 く・直接デ ータバンク

にアクセスを必要 とするユ ーザーの数は限 られ てい る。 しか しデ ータのupdating

や訂 正がかな り面倒で しか も頻繁 に行 な う必要があ り・現在・安全 なデ 三夕バンクはま

だみ られない。

(連 銀 の論文に よれば この種 のデータバ ンク用 ソフ トウェアに対 して コン ピュータ ・

メー カーのサ ポー トが少 ないこ とも発 達のネ ックにな っているもよう。)

◎ グループC

各 大学の図書館のIRシ ス テム,ロ ッキー ド研究所のIRシ ステ ム。

デ ータ ・ファイルの内容が極 めて複雑 でかつユーザーの要求 も非 常に高度なため・現

在その ソフトウェアの開発 、研究が進め られている段階。

実験的なものは完成(ロ ッキー ド研究所)し てお り、また理論的な研究が各大学 で進

め られているが,一 般的な ソフ トウェアパ ッケージは完成 され てい ない。

◎グループD

今 回の訪問先 ではノースアメリカン,ロ ック ウ三ル社の み。ただ し、大企業 、NAS

A、 軍 関係 ではこの種 のデ ータバ ンクが多い と推測され る。
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データの数が多 くかつユ ーザーの要求が 高度 なため・データ ・マネージメン トシステ

ムは非常 に複雑かつ高価な ものに なってい る。一般公開され ているもの としてはノース

ア メリカンのIMSが そ の代表例で ある。

この ような分析のほ かに・次の考 え方 も成立 し得 る。

ユーザーの数 とデータの複雑 さの相関 で把え るな らば

1.組 織 内データベ ースの ように、ユーザの数は少な くても・データの内容が複雑 で あ り・

処理 システ ムも複雑 、高度 であるようなデータバ ンクは現実に存在す る。

そ してこれ はドファイルが ・内部 目的のために充 分利用 できる段階まで発展 したとき・

系列会社・関連業種 をサ ービス範囲 に収 め・更 に一般ユーザに も供給する傾向に移行す る。

しか し、複雑 さとは、当該時点におけ るデ ータ処理技 術、投下 できるコストに 限界が ある

ため、ある限界があ る。 このため、図13.7の 特 性 曲 線1の 周辺 に事例が集ま るで あろ う。

2.も う1つ ぼ、企業性デ ータバ ンクの ように、処理す る技術が単純(ハ ー ドウェアやソフ

トウェアに要する経費が少 な くてすむため)で あって、ユ ーザの数の多い所で成立す るも

のが ある。 これ はユ ーザ ーの増 加とある利 潤増加 によって歴史 と共に資 金 供給 を うけ て

より複雑 なデータの処理 や加工度の高い システムの導入に よって・更 にユーザ を獲得 しよ

うとする。 このため・特性曲線 皿の周辺 に事例 が集 まるで あろ う。

3.も し・この考え方が成立つ ならば・ この2つ の特性 を・1つ の解析 関数 で表わ し得 る。

それは特性関 鍵 で近似で きるであ ろ う。

この考え方 による分析 を行 な うことは・データが不足 であって・各事例 をプロジェク トす る

所 までは行かなか ったが・今後深 く研究すべ き課題 の1つ であろ う。

ψ

、
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デ
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タ

お

よ
び

処

理

の
複

雑

さ

ユ ーザの数

A:或 る時点で・技術 コス トの限界 およびマ ーケ ・トの限界か ら想定 され る

理想点

B:現 実 に存在 し得 る部 分

C:採 算 性 とか、技術的 とか、現実 には成立 し得てい ない部 分
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班 デ ー タ バ ンク の 成 立 パ タ ー ン

データバンクは・その運 営主体 とその情報供給対象に よって・各々のデ ータバ ンクの各機能の

あ り方は異 な り・また・その成立過程 に も大 きなちがいがある。

そ こで・デ ータバンクをその運 営主体 によって分類 してみれば・次の3種 類に分け ることがで

きる。

1)公 共 的デ ータバンク

2)組 織 内デ ータベース

3)企 業 性データバンク

国家機関(行 政 ・司法・立法の各部門 に於ける)又 は、地方公共団体がその 中で発生する情報

を一般に供給 するために設置す る場合、 これを公共的デ ータバンク と名づけることがで きよう。

この場合 ・デ ータはその属 する機関のオペレーシ ・ナル ・ワークの中で多量に発生 し・又特定

のプ ロジェク トの遂行 のために集 め られる。

このデ ータバンクの財政基盤は 、その所属機 関に よる資本投下 と維持予算に よって運営される。

この派生形態 として・公共企業体・又は公共性の強い民間企業体 が・そ の中で発生す るデ ータ

を供給 するために設置す るもの や・国又は地方公共 団体が知的生産活動の振興 ・効率化のために

設置す るデ ータバ ンクが ある。

後者の代表的な例と しては ・日本科学技 術情報センター(JICST)な どが ある。 このデー

タバ ンクの財政基 盤は・社会資本 としての性格が強いため・サービスコス トを受益者が負担 し・

資本投下と維持費の一部は ・公共的支 出で なされ ている。

次に官公庁 、研究機関・民間団体、民間企業体 な どが閉 じたサークルの中だけ での利用のため

に設ける組織内デ ータベースがある。

これは・た とえばある大学 の研究室 において学術的データを集 め・同 じテーマの研究者に配布

した り・ある企業 で系列会社 に対 してのみ情報 を提供 するような場合である。

営利を目的 と したデ ータバンクを我 々は企業性デ ータバンク と名付け る。 このデ ータバンクは、

全 く自由に経営が許 され・自由競争 と利用者の選択 の中でみずか らの方向 を求 める性格 のもので

ある。

以 上の観点か ら日本 とアメ リカのデータバンクの現状 を眺めてみると以下の表 の とおりになる。
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表3.3日 本 と米国のデ ータバンク機能(例 示)

.

組織内デー タベース 企業性データバンク 公共的データバ ンク

・ノ ースア メリカン ロック ウエ レ ・タン&フ ラ ッドストリー ト社 .NLM

・ ロ ッキ ー ド ミサ イ ル 社 ・マ グ ロ ー ヒル 社 ・CAS

・ニ ュ ー ヨ ー ク 連 銀 ・スタンフォー ドLオ プ トナー社
ForeignCo㎜e-
・
rcialService

・ボス トン小児科病院 ・RLポ ーク社 ・NTIS

・ペ ンシルペ ニャ大学 ・スタZダ ー ド&プ ア ー社

・カリフォルニア州政府 ・アソシエーテ ットソ レジ ットサー ビス

・ウォートン経済予 測研究所

・興 銀 ・交通公社 .JICST

・長 銀 ・日経データ 開発センター .JETRO

・開 銀 ・興 銀 ・アジア研究所

・ ト ヨ タ 自販 ・長 銀 ・特許情報センター

・野村総研 ・野村総研 ・住宅情報センタ ー

・通産省

・警察庁

・労働省

・運輸省

・ 、

φ

つ ぎに、 これ らデ ータバ ンクが どの ような生成過程 を経て現在にいた っているかを考察 してみ

よう。

第2部 に個 々のデ ータバ ンク の事例が詳 しく述べ られ てい るのであるが・これ をみる と・デ ー

タバンクの成立過程は・大別す る と次 の2つ に分け られ る。

A:日 常 業務 のプ ロセシングに よるデ ータ集積 をもとにデ ータバンクに移行 した もの。

B:高 度 な判 断業務 の要請 に よる新 しいデータベースの充実化 に より創 られたデ ータバンク。

(JETRO、JICST、NASAのFAMEな ど)

や

与
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図3.8デ ー タ バ ン ク の 成 立 パ タ ー ン

成 立 パ タ ー ンA

コン ビュー

の導 入

日 常 業 務

日 常 業 務

日 常 業 務

成 立 パ タ ー ンB

Project発 生

システ ムの作成

"

成立パターンAは ・ア メリカの企業性デ ータバンクがほとん どすべてこのパ ターンに該当 し、,.

日本 でも開銀 な6どがその代表的 なケースである。-

成 立パターンBは 、ノースアメリカンロ 。クウェル社が・アポロのCSM(最 上段 の指令室) .

お よびサ ターンS－ 皿のブースター製作に際 し、開発 した総合 マネジメン ト・システム・これを

運営す るために情 報処理 を行 うIMSと 称 す るデ ータバ ンクがそ の最たるものである。

図3.9ノ ー ス ア メ リ カン のMIS

EngineeringRelease

System

Re80urce

Systeln

FabricationPlanningandTrack-

ingSystem

QuaIityAchievement
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その他 では 、カリフォル ニア州政府 の犯罪情報処理 システ ム・自動車局の情報 システムなども

あげ られ よう。

成立 パターンAは 企業性 データバ ンクの成立の 自然過程 とみなす ことが で きるが・た とえその

成立過程が同一 であったとしても・その内容は例えばニューヨークのスタンダ ニ ド・プア社はコ

ン ビュースタ ットと呼ばれるデ ータバンクで あり、ダン&ブ ラ ッド・ス トリー ト社は ナンバリン

グシステム・マグローヒル・ダ ッヂは建 材デ ータバンク と特 徴が実に鮮 明である。

』また
・スタンダ ー ド・プア社 やダ ッヂのデ ータバンクはデ ータを正確 、迅速に提供す るのが特 ・

徴であるが・ボス トンのデータ ・リソース社一 この会社 はTSS会 社 である 一 は経済統計デ

ータを企業に提供する ことのみ な らず、そのデ ータを使 って経済予測 などを行 ないデータ処理が

TSSに つ なが るようにサ ー ビスを提供 してい る点・前者 とは異 った特 徴 を示 している。

ぼ

■

ア

一180一



.
々

9

亨'

f
'

IVパ ブ リ ック セ ク タ ー に お・け る デ ー タ バ ン ク

本節では・カ リフォルニア州・西 ドイ ツ、 日本 におけるパブ リックセクタ ーのデータバンク を・

現状 および構想に焦点をあて比較 分析 してみ る。

まず、表 、日米独 のEDP

表3.4日 、米、独 のEDP化 の実態
化 をご覧 いただ こう。 この表

1970年には 日本
・ カリフォルニア州、

西 ドイ ツ連邦の3政 府のED

P化 の現状 が数 量的 に示 され

てい る。

データ処理予算 は・日本

83億 円(総 予算の0.02%)

カ リフォル ニア州 ・299億

円(総 予算 の1%)・ 西 ドイ

ツ連邦政府106億 円(総 予

算%で ある。

一般に.政 府 や値入企業 の双方 とも・デー タ処理の経費は・総予算 のだいたい1%程 度 が適当

で あるといわれ ている。 この言に従 えば・カリフォルニア州 が もっとも望 ま しい予算規模である

のに対 して、日本・西 ドイツはいま だしの感 である。

コンピュータの設置台数 、それに従事す る人 々の数 な どは・ 日本 と西 ドイツでは同 じ規模 であ

る。 カリフォルニア州の場合 ・予算規模 の大 きさに比 して・ コンピュータ設置台数が少 ないのは・

コンピュータの集 中利用 をはか っていることに よるものである。

つ ぎに・この ような コン ピュータ利用の相違 が・デ ータバ ンクの あり方に どの ような影響 を与

え てい るか を考察 してみ よう。

日本 ・カリフォルニア州、西 ドイツ連邦の各 々のパ ブリ ックセクターにおけるデ ータベースの

現状は表35～ 表3.7に 示 され てい る。

これ に よれば、 日本・ カリフォルニア州、西 ドイツ連邦 の3政 府間におけるデ ータバンクの開

始 の仕方 が明 らかに異 なっているこ とがわかる。

一般 に パ ブ リ ック セ ク タ ーに 割けるデータバンクの成立手順 を考えてみると、以下の3つ の

パターンが想定 される。
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日本 政 府
西 ドイ ツ
連 邦 政府

カリフォルニア

州 政 府

億円
デ ー タ処 理予 算 83 106 299

セット
コンピュータ設置 台数 170 172

、

47

人
従 業 員 数 3400 3400 不 詳

入
上級情報処理技術者 710 750 不 詳



1)固 有業務(日 本 でいえぱ労働省の労働市場 センター業務 な ど)のEDP化 よ リデ 一夕バ

ンクへ移行 する型

2)内 部管理業務のEDPよ リデ ータバンクへ移行 する型

3)1)と2)の 両 者のパ ラレルなEDP化 よ リデ一夕バ ンクへ移行す る型

これ を図解す ると以下 のようになる。

図3.10

固 有 業 務 主 導 型

固有業務
内 部

、犀

デ ー タ ベ ー ス

、ノ

デ ータバンク

内部 管理業務主導型 固有 内部業務併用型

内 部

管理業務

内部

管理
業務固有 固有業務

＼/ 、/

デ ー タ ベ ー ス
一 デ ー タ ベ ー ス

一

、! 、/

デ ータバ ンク データバンク

,

言・

、

、
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表3.5日 本 のパ ブリ。ク セクターにおけるデータベース(例 示)
"-

}
-

。

、

.

∀

・

子
'

関 係 官 庁 概 要

警 察 庁 。運転免許 不正取得システ ム

。犯例照会 システム

。盗品照会 システ ム

On-Iine(部 内 用)

経 済 企 画 庁 。経済デ ータ総合管理 システム

バ ッチ計画中(部 内用)

外 務 省 。外交政策文章蓄積 とRetreva1シ ステ ム

バ 。テ(部 内用)

通 産 省 。一般経済情報蓄積 とRetrevaIシ ステム

・海外市場情報蓄積 とRetrevalシ ステム

。産業 経済統計蓄積 とRetrevaIシ ス テム

。特殊文献一部蓄積 とRetreVaIシ ス テム

バ ッチ・一部TSS(部 内用)

オ フライン、ネ ットワーク(外 部デ ータ交換)

運 輸 省 ・許認可 関係 の コン ピュータ化

計画中(部 内用)ノ

建 設 省 。国土 開発 に関す るD・B

計 画中(部 内用)

大 蔵 省 。関税統計販売

バッチ(関 税協会を通 じて外販売)

労 働 省 。職業紹介 と労災 のレジス トレーシ・ン

。指定統計の改正への動 き

(On-Iine)部 内 用

法 務 省 。登記事務 コン ピュータ化

バ ・チ計画 中(部 内用)

自 治 省 。地方自治情報 システ ム

。税務 関係 等・バ ッチ計画中(部 内)

運 輸 省 。自動車登録 システ ム

。自治省・警察庁等 と関連 バ ッチ・オ フラインデ ータ交換システム

科 学 技 術 庁 。防災センターのD・B

計 画中

国 会 図 書 館 。米国議会図書館のMARK皿 を導入 した図書館録

。書誌的事項の整理・サービス

総 理 府 統 計 局 。統計D・B

。対外サ ービスを計画

日 銀 。統計デ ータ、D・B

バ ・チ(部 内用)

ア ジ 研 。海外貿易統計

。国連 と0・E・C・DとNETワ ーク

JETRO 。海 外経済情報D・B

・貿易あっせん+海 外市場情報、民間サ ービス、バ ッチ

特許 情 報 センタ ー 。特許情報 の民間サー ビス

。海外 とのネ 。トワーク作業(開 発 中)

農 林 省 。生鮮食料品情報 システ ム

。物 価 コン トロール システム(開 発中)

住 宅産業情報センター 。建 設省 、通産省、関係 産業界等が関連、民間サー ビス用(開 発 中)

JICST 。科学技 術情報 の収 集 抄録の電算機編 集、IRサ ー ビス、MTサ ー ビス
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表3.6カ リフォルニア州政府 のデ ータベ ース(例 示)

管 轄 シ ス テ ム 名 概 要

農 業 部 農業害虫駆除

教 育 部 CEIM・(カ リフォルニア教育情報管理システム) 教育管理のためデ ータベ ースを
.与える

財 政 局 歳入と人口の推計

健 康 管 理 局 健康管理サービスの資格審査

ハ イ ウ ェ イ

パ ト ロ ー ル 局
AUTO-STATIS 盗難車輌の情報蓄積

人 間 関 係 局
コンピュータによる社会情報 シス

テ ムの全 国規模のデモンストレーション

人 材 開 発 部 WIN(自 動職業奨励システム) 職業奨励

司 法 局 カリフォルニア法律施行通信システム

精 神 衛 生 局 州病院患者データバンク

A

州 兵 局 軍 人 デ ータ ・ フ ァイ ル

自 動 車 局
'

公園 とレクリェーシ⊇司 公園とレクリェーション情報 システム

公 共 事 業
交通事故 と監視分析システム
(TASAS)

社 会 福 祉 局 州教員退職システム

水 資 源 局 基礎デ ータシステ ム

'

査 定 平 準 局 資産税査定標準

大気資源委 員 会 大気状態 データの コン ピュータに

よる処理

会 計 検 査 地方政府会計事務プログラム

公 衆 衛 生 局 職業病報告
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表3.7西 ドイ ツのパ ブ リックセクターのデ ータバンク(計 画)

新聞情報局の領域 1970年 以降 ・ 「政治的内容 をもつ情報の記憶 と再生 」のデモン

データ読取機械 ス トレーシ ・ン ・デ ータ処理計 画を実施 しており・現在は・デ ータ処

押しボタン及び瞬 理及びマイク ロフ ィル ムか ら成 っている統一的情報供給 システ ム(1
間印字機から成る
端末装置

BS)の 設 立作 業 をお こな っている。

連邦司法省の領域 特許制度情報 システムの作成

ミュンヘンの ドイ
ツ特許庁における

作業行程の合理化

手続き繍 囎 巖

技術情報 麟 鷺 纏9醗 の諸方法

(連 邦中央登録局の設置)

前科表一驚 曇的データ処理の導入によ舛 央鵠 局に

(法 律 デ ータバ ンク)

立法・判決・法学文献の分野における無数の情報を適宜整理して・

これ を実用 に適するものにす るようオ ー トメーシ ・ン化された情報

システムを開発す る。

(連 邦道路局)

連邦交通省の領域 交通の円滑さと安全性の向上のために策定すぺき諸原則は・技術

資料整備における 的・科学的計算とともに・電子工学的データ処理の助けによる計算
情報再生手読 き と測定の活用と資料整備における近代的情報再生手続 きの導入が必

要 となる。

(交 通デ ータバンク)

交通政策に必要な重要な資料を記憶する。

連邦労働社会省の 保険技術面で有用なデータはすべて機械的に把握され・これをす

領域 ぺての該当管理体に提供する。

(連 邦統計局)

連邦内務省の領域 統計デ ータバンクの設立

デ ータバンク ・科学的分析

・モデル計算

・租税及び財政政策

・農業

・交通制度

・都市計画

上記の分野に予測と計画作成の為の援助を与える。
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この分類に よれば・ 日本政府のデータバンク生成 のプロセスは、固有業 務主導型 で、西 ドイツ

連邦政府 は内部管理主導型で ある。両者 の併行推進型がカ リフォルニア州政府のデータバ ンクの

それ である。

内部管理業務 のEDP化 よ リデ 一夕バ ンクへ移行す る型は、EDP化 の進展は顕著 であるが、

デ ータベ ースの充実がむずか し く・ したが ってデ ータバンクへの移行が困難である。

固有業務主導型は・デ ータベ ースの充実がはか りやすいが、内部管理業務 とのEDP化 が立遅

れ気味 とな り、この点 か らの影響 がデ ータバ ンクへの成立 の阻害要因 となる。

カリフォルニア州政府 のデ ータバ ンクの成立手順はsデ ータ処理予算が 日本 の3倍 もの約300

億 円費いや している とい うこともあって内部管理業務 も固有業務 もともにEDP化 の促進 がなさ

れ、同時に両者のデータベ ース相互間の連係 も考慮 されてい る。 それ故 、パ ブリックセクターに

おけるデ ータバ ンクの成立手順 としては地味で手がたいが もっ とも望 ま しい型 で進 め られている

といえ よう。

表3.7の 西 ドイツ連邦政府 のデ ータバンクは 「電子計算機 利用 に関す る技術研究会資料 」にも

とついている。
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わが国におけ るデ ータバンクの発展 と展望

1.日 米 の現状比較

だれ でもが,何 時,何 処か らでも,必 要 な情報を入手で きるとい う人類 の夢に,わ が国のデー

タバ ンクも答え得るよ うに なれ るものであろ うか。

まず・ア メ リカについてみ よ う。 第2部 で数多 くの事例を示 した よ うに・ア メリカでは現在 ま

でにデ ータバンクが誕生 してお り,さ らに,さ まざまのタイプのデ 一夕パンラが開発 の途上 にあ

るo

と くに,組 織の大小 を問 わず,い たる所 に端末機が置かれ,簡 単に遠隔地 からア クセス した り

結果を デ ィスプレーに映 し出 してい る光景は,ア メリカ調査 団の一行 に強烈な印象を与えた。

ア メリカにおいて現在完成 し,ま た開発中の大部分のデータバンクは～従来 のデータ処理機能

の進歩 が 自然に結実 して行 った もの である。 しか しそのほかに新 しい特定の コースの発生に応 じ

て開発されたデ ータバ ンクも,ま だ数は少い が,い くつか あるアポ ロ製作用に開発 され たノース

アメリカ ン社 のデ ータベースや,セ ンサス データの多角的活用をめざして開発 中のGe・gra-

phicBaseFile等 がその例 であ る。

また,ア メリカでは,軍 事防衛 システ ムや社会 開発 とい う背景がデータバン クの画期的な発展

を促進 しているのは注 目しなければ ならない。 そ こでは豊富なコン ピュータ技術 と通信技術を活

用 し,デ ー タバンクの開発 に,X大 な資金 とマンパ ワーを集 中 している。

このよ うにア メリカは,「 だれ でもが,何 処 からでも」 とい う理想に向 って,い ろいろな方向

か ら確実に歩を踏み出 しているといえよ う。

このアメリカと比較 すると,わ が国のデータバン クは平均 して5～6年 ほど遅れ てやるといわ

れ る。現在公共的 データバンクの僅 かな事例を除いては,本 格的なデータバンクと呼べ るものは
『

存在 してい な已 しか し,第2部 で事例を示 したよ うに,そ の萌芽は多方面 に渡 って見 ることが

できるので,今 後 の発展可能性を蔵 してい るとはい える。 しか しなが ら現 段階での 日米格 差は,

外見上みられ る遅れよ り・も,そ の技術的 蓄積や情報処理 システム全体 の背景等を考慮に入れ ると

実質的な差はよ り大 きい かもしれない。

2.デ ー タ ・バンクの発展 メカニズム

わが国の デー タバンクの今後の発展過 程を考察す るためには,社 会の進展 ・変化のなか に,デ

ータバ ンクを位置づ けてみ る必要がある
。(第5.11図 参照)。 この図において注 すべ きこと

は,次 のよ うな大 きな フィー ド・バ ックの存在 す ることである。
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第5.11図 デ ー タ バ ン ク の成 長 メ カ ニ ズ ム

CATV

社会環境

産業構造
政治組織

の発生
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第一 のループ

(Pま ず 政治 ・経済 ・社会のあ らゆ る活動 を通 して情報が発生す るとともに,こ の情報 の選択

流通速度 の向上,等 を目的 として,デ ータバンクに対す るニ ーズが発生す る。

伽 このニ ーズは,技 術的,経 済的,あ るいは 度的制約条件の もとで,徐 々にデータバンク

の成立 に結びつ く。

OiDそ のデ ータバンクが,再 び 政治 ・経済 ・社会の活動力を高め る方向に フィー ドバ ックされ

てい くことを示 した ものである。

・ζのよ うな大 きなフ ィー ドバ ックループのほか に
,一 つ のデータバ ンクの成立が,次 のデータ

バ ンクの成立を促 がし
,ネ ッ トワークの網を拡大 しながら,細 胞分裂の よ うに急速 に,増 殖発展

す るメカニズムも含 まれ てい る。 これ ら2つ の作用が相 まって,デ ータバンクがダ イナ ミックに

発展 して行 くもの と考 え られ る。

5.わ が 国におけるデー タバンク発展 の基盤

そこで,こ の発展の メカニズムが,わ が国 の実情 におい て,い かに展開 され るかを見 よ う。

まず,ニ ーズの発生 源 であ る政治 ・経済 ・社会 の活動力 とい う点 からみれば,わ が国は欧米諸

国に例を見ない ポテ ンシア リテ ィを蔵 してい る。1億 の人 口が同一民族であ り,同 じ言葉を話 し

均質な文化を有 し,高 い教育レベルを維持 してい る。朝 日,毎 日等の新聞 発行部数約500万 部

とい うことは,ニ ュー ヨークタイムズの90万 部,ロ ン ドン タイムスの40万 部 と比較 して,日

本文化の 均質性 と,情 報 の拡 が りを象徴 してい るといえよ う。
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G.N.Pは 現在 すでに2000億 ドルで,ア メリカ,ソ 連につ いで世界第5位 であり,

1985年 には現在 のよ うな成長を継続す ると,一 人あたりGNPが14,000ド ル と,世 界第

1位 になるといわれ る。 デ ータバ ン クの本格 的な展開が10年 後 と考えれば,わ が国のポテ シン

アルな活動力は,極 めて重要 な意味を持つ ことになる。

また,わ が国の国土は狭 く,天 然 資源に も乏 しい.1平 方㎞あた り人 口密度は270人 で,ア

メ リカの21人 に くらべ ると約10倍 にあた り,も し可住面積あた り入 口密度 にすれば,そ の差

は50～40倍 に も拡大 しよ う。 これを1平 方K!!iあた り所得 で比較すれば,現 在 すでに世界最高

であり,今 後 の成 長を考 えれば驚 くべ き高密度の未踏社会に向 って進ん でいることは明らかであ

しか し,現 段階 ではア メ リカに くらべて,デ ータ流通は少い。 これはア メリカが異 民族 の複合

社会であること,そ れに アメリカ では情報 価値の観念 が進ん でい て,情 報交換 の経済性 が確立 し

ていることが大きな原因 である。 わが国のよ うな高密度社会 では,質 の高いデータが今後要求 さ

れ るこ とになろ う。 そこに,単 なるデータ流通 とは違 ったデータバンクの機能 を必要 とす ること

になるo

つ ぎに,デ ータバン ク成立 の原動力であ る技術進歩 の面からみ ると,デ ー タバ ンクの技術 では

わが国は遅れ ているが,そ の総合 的な技術基盤では,ア メリカとの差 は非常に接近 してお り,将

来のボテ ンシア リテ ィからみ て,む しろわが国の方 が強い面 も少 くない。

このよ うに,わ が国におけ るデ ータバンク発展 の基 盤としては,(1経 済 力お よびその将来の発

展予想,〈2)情 報 化指標 の普及,(3}技 術 力の格 付,な どは プラスの面であ り,情 報価値観の確立 し

ていない ことはマイナスの面 といえ る。 この後者 の点は わが国の亦 モジニアスな文 化 と高密度 な

社会に起因す るこ とが大 きいが,今 後は当然,こ の価値観 も変更 して行 くもの と考え られ る。

4.わ が国におけ るデータバ ンク発展のための起動力

わが国のデータバ ンクは,現 在 まだ萌芽状態 であ る。 しか しアメ リカにおけ るデー タバンクの

発展 からみて も,お そら く5～6年 後 にはデータニーズの多面的発生に伴い,情 報 システムの発

達によ り,社 会環境のなか にデ 一 夕バングが根を下す もの と推察 され る。 また,そ の方向に発展

の起動力 がどこにあるかを格付 してみ たい。

第1は ・民間デ ータバ ンク発展 への期待である。 アメリカでは現在P・L・ ボーク社やマグ?

一 ヒル社 等にみ られるよ うに
,企 業性 データバンクが活動 しているが,わ が国でぽ まだ 日本経済

データ開発 センタニや 日本 不動産取引情動 センター等が誕生 したばか りである。 これはデータ ・.

ニ ーズの歴史 的基盤のちがいによ る点が大きいが ,わ が国の企業 の持つバイタ リテ ィや優れた適

応 力か ら考えて,自 由競争条件 の下 で.多 様 な方面 に開花 し,発 展 してい く能力を充分に備えて、
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い ると思われ 観'し か も,わ が国のよ うな社会の発展 ・変化が著 しい所 で,ソ シアル ・ニ ーズに

適応でき るのは,企 業性デ ータバンクであるはず石 多 くの資本,す ぐれた技術それに長年月の

経験 を投じて,権 威 あ る民間 デ ータバ ンクの発展 が望 まれ る。

第2は,公 共的 デ ータバンクの重 要性 とその責任 である。 政府,地 方公共 団体の業務 を通 じる

X大 な データの発 生は,適 切 な整理 と流通チ ャネ ルを持たせ ることによって,国 民の貴重 な公共

財とす るこ とができる し,公 共団体はそ うす る責任があ ると云え よ う。

アメリカの連邦政府 には ナ ショナル ・データバン クの構想 があ り,西 ドイツ政府 にはデモテ ト

レーシ ョン ・プ ログラムに基 くデータバンクの計画がある。 しか し,こ れ らの理想的 システムの

計画からの発想は,デ ー タバンクの実現 に必ず しも成功 してい るとはみ られない。 政府 のデータ

バ ンクの具体的 な開発方法 としては,カ リフ ォルニア州の経験が,貴 重 な教 訓に なると思われ 奄

データバンクは,そ の性格 か ら考えて,周 到 な設計 と計画性 が必要なよ うにみえ る。 とくに;

公共的 データバ ンクでは,将 来構想 に基 き,す べての公共 デー タを統括 して,も っとも効率の高

い システムの設計 に進むべ きだ と考えがちであ㌔

カ リフ ォルニア州政府 で,実 際に開発 に従事 したマク ドナル ド氏 によれ ば,自 動車情報 システ

ム(AMIS)の 例 にょ うに理論の飛躍をさけ,現 実 のニ ーズに応 じて,確 実 に保証された技術

を採用 しなが ら,一 歩一歩着実 に開発を進めている。現実問題 としては各部門の権 限や,組 織変

更に対す る抵抗等,技 術以前 の問題が少 くな㌦ また技術その もの も現在 また確実 なものは少 く

とくにデータマ ネージ メン ト用 ソフ トウエアーには解決 すべ き多 くの問題があ り,彼 等は地道 な

研究を続 けてい る。

技術進 歩が激 しく,社 会が要求す るニーズ の変化 も決 して無視 できない条件の下では,デ ータ

バン'クの開発に綿密 な調査 ・計画 とともに
,理 想論 に走 らず,で きるだけ システム ・フレキ シビ

リテ ィを持 たせ なが ら現実的 な解決策 を積み あげてい くほか道 は なレ㌔

一見遅 々た るよ うに見 えながら
,こ うして開発 されて きた カリフ ォルニア州政府 のデー タバン

クは,わ が国の公共的デ ータバン クの開発に大 に参考 になると思われ 観

第5は,デ ータバン クに対す る新 しい ニーズの発生 である。 わが国は現在,経 済成長の盾の裏

側 として,都 市再開発や公害発生等幾多の問題 に直面 してい る。 これ らを長期的 に組織的 に解決

す るた めには,ま ず情報 システムを確 立す る必要 がある。 その武器 として,デ ー タバ ンクは欠 く

ことがで きない。従 って ここか らデータバンク発展 の起動力 が うまれ る。

カ リフ ォルニア州 では,交 通情報 システム,犯 罪防止 システム,あ るいは廃棄物管理 システム

を」1965年 に着手 し,そ れ らの システムを実践す るために,自 動車 情報(AMIS)や 犯罪

情報(CLETS)等 の デ ータバ ンクを着実に開発し,1970年 には稼動す るに到 っている。
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わが国でも,国 家的 なプロジェク トから発生す る公共的デ ータバンク ・システム の開発 が期待

され るところ である。

第4は,デ ータバンクを接続 す るネ ットワー クの強化 である。 デ ータバンクの価値は,そ こに

含まれ るデータを正 し く認識 し,評 価 し,加 工分析 し,要 求 に応 じて結果 を伝達す る能力によっ

て定 まり,当 然 の ことながら,分 化専業化の必要が高 まってくる。 一方多様 な要求 に答え るため

には,そ の要求 に見合 った データバ ンクを探 し出さな くてはならない。 このために高度 な選択機

能を持 ったネ ットワ ークの必要性 が浮び上 ってく㌔ また この ネ ットワークは,情 報 システム全

体 のフ レキシビ リテ ィを保 つためにも重要 な要素 と考えられ る。

データバンクのネ ッ トワー クとは機能的に接続す るこ とであって,必 ず しも通信回線による接

続を意味 しな㌦ しか し,通 信回線が近 く民間に解放 されるこ とは,デ ータバ ンクの ネ ットワー

クを促進 することも確 かであ る。 われわれ は巨大な,総 合的 なデータバンクの開発をめざす ので

は なく.多 様 な,専 門的なデータバンク ・ネ ットワ ーク開発 に取組 まなければ ならない。

第5は,情 報化政策の確立に よる処理であ 奄 データバンクのネ ットワークが確立され るとき

は,そ れは社会の神経 網 とな るものであ査 そ のよ うな役割を果 し得 るよ うにす るとともに,そ

の暴走を防止 す る政策 を あらか じめ確立 してお く必要 があ る。

そのために,技 術や フォーマ ットの標準 化 ・標準 コー ドの普及,あ るいはデータ ・マネージメ

ン トな どのソフ トウェア技 術の保護な どについて政策を確立 しなければな らな㌦ アメ リカでは

情報化の進展 につれ て,プ ライバ シー保護が大 きな問題とな ってい る。 わが国においても,情 報

は今後 オープンに され るべ きだが,そ のな かにプライバ シーの問題はど うな るのか,事 前に検討

してお くべ きであろ う。

このよ うに一面にお いて情報化を促進 し,他 面 において弊害を防止するため に,新 しい法 制化

が必要 になろ う。 また,発 想 を変えて,上 記の諸問題を包 括する 「情報憲章」 とも呼ぶべ き基本

的な職業倫理を成文 化す ること も検討 に値いす ることで あろ う。

5.デ ー タバンク発展のための提言 、

以上のよ うな考察を もとにわが国におけ るデータバンクの発展 のためには,特 に提言 したい と

思 うことは,次 の五綱 目である。

第1に 民間デ ータバ ンクの自発的な発展 をさまたげず ・これを助長す る方向の政 策がのぞま し

い。 ここでは当然競争原理 に よる発展 が主役 を演 じる。

第2に 公共 デー タバ ンクの発展 のた めには,国 家的な施策が要望 される。 ここでは理想にとら

われず 地道な努力を早急 かつ着実 にすすめ るべ きであ る。

第 『にデータバ ン クに対 する新 しい ニーズの発生 に伴い情報 シス テムの確立が肝要 とな る現状
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.　静'

に即 して,デ ータバンク形成 に 的 の努力を すべ きである。

第4に デ ータバンクを接続 す る高度の選択機能をもつネ ット・ワークの強化に力をそそ ぐべ き

である。

第5に これら全体 に対す る施策 の基盤 として,情 報化政策の確立 とその実施をはか ることが特

に要望 され 輪.

,

一192一



e



・

/
ぺ

ト

・
叫

',◆,一■
.F'

 

,

∨

1

'

「

ー



'一 「

"、
..∵..-.-'ぺ.才 「t..t.、.・.こ 、..「 ・、・..・.・-t『!

1・^『 ・.'1'.../.9

∴ ご ∴_.・ ∴ .一 二.'t-・ ∵ 『 .二 三∴.・'∀ ∫
「 ・ 』⌒ 』

.'-1

三ご...・ ・二.二 ・..、 ≡.∵ ∵ ご ご1・

∴二ll窓llllll二三
㌢ ∵ 二・.二∫.バ ∴ ・『∴ 二'三.∴ ㌧ ㌻ ∵ざ 、調 ∵

lli∵○ ご 三 ㌻ 翁il

[:賦ミじ二∵三ご

1∵ 烹 二llミニi∴ll二lillご三

三謬 ご三∴ ＼曾il二三二飛 二

＼罷三図 二照三
; '.. '..二 .・ ・☆.二 … ＼

.1-・.1.':
..∴r .1.:1三

・'」.r4

ゴL'、

ゾ

.ゾ

「 「」

!
.
,メ

、w
.F


